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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次









序章　ひとりぼっち大だい魔ま術じゆつ師し




第一章　ウィッチクラフト・スクールフェスタ

第二章　ファイティングキッズ・ファーストラウンド

第三章　ひきこもり大だい魔ま術じゆつ師し見習い

第四章　リトルクイーン

第五章　ファイティングキッズ・ファイナルラウンド




終章　脱だつひとりぼっち大だい魔ま術じゆつ師し







　あとがき































序章　ひとりぼっち大だい魔ま術じゆつ師し









　千年を生きる魔女、アンジェラ・アンブロシア。

　不老不死の大魔術師たる彼女が、同じオリハルコン位階を持つ魔術師と新天地アルテナで出で逢あう、ちょうど十年前。

　魔法暦れき六〇年。

　彼女の姿は、ルーヴル・アルビオン両王国の記念式典の場にあった。

　今年でふたつの王国が同盟を結んで十周年。両王家の血を引く第三王女デュセル・デュランダルが生まれ、早七年が経たったという。

「時の流れはあっという間だね……」

　ルーヴルの王都パリで行われている記念式典のパーティ会場にて、緋ひ色いろの魔眼をメガネで隠かくしたアンジェは、嫌いや々いや着き飾かざったドレス姿のまま自ら壁かべの花に甘んじていた。

　そもそも──エルミタージュ帝てい国こくの女帝として出席している彼女に、声をかけられるような者がいるはずもなかったが。

「人類が『神しん獣じゆう』の脅きよう威いに晒さらされてから、もう十年が過ぎたのか……」

　彼女自身の時間感覚で言えば、何度か寝ねて起きて寝て起きてを繰くり返したに過ぎない程度。だというのに、式典の場に現れたルーヴル王は随ずい分ぶんと老ふけているように見えた。

　アンジェの記き憶おくが確かなら、つい十年前までは熱血漢の快男児だったのだが。

　当時の彼の発案で、最悪の魔獣たる『神獣』に立ち向かうべく、四つの世界国家は休戦条約を結び、一いつ致ち団結して人類の外敵へと立ち向かった。その際、アンジェは若き日のルーヴル王と肩かたを並べて戦ったこともあったのだ。

「あの日が、私の命日になると思っていたのにね……」

　長すぎる生に飽あき、自らの死を望むアンジェにとって、絶大な魔力を持つ『神獣』は救世主のようにさえ見えた。しかし、世界中の魔術師たちが互たがいに力を合わせて『神獣』を討うち滅ほろぼし、人類は救われ、彼女の悲願は潰ついえた。

　その後は休戦条約が効力を発揮し続け、戦争も起こらず、ルーヴル王とアルビオン女王の結けつ婚こんとともに両国の同盟が結ばれたことで、世界情勢は随分と平和になっている。

「それもこれも……あの男のせいだ……」

　アンジェが恨うらみがましい視線を向けたのは、各国のトップが集まる厳おごそかなパーティ会場で、無表情のままハンバーガーにかぶりついている、眼帯の男。

　現メトロポリタン合衆国大統領、スティーヴン・スティングレイ。

　いかなるときもポーカーフェイスを崩くずさない、世界最強の国家魔術師。

　十年前までは誰だれもその名を知らなかった。だが、人類と『神獣』の戦いにおいて、その終幕を彼が飾った。一いつ騎き打うちの末に『神獣』を葬ほうむったのだ。

　スティーヴンの名は一夜にして『神獣殺し』として世界中に広まり、母国の大統領にまで上り詰つめた。今や合衆国はもちろんルーヴル王国やエルミタージュ帝国、果ては東の島国である新天地アルテナでも、彼を主人公とした伝記冒ぼう険けん物語が出版されているという。

　そして、彼が栄えい華がを摑つかんだ代だい償しように、アンジェの望みは絶たれた。

「不ふ愉ゆ快かいだね……」

　ほんの暇ひま潰つぶしのつもりで記念式典を訪おとずれたというのに、この世で最も見たくない男の顔を見る羽目になって、アンジェは苛いら立だちとともに鼻を鳴らす。

「ごめんなさいです」

　と。

　急にアンジェの足元で、可愛かわいらしい声が響ひびいた。

　視線を下方へと向けるアンジェ。その目に映ったのは、美しい金の巻き毛と、素そ朴ぼくなそばかすを浮うかべた、八歳くらいの小さな少女だった。

「キミは……なにを謝っているのかな？」

「お姉さんが、ずっとステラのパパを睨にらんでいたので。きっと、パパがお姉さんを怒おこらせたんだと思ったので。パパはですね、ステラやステラのママのことも、しょっちゅう怒らせているんです。ダメなパパなんです」

　ステラ・スティングレイ。幼き日の大統領令れい嬢じよう。そのサファイアを思わせる大きな紺こん色いろの瞳ひとみに、キラキラとしたスターエンブレムが浮かんでいた。

「ふぅん……でも勘かん違ちがいだよ。父親のところに帰るんだね……」

　しかしアンジェは、まるで犬を追い払はらうような仕草でステラを──父を睨んでいた相手にわざわざ頭を下げに来た少女を、追い返した。

「あの歳としで、ずいぶんと気の利きく女の子だ……。さっき見かけた、気難しそうなルーヴルの第三王女とは大違いだね……」

　とてとてと去っていく少女の背を見て、アンジェはため息をこぼす。

「ふーんだ！　ふーんだ！」

　噂うわさをすればなんとやら。その気難しい王女の声が聞こえてきた。

　パーティの場で大人たちに囲まれて機き嫌げんを悪くしたのか、群ぐん青じよう色の髪かみを持つ小さな王女が、周囲に何事か当たり散らしているではないか。

　稀け有うなダイヤモンド位階の持ち主として、彼女はすでに周囲の注目を集めている。しかし、そうした大人たちの好こう奇きや畏い怖ふの眼まな差ざしが、むずがゆくてたまらないのだろう。

　そんな王女デュセルの癇かん癪しやくを幼いながらに察したのか、先ほどアンジェの足元にまとわりついていたステラが、王女に歩み寄り何事か話し始めた。しばらく見ていると、ふたりは意気投合した様子で、時折笑い声もこぼれるようになった。一方的に王女側が威張っているようにも見えたが、ほほえましい光景だ。

　あんな幼い少女たちも、永遠に歳を取らないアンジェを置き去りに、あっという間に成長してしまうのだろう。それを思うと、永遠の人生への徒労感が重く肩にのしかかる。

　冷たい壁にもたれかかったまま、アンジェは時間が過ぎていくに身を任せた。

　と、そのとき。

　彼女は急激な魔力反応を感じ取り、俯うつむいていたその顔を上げる。

　──魔力暴走。それも、六十年前の大異変を思い出すほどの規模の。

　場所はルーヴルではない。遥はるか極東の、おそらく新天地アルテナのある方向だ。誰かが、『魔法』の再現を試みた。しかも、絶大な魔力を有した魔術師位階と聖遺物を用いて。

　パーティ会場にいる他ほかの誰も、それに気づいた様子はない。おそらく、あまりに爆ばく心しん地ちから遠すぎて、大魔術師たるアンジェにしか感じ取れなかったのだ。

「新天地、アルテナ──」

　退たい屈くつと憂ゆう鬱うつがないまぜになっていたアンジェの口元に、悪女めいた微び笑しようが浮かぶ。

「フフッ、行ってみる価値はあるかもしれないね……」

　そう呟つぶやいて、アンジェは人知れず式典会場を後にした。

　帝国との連れん絡らくも断たち、単身、遠く離はなれた新天地を目指すつもりで。

　だから彼女は知らなかった。

　その直後、記念式典に出席していたアルビオン女王が、身ごもったデュセルの弟ともども、暗殺によって命を落としたことを。

　この暗殺事件を境に、ルーヴル王国はデュセルを幽ゆう閉へいしアルビオンの隷れい属ぞく政策を進める。女帝が行方ゆくえ不明となったエルミタージュ帝国も、他の大国への敵対視を隠さなくなった。

　結果、仮かり初そめの平和は終わりを告げ、以降『三大国』と呼ばれるルーヴル・メトロポリタン・エルミタージュの三国は、いつ世界大戦が起きてもおかしくない一いつ触しよく即そく発はつの状態へ。各国のトップが一堂に会したのも、この日が最後となる。

　だが不老不死の大魔術師にとって、人類同士の戦争など、もう何百回と繰り返し続いてきたもの。とっくに見飽きてしまっていて、さしたる興味もなかった。








第一章　ウィッチクラフト・スクールフェスタ









　魔法暦七〇年。新天地アルテナの魔都に存在する、魔術教育機関ウエノ学園。

　巨きよ大だいな学園の敷しき地ちに点在するいくつかの学館のうち、旧暦の蒸気機関車デゴイチ車両が鎮ちん座ざしている第三学館。

　その広い廊ろう下かを、ひとりの女子生徒が走っていた。

　群青色のポニーテールを揺ゆらし、吊つり目気味の青い瞳を輝かがやかせながらの全力疾しつ走そう。周囲の学生魔術師たちが迷めい惑わくそうに眉まゆをひそめるのもお構いなしの、その美少女。

　白と黒を基調としたウエノ学園の制服姿で、襟えりにはブルーのリボン。翻ひるがえるスカートから覗のぞくすらりとした脚あしを白いニーソックスに包み、キュートな青い靴くつを履はいている。しかしなにより目がいくのが、一歩踏ふみ出すごとに大きく揺れる、見事な巨乳だ。

　曰いわく、高位の女性魔術師はブラをしない。

　地球を魔法世界へと新生させた七十年前の大異変により、物理法則はすでにこの世を縛しばる絶対の法則ではなくなった。

　ゆえに、高い魔力を持つ青い瞳の魔術師にとっては重力さえも恐おそれるに足らず。巨乳が垂れないどころか、空さえ飛べるのだから。

　となれば『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔術師位階を持つ女子生徒──デュセル・デュランダルが常時ノーブラであるのも、当然の理屈だろう。

　ルーヴル王国の第三王女にして、復興を待つアルビオン王国の次期女王でもあるデュセル。しかし、はしゃいだ様子で息を切らして廊下を急ぐ今の彼女からは、高貴な王族としての品格はあまり感じられない。

「ブラン！」

　デュセルは豊かな胸を弾はずませつつ、第三学館最さい奥おうの小さな教室へと駆かけ込んだ。

「ねーねーブラン、きょうはなにして遊ぶ？　泳ぎにいこっか？　プールにする？　海にする？　あ、それならさっそく水着を買いにいかなきゃ！　ねー、いっしょにいこーよブラン。好きなの選ばせてあげる！」

　教室の扉とびらを勢いよく開けると同時に、デュセルは嬉うれしそうにまくしたてながら、教室にこもっていた男子生徒へと抱だきついた。

　強きよう烈れつな抱ハ擁グと、自らの左右の頰ほおを相手の頰にひっつける、可愛らしい頰タッチビズ。もちろん、その際ノーブラの巨乳は相手の胸にこれでもかと押し当てられる。

「……なあ、デュセル」

　抱きつかれた男子生徒は、かけていたメガネを外し、顔を赤らめながら咳せき払ばらいを交えた。

「お前、おれがひきこもりだってこと分かってる？」

「ふふーんだ。もちろんよ、魔ま術じゆつ王おうさま」

　覇は気きのない顔つきをした、ブランと呼ばれた黒髪黒目の少年。今もデュセルに抱きつかれたままの彼の名は、魔術王ブランドン・ブラックバーンという。

　老ろう若にやく男なん女によ揃そろった己おのれの分身シヤドウを駆く使しし、三大国の策さく謀ぼうからアルテナの平和を人知れず守る、魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』の主あるじにして『青生生魂ブルーオリハルコン』の魔術師。それが少年の正体だ。

「そう。おれは筋金入りのひきこもり……つまりインドア派なんだ。なのにどうしてお前はおれを憎にく々にくしい太陽の下に連れ出そうとするんだ」

　──不老不死の大魔術師が引き起こした忌いまわしい事件でブランがデュセルを救い、すでに数週間が過ぎた。七人の魔術師たちによってルーヴルとアルビオンの関係も修復され、デュセルは今もウエノ学園の留学生として過ごし、アルテナにも平へい穏おんが戻もどっている。

　しかしこの数週間、ブランの平和なひきこもりライフは、度たび重かさなる妨ぼう害がいの魔の手に晒され続けてきたのだ。

　たとえば──

『ブラン、いっしょにキャンプいこ！』

『空飛ぶ箒スカイ・スウイープで霊れい峰ほうフジを見にいきましょ！』

『ねーねー、サイクリングしない？　ふたり乗りしたい！』

『親友の一生のお願い！　あのね、遊園地に連れてって欲しいの！』

『ブランどこいくの？　特区アキバ？　なにそれあたしもついてっていい？』

『今夜はふたりっきりで地下迷めい宮きゆうで肝きも試だめしよ！　なんだかドキドキしてこない？』

　──とまあこのように、全すべての元げん凶きようは目の前の少女にあるのだが。

『人生で、友だちと過ごすきょうという日は一度きりなのよ！』

　というのが毎回のデュセルの弁。最初のうちこそ「あいよ」と気前よく返事をしていたブランだが、毎日続くとなるとさすがに返事を渋しぶるようになった。

「どうしてって……だってあたしは十年間のひきこもり生活の鬱うつ憤ぷんを晴らすために、親友のあなたと遊んで遊んで遊び倒たおしたいんだもん！　この前は山にいったでしょ？　だから今回は海！　それかプール！」

　幼少期をロンドン塔とうに幽閉されて育ったデュセルは、ブランのおかげで本当の自由を手に入れて以降、毎日がこの調子だ。悲しい過去から解放された少女の笑え顔がおは、眩まばゆいばかりに輝いている。

　ただし。同じひきこもりであっても、望んで自室に閉じこもってきたブランと違って、抑よく圧あつされてきたデュセルはどうにもアウトドア派として覚かく醒せいしてしまったらしい。

「で、今すぐいく？　それとも少ししてからいく？」

「眩まぶしい……眩しすぎる……」

　きょうも曇くもりひとつないデュセルの満面の笑みを前に、たじたじのブランであった。

「なあデュセル。今、おれがなにをしているか当ててみろ」

　言われ、きょとんとした面おも持もちでデュセルはブランを見る。

　次いで、周囲をぐるりと見回した。

　薄うす暗くらがりの小さな教室で、ブランがひとりでせっせと並べていたと思おぼしき無数の美少女フィギュアが、机の上に綺き麗れいに並べられている。

「ブランの特とく殊しゆな趣しゆ味みの対象物がどうかしたの？」

「おれの大事なフィギュアコレクションを遠回しにけなすのはやめろ」

「親友の趣味だもん、けなしたりしないわよ。ちょっと理解が及およばないだけ。当ててみろって言われても、そんなの分かんない」

　彼女もブランのフィギュア趣味に関しては別段思うところはないようだが、どうして魔術学園の一室に並べているのかが分からない様子だ。

「そうか。まさかとは思ったが、留学してきたばかりのデュセルは知らなかったか。明日あしたから、ウエノ学園で毎年恒こう例れいの魔術文化祭が始まるんだ」

「……魔術、文化祭？」

　聞き慣れない言葉に、デュセルはますます首を傾かしげた。

「なにそれ。詳くわしく教えてくれる？」

「あいよ。だけど説明は一言で済む。要は、学生魔術師たち主体の、学園祭だ」

「学園祭……お祭りってこと？」

　デュセルの問いかけにブランは軽く頷うなずいた。

「普ふ通つうの文化祭はクラスや部活動単位で出し物を用意するんだが、ウエノ学園はクラスとかないからな。生徒個人個人や各研究会が自主的に参加する。来場客を楽しませるよう生徒会からお達しはあるが、もっぱら魔術研究の発表の場としての意味合いが強い」

「ふーん。魔術文化祭ねぇ……」

　デュセルは扉から顔を出して、今しがた自分が駆け抜ぬけてきた廊下を振ふり返った。

　先ほどは気づかなかったが、第三学館の至るところで生徒たちが教室や廊下の飾かざりつけを行っている。彼らは文化祭の準備でてんやわんやだったのだ。そんな中を走り抜けてきたのだから、デュセルが迷惑がられたのも当然のことだろう。

　もっとも今は、誰だれしも迷惑王女のことなど忘れ、作業に没ぼつ頭とうしている。

「明日から文化祭が始まるから、きょうはお昼で講義が全部終わったのね。そーいえば、ここのところ毎日なんか慌あわただしいなーって気にしてたのよ」

「気にしてたのなら、前日まで知らないままでいるなよ……」

「だってしょうがないじゃない！　誰も教えてくれなかったし、あたしはてっきり学園の模も様よう替がえでもやってるんだと思ってたの！　ふーんだ。せっかくブランといつもより長い時間遊べると思ったのに！」

　言って、口を尖とがらせるデュセル。

「ま、そういうわけで、魔術文化祭に参加する生徒はこの時期忙いそがしいんだ」

「ふーん。お祭りっていうからには、出店とか食べ歩きとかもあるの？」

「もちろんある。開かい催さい期間は七日間と長いから、金欠の研究会は毎年躍やつ起きになる。なにせ本気で稼かせぎを狙ねらうならバカにできない集客率になるからな。確か去年は、冷れい凍とう術式や氷結系魔術の研究会の特製かき氷が大人気だった」

「へー。なんだか楽しそう。ね、いっしょに回らない？」

「あいよ。ただ、おれも出し物を出すんだ。その店番をしなきゃならん」

　そう言って、ブランは周囲のフィギュアを自じ慢まんげに見やる。

「おれの美少女フィギュアはその筋のコレクターたちに大人気でな。特区アキバでも掘ほり出し物として扱あつかわれているくらいだ。従って、同好の士たちが例年長ちよう蛇だの列を作る。おれひとりに小さいながらも教室がひとつ割り振られているのはそのおかげだ」

　特区アキバ──特殊商業地区と呼ばれる、旧きゆう暦れきのオタク文化に精通した魔都の魔ま窟くつだ。

　匠たくみの域に達する美少女フィギュアの数々は、特区アキバでも高く評価され、謎なぞの造形師ブラブラの名とともに絶大な人気を誇ほこっているという。魔術的な分身を生み出す我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』を得意とするブランだからこその、隠かくれた特技であった。

　現に、今デュセルの目の前にいるブランは、憑ひよう依いしている意識こそ本人のものだが、その肉体は彼自身のものではない。ブランと瓜うり二ふたつの姿を持つ通学用の分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』の体なのだ。本体であるブランは、遠く離はなれた自室に常にひきこもっている。

「店番なんて、そんなの分身シヤドウに任せちゃえばいーじゃない」

　大魔術師との戦いでブランと分身シヤドウの秘密を知ったデュセルは、よほどブランと文化祭を回りたいのだろう、少し拗すねたように頰を膨ふくらませていた。

「いやそりゃ、店番は分身シヤドウにやらせるけど……」

「だったらブラン本人はフリーってことじゃない！　えへへ、一週間もいっしょにお祭りを見て回れるなんて、とっても楽しみ！」

「おれ自身は自宅待機するつもりなんだが……人ごみ苦手だし」

「だめよ！　あたしはね、スケアクロウと文化祭を回りたいわけじゃないの！　もちろんウィッチやワイズマン教授でもだめなの！　アルくんはいてもいいけどアルくんだけじゃやっぱりだめなの！　ブランがいいの、ブラン本人じゃなきゃヤなの！」

　涙なみだ目めになる勢いでまくしたてるデュセル。七歳から十年もの間ロンドン塔で独り幽ゆう閉へいされてきたデュセルは、ウエノ学園に来るまでは学校というものに通ったことさえなかった。そんな彼女としては、初めての学園祭を初めての親友と楽しみたいのだろう。

（……友だちにそんな顔されちゃ、なにも言えないっての）

　結局どう取り繕つくろおうとも、これまでのデュセルのお誘さそい同様、今回もブランが彼女の申し出を承しよう諾だくする結果となってしまうに違ちがいない。

　それが分かっているのか、ブランも観念したように「あいよ」と頷いた。初めてできた親友だけあって、ブランもデュセルにすこぶる甘いのだ。

「ところで、デュセルもなにか出し物を考えてみないか」

「えー……ブランといっしょにいられる時間が減っちゃうじゃない。それにほら、あたしの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔術特性って『万能詠唱オールマイテイー』でしょ？　やろうと思えばなんでも出来ちゃうから、する側には回りたくないのよね……」

「さいですか」

　万ばん能のうの魔術師の言葉に、ブランが苦笑いを浮うかべる。

「──うふふ、残念です。わたくしもデュセルさんの出し物を見たかったのに」

　と。開けっ放しだった扉とびらの向こうから、おっとりとした声が響ひびいた。

「よう。ステラ先せん輩ぱい」

「あーっ！　なんの用なのよステラ！」

「ごめんあそばせ。声が聞こえたものですから」

　ブランとデュセルの眼まな差ざしの先、長い金髪ブロンドの巻き毛を後頭部で束ね髪シニヨンにまとめ、優ゆう雅がにほほえむ美少女がそこにはいた。

　六条の星の輝かがやきを宿した、垂れ目気味の『星条青玉スターサフアイア』の瞳ひとみを柔にゆう和わに細めた彼女の名は、ステラ・スティングレイ。メトロポリタン合衆国の大統領令れい嬢じようにして、学園の生徒会長を務める才さい媛えんである。

　細い腰こしに反して見事な爆ばく乳にゆうは当然ノーブラだ。デュセル同様、ステラ自身の高い魔力と魔術的立体縫ほう製せいが施ほどこされた女子制服によって、これでもかと強調されている。

「なんの用かと言われると、えっとですね、その、困ってしまうのですが、うふふ、どう言いましょうか……」

　ステラはなにやらもじもじとしながら、ごにょごにょと台詞せりふを言い淀よどんでいる。

（どうしましょう、きょうこそブランさんのフィギュアモデルになりにきた……なんて、わたくし恥はずかしくてとても言えません……）

　そのまま顔を赤らめて俯うつむいてしまう。ステラは律りち儀ぎにも、ブランとの間に交かわしたフィギュアモデルになるという約束を果たそうと、機会を待っていたのだ。計算高そうなお嬢様めいた見た目とは真逆で、内面は超ちようがつくほどの生きつ粋すいのお人ひと好よしなのである。

「最近はブランとあたしがふたりっきりでも邪じや魔ましてこなかったのに、なによ今さら！」

　ブランをかばうように立ちはだかったデュセルは、ぐるるるると番犬のように唸うなりながらステラを敵視している。

　片やルーヴル王国の、片やメトロポリタン合衆国のエージェントだけあって、ふたりは未いまだ打ち解けるには至っていない。

「ステイ、デュセル。そもそもステラ先輩は学園の生徒会長なんだから、文化祭の準備が忙しくて、おれたちに構う暇ひまがなかっただけだ。で、先輩、なんの用？」

「そ、その……。こほん。そのですね、ブランさんにわたくしの出し物を一度体験してもらおうかしらと……よかったらデュセルさんもごいっしょにいかがです？」

　とはいえステラ側に敵意はない。

　思えばステラはウエノ学園でデュセルと遭そう遇ぐうしてから、ただの一度も彼女を敵対視することなく、むしろ友好を深めるべく、ぼっち気質のデュセルに手を差し伸のべてきた。

　生徒会長としての責任感と言ってしまえば、それまでのことだが──

「ふーんだ。結構よ」

　嚙かみつかんばかりのデュセルの態度に、ステラはどこか寂さびしげに瞳を伏ふせていた。

「まーまーデュセル。そうステラ先輩に冷たくあたるな」

　学園に来て数週間。親友と呼べる相手は見つけたもののブラン以外に友だちがいないデュセルに対し、同じ他国のエージェントという立場ながら、ステラは人望厚い人気者だ。

（どーにも、ステラといっしょにいると劣れつ等とう感がわいてきちゃうのよね……）

　単なる僻ひがみだが、それを晴らして互たがいに友好的な関係を築くには、デュセルという少女は独りでいる時間が長すぎた。

「あたし先にいくね。ブラン、また後で。いっしょに遊ぶ約束、忘れないでね！」

「おい、だからおれには文化祭の展示の準備が……」

「そんなの、『案山子スケアクロウ』に任せておけばいいじゃない」

　ステラには分からない秘密の会話とともに、デュセルは逃にげるようにそそくさとその場から立ち去ってしまった。

「…………わたくし、やっぱりデュセルさんに嫌きらわれているのかしら」

「いや、そういうわけじゃないと思うぜ。ま、デュセルもあれはあれで複雑な家庭環かん境きようで育ってるから、素す直なおになれないんだよ。長い目で見守ってやってくれ」

　デュセル自身の口から彼女の生おい立ちを聞き知ったブランは、しょんぼり気味のステラに対し、親友へのフォローを口にする。

「──ええ。存じています」

　返事とともに、ステラはどこか遠い目で深く頷いた。







　憑依解除。

　そう念じた瞬しゆん間かん、ブランの意識はウエノ学園の一室から、自宅の自室にひきこもる本体のもとへと戻もどる。

　旧暦時代のゲームコントローラーを片手に、分身シヤドウの視覚映像が浮かぶ水すい晶しようモニターに向かっている、黒くろ髪かみ黒目の少年魔術師。彼こそがブランドン・ブラックバーン本人だ。

「毎度のことながらデュセルは強ごう引いんだよなあ」

　結局、プールか海かも決めていないというのに。

　きょうも飽あきずに遊びの誘いに来た親友の顔を思い出し、ブランは口に出した言葉とは裏腹に、幸せそうなため息を吐はき出した。

「ブランくーん、泳ぎにいくってほんと？」

　ノックとともに扉が開かれ、ブランの姉、モリガンが顔を覗のぞかせた。ゴシックロリータ調の黒ドレスを着た、長い黒髪を持つ九歳児の幼おさな姉あねだ。

「ま、プールか海かはデュセル次し第だいだろうけど、あっちが乗り気だからな」

「だったらおねえちゃんもいくー！」

「あいよ。だけど文化祭の準備は続けないといけないし、まずは学園側から片づけていくか。なにせ、おれほどのひきこもりともなれば、自宅に居ながらにしてあらゆる用事を済ませられるからな」

　ブランの分身シヤドウは、瓜二つの姿を持つ『案山子スケアクロウ』だけではない。

　青年期の姿を持つ、禁呪搭載型分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』。

　幼年期の姿を持つ、万能支援型分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』。

　老年期の姿を持つ、広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』。

　女性体の姿を持つ、隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』。

　そして姉モリガンの姿を持ち、その魂たましいを宿す、全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』。

　これら六体の分身シヤドウにブラン本人を加え、総勢七名。

　七しち芒ぼう星せいが象しよう徴ちようする不可能の可能を目指した『七つの魔法セブンキヤスト』の名を冠かんし、新天地アルテナに君臨する、一人七役にして七体一役の魔術秘密結社。

　ブランはその主あるじたる、ひきこもり魔術王なのだ。たとえ彼が家の外に出たがらない完全無欠のひきこもりであったとしても、分身シヤドウたちを駆く使しすれば、社会活動のひとつやふたつやみっつやよっつ、いくらでも代行させてしまえる。

　だからブランは自分の用事もデュセルの誘いもステラの頼たのみも、その気になれば軽々と一度に済ますことが出来てしまうのだ。
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　ブランの分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』は今、ステラとともに第三学館の廊ろう下かを並んで歩いていた。

　屋内外問わず、学園の至るところで魔術文化祭の準備が進められている。

　周囲を見回してみれば、数多くの学生魔術師たちが、ガラスケース入りの人造の頭ず蓋がい骨こつや、がやがやと騒さわがしい三角帽ぼう子し、中の人物画が実際に動いている肖しよう像ぞう画が、魔ま獣じゆうのドロップアイテムなどを手に右往左往している。

「だめですよ、人手が足りないからといって骸骨兵スケルトンなんか持ち出しては。まあ、お化け屋や敷しきですか？　うふふ、それなら構いません。ですがみなさん、お喋り帽子トーキング・ハツトや生きたリビング・肖像画ポートレイトに売り子を任せてしまうのは不許可ですからね」

　生徒会長だけあって、ステラはそんな彼らににこやかに言葉をかけていく。時には、場所の取り合いなどで混乱する生徒たちの仲ちゆう介かい役なども軽々とこなしてみせる。

「さすがはステラ先輩だな」

　スケアクロウはメガネのレンズの奥で瞳を眠ねむたげに細めつつも、素直に感心した。

　主であるブランの意識が憑ひよう依いしていないせいか、先ほどまでデュセルやステラに見せていた不敵な面つら構がまえは消え、今はどこかトロそうな朴ぼく訥とつとした面おも持もちを浮かべている。

「……ん？」

　と、そんなスケアクロウの目に映る、背の高い人ひと影かげ。

　裾すその長い教授用の魔術ローブを身に纏まとい、生徒たちに交ざって展示物へとサングラス越ごしに視線を向けている、オシャレな口くち髭ひげと顎あご鬚ひげを生やした老魔術師。

　ウエノ学園の名物教授、ワイリー・ワイズマンだ。

　その正体は七詠唱セブンキヤストの『大賢者ワイズマン』。スケアクロウにとっては、自分と同じブランの分身シヤドウのひとり。見た目の年ねん齢れい差は顕けん著ちよだが、魔術的な意味では同一人物にあたる。

「教職者の仕事とはいえ、生徒たちの魔術研究発表を管理監かん督とくするのは老骨にはこたえる。それに、魔導式のジェットコースターだの、水上アトラクションショーだの、気合が入っているのはいいが、まったくどこから予算を引っ張ってきたのやら」

　ワイズマンはキンキンに冷えたコーラ瓶びんをあおり、のどの渇かわきを潤うるおしていた。

　窓の向こうの野外スペースでは、飲食関連の模も擬ぎ店てん準備に励はげむ生徒たちだけでなく、起き伏ふくのある巨きよ大だいなレーンを魔術で設置している面々や、ウエノ学園敷地横のシノバズ池にアトラクション設備を運び込もうとしている生徒たちの姿が多々あった。

　機材の搬はん送そうには空飛ぶ箒スカイ・スウイープや空飛ぶ絨毯スカイ・カーペツトを用いているので、作業は明日あしたの文化祭開かい催さいに充じゆう分ぶん間に合いそうな順調さだ。まったくもって魔術は便利である。

「まあ、ワイズマン教授。ごくろうさまです」

「おうステラ君。それに……ブラン君。諸君らもごくろう」

　ステラとスケアクロウに対し、ごく自然に和なごやかな笑え顔がおを向けるワイズマン。ふたりはそんな老教授の脇わきを会え釈しやくとともに通り過ぎようとするが、ワイズマンは不意に小さな声でスケアクロウへと耳打ちする。

「おいおいスケアクロウ……」

「どうしたワイズマン」

「お前がここにいるのなら、フィギュアの展示は誰だれが？」

「ウォーロックだ」

「は？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめながらも、ワイズマンはすぐさまサングラスの下の瞳ひとみを輝かがやかせ、遠く離はなれたブランの展示室に対して遠視と透視クレアボヤンスを試みる。

　そこには、確かにいた。呪のろわれた緋ひ眼がんを持つ魔術犯罪者が──

　アルテナにおいて高額の賞金をその首にかけられた指名手配犯であり、七詠唱セブンキヤストの中で唯ゆい一いつ『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼を有する『黒魔導師ウオーロツク』。学園の関係者に見つかれば即そつ刻こく、緊きん急きゆう警報が発せられるであろう、そんな凶きよう悪あくな賞金首が──

「……任務遂すい行こう中。メモによれば全ぜん裸らオーバーオールはここ、黒ウサバニー花魁おいらんはそこ、スクール水着女海かい賊ぞくはあそこか……金きん髪ぱつ巫み女こ天使の配置場所はどこだ……？」

　今はただ、主の命令を忠実に守って机の上にせっせと美少女フィギュアを並べている。普ふ段だんから無口で無表情な戦せん闘とう特化の分身シヤドウが、四方を可か憐れんなフィギュアたちに囲まれながら、黙もく々もくと作業に徹てつしているのだ。

　そんなウォーロックの不ふ審しん極きわまりない姿に、ワイズマンはそっと瞳を閉じた。若じやつ干かんずり落ちていたサングラスをかけ直し、なにも見なかったことにする。

　スケアクロウも、ワイズマンがどんな光景を目にしたかは深く尋たずねず、そのまま先を進むステラの背に続いた。

「ブランさん、ワイズマン教授とどんなお話を？」

「今年のフィギュアの出来について、少し世間話を」

「……ええと、アルテナの男性魔ま術じゆつ師しのみなさんの間では、フィギュアさん趣しゆ味みは普通のことなのですか？」

「当然だ」

　その道すがら、ひとりの少女の姿がふたりの目に映る。

　両者ともに見知った女子生徒だ。

　丁てい寧ねいに切り揃そろえられた黒髪と『水宝玉アクアマリン』の瞳。スケアクロウの主であるブランにとってはポンコツ気質の幼おさな馴な染じみ、そしてステラにとっては生徒会の仲間、つまりは副会長だ。

　彼女はひと気のない廊下に青いビニールシートを敷しき、ガムテープの束を枕まくらにし、寝ね転ころがってひんやりとした床ゆかの冷たさを満まん喫きつしていた。

「あら、副会長さん？」

「──はっ！　も、申し訳ありません会長！　文化祭関連書類のあまりの多さに心が折れ、ひと休みをしておりましたーっ！」

「𠮟しかっているわけではなくてですね、その、女の子なのですから身だしなみというかあまり気軽に廊下に寝そべるのはちょっと……」

「パンツが見えていたぞ」

「ぎゃーっ！　見たのかクズ石の分際で！　ええい忘れろ不心得者ーっ！」

　ステラが言い淀よどんでいた指し摘てきを淡たん々たんと言ってのけるスケアクロウ。対する副会長は、相手が幼馴染の分身シヤドウとも知らず顔を真っ赤にし、八や重え歯ばを剝むき出しにしてスケアクロウの襟えり首くびを摑つかみ、ガクガクと揺ゆさぶる。

「副会長さん落ち着いて。実はわたくし、文化祭の出し物を考えていて、ブランさんに体験していただこうと思っているんです。副会長さんも気分転てん換かんにどうかしら？」

「いいですとも！　しかし、さすがは会長。忙いそがしい生徒会業務の合間に、自分の出し物まで用意なさろうとは」

　敬愛する生徒会長からの申し出を、副会長は感服しながら快かい諾だくした。

「実はですね、今わたくしが考案中の新たな我流術式なのですが──」

　言って、ステラは台詞せりふの途と中ちゆうでスケアクロウの顔を見た。

　数週間前に行われたブランとステラの決闘。その際ステラは、得意とする悪魔召しよう喚かんの術式を用い、強力な悪魔デヴイルを駆使してブランを追い詰つめようとした。

　しかしブラン──その意識を憑依していた近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』は、魔力的には圧あつ倒とう的てき不利だったにもかかわらず、速度強化呪文によって身体能力を向上させ、ステラの隙すきをついた。

　あの決闘でステラが学んだことはいくつかある。その最たるものは、いかに強力な召喚獣を操あやつろうとも、どれほど高い魔力を持っていたとしても、術者本人が戦いに後おくれをとるようでは戦闘特化の国家魔術師失格ということだ。

（このままでは、世界最強の国家魔術師と謳うたわれたパパの名に傷をつけてしまいます）

　父であるメトロポリタン合衆国大統領スティーヴン・スティングレイの顔を思い起こし、ステラは決意を新たにして言葉を続ける。

「──要は、召喚した『虚構悪魔デジタルデヴイル』の性能を術者本人にフィードバックさせ、魔術師本人の身体能力と戦闘能力を格段にレベルアップさせる術式です。とりあえず『悪魔憑きＤ‐インストール』と名づけました」

　濃のう紺こんの垂れ目を凜り々りしく光らせたステラに対し、しきりに感心している副会長の背後で、スケアクロウがメガネの奥で警けい戒かいの眼まな差ざしを向けていた。

　新天地アルテナを取り巻くルーヴル、メトロポリタン、エルミタージュの三大国の関係は、未いまだ一いつ触しよく即そく発はつの状態が続いている。

　それこそ、いつ魔術師たちによる世界大戦が勃ぼつ発ぱつしてもおかしくないほどに。

　ルーヴル王国は七詠唱セブンキヤストとの一夜の魔術戦により敗北し、アルテナに対する聖遺物奪だつ取しゆの企たくらみも諦あきらめ、そのエージェントであるデュセルとの敵対関係はすでになくなっている。しかし、ステラの立場は依い然ぜんとして聖遺物を狙ねらうメトロポリタンの国家魔術師。彼女の戦闘手段が強化されたとなると、七詠唱セブンキヤストとしては聞き捨てならない。

　遠く離れた自宅で絶賛ひきこもり中の主ブランも同意見だった。文化祭直前の浮うかれ気分も消え、今はモニターの前で次なるステラの言葉を待って聞き耳を立てている。

「で、おれたちはなにをすればいい？」

「実際にわたくしが『悪魔憑きＤ‐インストール』を行うところを見ていただこうかと。せっかくですから、どのような悪魔デヴイルがお好みかお尋ねしてもいいかしら」

　スケアクロウの質問に対し、にこやかにほほえむステラ。彼女は目の前にいる少年が本物のブランではないことを知らないし、ましてやその正体が敵対組織である七詠唱セブンキヤストということも知らない。ゆえに猜さい疑ぎ心しんなく口を開いた。

「というと、どんな悪魔デヴイルでも憑依させられると？」

「うふふ。わたくしが召喚できる階級に限られますけど」

　上品に口元に手を当て、ステラがにっこりと返事を口にした、その瞬しゆん間かん──

「なら、サキュバスでお願いしたい!!」

　突とつ然ぜんメガネを取ったスケアクロウ──その体に憑依したブラン本人が、期待に満ちた顔つきで希望案を口にした。

　サキュバスとは、夢む魔ま、淫いん魔ま、吸きゆう精せい鬼きとも呼ばれる、いわゆるエッチな夢を見せて犠ぎ牲せい者しやから精気を搾しぼり取る、アダルティな女悪魔だ。上位階級には属しておらず、ステラほどの魔術師なら召喚は容易だろう。

　先ほどまでステラの新たな我流術式を警戒し、自室で緊張の面持ちを浮かべていたブランだったが、サキュバスを憑ひよう依いさせられると聞けば話は別。居ても立ってもひきこもってもいられず、すぐさまスケアクロウに憑依して実体験しようと目もく論ろんだのだ。

「ええいブランドン！　貴様はまた会長に汚けがらわしい頼たのみごとなんぞしおって！」

「わたくしは構いません。むしろブランさんや副会長さんに危害を加えるような悪魔デヴイルではないので、こちらとしても安心して術式に集中できます」

　ひとの良いステラはというと、後こう輩はいを信しん頼らいしきっているのか、ブランの不ふ埒らちな期待になどまるで気づかず、屈くつ託たくなくおっとりとほほえんでいる。

　ブランと副会長はステラに連れられ、彼女に割り当てられた教室へと案内される。ブランの展示室よりそれなりに広い一室である。

「おいブランドン。分かっているだろうが、会長を困らせるような発言は控ひかえろよ」

　副会長は手て頃ごろな椅い子すに腰こし掛かけながら、愛用の扇おうぎで八重歯の生えた口元を隠かくしつつ、うきうきわくわくしているブランへと釘くぎを刺さす。

「あいよ。心配するな、やましい気持ちはない。一いつ切さいない。ステラ先せん輩ぱいの新しい我流術式に対する、いたって素そ朴ぼくな学術的興味だ」

　隣となりの席に座りつつ、ブランは信用ならない爽さわやかな笑顔を見せた。

　そんなふたりを尻しり目めに、ステラは人工聖遺物『電子魔導書ｅ‐グリモワール』を取り出し、ブランの希望に沿うべく水晶板タブレツト内の魔導書記述画像を検けん索さく。

　目当ての記述を見つけると、彼女は水晶板タブレツトを手に、ブランたちへと向き直る。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム」

　続けて呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　今しがたステラが唱えたクラシカルな呪文は、地球が魔法世界となる以前から悪魔召喚の呪文として伝承に残されている、由ゆい緒しよある詠唱文句だった。

　ステラの召喚術により、水晶板タブレツトから妖あやしげな女悪魔が──それも蠱こ惑わく的で豊満な肉体に極めて露ろ出しゆつ度どの高い下着だけを纏まとったサキュバスが、ゆっくりと姿を見せる。

「うおおおおおおおおおっしゃきたーっ!!」

　ブランは腰を浮かせて身を乗り出し、興奮の叫さけび声を上げながらガッツポーズを取った。そんな幼馴染の姿に、副会長は隣の席で呆あきれた眼差しを向ける。

　ふたりを尻目にステラは水晶板タブレツトを操り、ほのかに光る指先でもって、その液えき晶しよう画面に新たな魔ま法ほう陣じんを描えがき記した。瞬間、現れていたサキュバスの姿がまるでホログラム画像のように光とともに分散し、ステラの身を包む魔術ローブへと変化する。

「──悪魔憑きＤ‐インストール、『夢魔サキユバス』」

　そうして新たな我流術式を発動させた、ステラの姿。

「あ、あら……？　まあ、どうしましょう……」

　先ほどの女悪魔と同様あまりに露出度が激しい下着同然の魔術ローブ姿で、重力の束そく縛ばくから解き放たれた爆ばく乳にゆうを覆おおう布地はあまりに頼たよりなく、安産型のお尻の谷間あたりからは先せん端たんがハート状の悪魔の尻尾しつぽが生えていた。

「うおおおおおおおおおおお!!」

「会長、なんというお姿に！　ええい見るんじゃないブランドン！」

　上品でお淑しとやかなステラにはまるで似合わない──しかしその凶悪すぎるプロポーションにはあまりに似合いすぎている夢魔サキユバスローブ姿に、ブランは大興奮の雄おたけびを上げ、副会長は慌あわててブランの目を塞ふさごうとした。

「わ、わたくしとしたことが、ちょっと衣い装しようが過激だったかしら……」

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくでほほえみを絶やさないステラだが、限界まで肌はだ色いろを強調した自らのローブ姿を見下ろし、さすがに顔を真っ赤にしてしまっている。

「ステラ先輩、その格好でフィギュアモデルになってくれ！」

「そ、それはちょっと……ごめんなさいです……」

　自らの大だい胆たん過激な胸むな元もとを両手で隠しながら、ステラはもじもじと俯うつむいて首を横に振ふる。すでに耳の先まで赤く染まっていた。

「と、ともかく、おふたりには眠ねむっていただきますね？　夢を見せるのがサキュバスの力ですから──」

　言って、ステラは狼ろう狽ばい気味に手のひらを掲かかげ、催さい眠みん効果を持った魔力光を放つ。途端、ブランに食ってかかっていた副会長が椅子にもたれかかり、そのまま寝入ってしまう。

「むにゃむにゃ……」

　なんとも分かりやすい寝言がその口から漏もれた。

「咄とつ嗟さの魔力抵てい抗こうもできないなんて、相変わらずポンコツなやつ……」

「おかしいですね？　位階で言えば、ブランさんより副会長さんのほうが魔力は高いはずですのに」

　が、小首を傾かしげたステラの言葉に、呆れ顔だったブランはすぐさま自分の迂う闊かつさと副会長のポンコツぶりを呪のろった。

（これはまずい！）

　学園でのブランは、今も落ちこぼれのクズ石という扱あつかいだ。

　大魔術師アンブロシアとの戦いの際に、『案山子スケアクロウ』は確かに三種の神器のひとつである玉璽レガリア級聖遺物『草クサ薙ナギノ剣ツルギ』を鋳い型がたとした超ちよう強力な分身シヤドウへと進化した。だからといって学園での立場をおいそれと変えるわけにいかず、瞳ひとみの位階を隠す魔眼封ふうじのメガネを分身シヤドウに着用させ、今までどおり劣れつ等とう生せいとして振る舞まっている。

　そんなブランが副会長より魔術耐たい性せいが高いなど、あってはならない事実だ。そもクズ石が『星条青玉スターサフアイア』の魔力に耐たえるなど、ステラに自分が高位の魔術師だとバラすようなもの。頭の回転の速い彼女なら、それだけでブランに致ち命めい的てきな疑いを持つかもしれない。

　──即すなわち、彼が七詠唱セブンキヤストの魔術王であると。

「うーん……むにゃむにゃ……」

　仕方なくブランは目を瞑つぶって幼おさな馴な染じみと同じ寝ね言ごとを口にし、寝たふりをする。

「個人差があるのかしら？　まあ、わたくしにとっても初めての呪文ですし……」

　副会長のほうが先に眠ったことを訝いぶかしんでいたステラだったが、ブランの苦し紛まぎれの演技が功を奏し、それ以上は疑問に思わなかったようだ。彼女は気を取り直して再び手のひらをかざす。

　サキュバスの能力は催眠術と夢喰いナイトメア。眠らせた相手に淫夢を見せ、精気を奪うばう力だ。

　悪魔憑きＤ‐インストールを果たしたステラは、その力を自在に操ることが出来た。

「むにゃ……ああっ、かいちょぉ……こころのじゅんびが……」

　夢の世界を冒ぼう険けん中の副会長が、やおら顔を赤らめて涎よだれを垂らしながら、そんな危ない寝言を口走る。

「……そこはだめだよおぉぉ……ブランドンにもみせたことがないのにいぃぃ……」

（どんな夢を見てるんだよ！）

　寝たふりしているブランの頰ほおがぴくぴくと引きつった。

「副会長さんには効いているようです……どんな夢を見ているのかは分かりませんけど。でも、ブランさんは効き目薄うすですね……」

　再びステラは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、ブランのほうへと近寄ってきた。

（またしてもまずい！）

　副会長がポンコツぶりを披ひ露ろうすればするほど、ブランも醜しゆう態たいを見せなければ、ますますステラに疑いの目を向けられてしまう。

（ええい、とりあえずなんか眠ってるっぽい台詞せりふを口走って──ん？）

　と、ブランはステラの接近を気配で感じ取り、うっすらとまぶたを開いた。

　間近に飛び込んできたのは、肌も露あらわなステラの爆乳だ。目と鼻の先でぷるんぷるんと柔やわらかそうに弾はずんでいる。

「ブランさん？　もうおやすみなんですよね？　夢見はいかがですか？」

　というのも、ステラはブランの様子を確かめるべく、椅子に座ったブランの目の前で身を屈かがめていたのだ。無論、寝たふりとも知らずにである。結果として、あまりにたわわで大きな果実がブランの鼻先に実ってしまっている。

　あと半歩でも前に乗り出せば、ステラの魅み力りよく的な胸の谷間にずっぽり顔を埋うずめられるであろう、そんな距きよ離りだ。揉ももうと思えばいつでも揉める、至福の距離感。

「ブランさーん？　眠ってますよね？　サキュバスさんですよー？」

　とんだサキュバスがいたものだ。

（【●ＲＥＣ】【●ＲＥＣ】【●ＲＥＣ】……落ち着け……落ち着いて【●ＲＥＣ】と唱えるんだ……！）

　心の中で必死に合言葉を唱えるブランだが、一向に興奮が収まる気配はない。このままでは理性を失って爆乳を揉んでしまいそうだ。

（こうなれば最後の手段……っ！　おれは自らラッキーを拾いに行く男！）

　ブランは意を決し、躊ちゆう躇ちよなく目の前の胸の谷間に自ら顔を突つっ込んだ。

「むにゃ……なにがエロイムエッサイムだよエロいのは先輩だよ……」

「──っ!?　ご、ごめんなさいですっ！」

　次いで、咄嗟に寝言を口にしたふりをしてステラの羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきするブラン。前々からどうしても声に出したかった台詞をついに言ってやった。言ってやったのだ。

　その甲か斐いあって、彼女は顔を真っ赤にしてブランの目の前から飛び退のいていた。

　瞬しゆん間かん、勢いよく後ろに下がったせいでさらに素す晴ばらしい乳揺ゆれが垣かい間ま見みえたが、ブランはもちろんその光景も【●ＲＥＣ】した。

「わたくしったら、ブランさんにどんな夢を見せてしまったのかしら……」

　ステラはブランの企たくらみも知らず、顔を真っ赤にしながらも自責の念に囚とらわれていた。後輩がワザとやったとは欠片かけらも疑っていない様子だ。なんというお人ひと好よしだろうか。

「それに副会長さんにも──」

「ぁああっ！　かいちょぉ……なじってください……わたしはどじでまぬけなやくたたずのぽんこつだよおおぉぉ……！」

　どんな夢を見ているのか、副会長の奇き声せいじみた寝言は未いまだにダダ漏もれだった。

　そんな彼女の姿に、ステラは申し訳なさそうにぺこりと頭を下げる。

「おふたりとも、ごめんなさい。まさかこんな強力な魔術効果があるなんて思ってもみなかったものですから」

　そうしてステラはブランと副会長に対して行使した夢喰いナイトメアを中断し、　悪魔憑きＤ‐インストールを解除してもとの学生服姿に戻もどった。

「ん……」

　夢から覚めた副会長は、焦しよう点てんの合わない目つきで遠くを眺ながめている。

　その隣では、ブランもボーっとした顔つきで頰を赤らめている。

「副会長さんにもブランさんにも、夢喰いナイトメアの後こう遺い症しようがあるようですね……」

　肩かたを縮こまらせて自分の軽けい率そつな行動を反省するステラ。

　しかし副会長はともかく、ブランが恍こう惚こつとしているのは、先ほど爆乳の谷間に顔を埋めた際の感かん触しよくに酔よいしれているからであった。

（どうせなら分身シヤドウの体じゃなく生身で味わいたかった感触だ……）

「──はっ」

　そのとき、副会長がようやく正気を取り戻した。

　彼女は夢から覚めたことを悟さとると、泣きそうな顔でステラへと訴える。

「か、会長ぉ！　これを文化祭の出し物にするのは非常に危険かと思われます！」

「そうだな。涎ふけよ」

　幼馴染の上ずった声でブランも夢ゆめ心地ごこちから醒さめたのか、涙なみだ目めの副会長の口元を呆あきれ顔で見つめている。

「ですね……。パパがきょうにもアルテナにやって来る予定なので、文化祭も始まりますし、なにか出し物を用意して喜ばせてあげたいと思っていたのですが……」

　ステラは残念そうにため息をこぼした。

「……パパ？」

　一方、ブランは眉をひそめる。

「なんだ、知らんのかブランドン。会長のお父上はかの合衆国大統領、スティーヴン・スティングレイ閣下だ。明日あしたから始まる七日間の魔術文化祭を終えれば、片づけ期間を利用した三者面談が始まる。毎年の恒こう例れいだろう」

「いやそのくらい知ってるっての」

「なにおー！　せっかくひとが親切に説明してやったというのに！」

　副会長の小言を聞き流し、ブランは思案する。メトロポリタンの最高権力者である大統領が新天地アルテナを訪おとずれる──それは単なる面談のためではないだろう。

　七詠唱セブンキヤストが一夜にしてルーヴルを強きよう襲しゆうし、国王を再起不能に追い込んだという情報は、他ほかの大国もすでに把は握あくしているはず。

　となれば、合衆国大統領がアルテナの魔ま術じゆつ結社に対してどのような感情を持つかは想像に難かたくない。

　おそらく、すでにステラにも、メトロポリタンのエージェントとしての新しい指令が届けられているはず。

　と、不意に副会長が口を開いた。

「そういえば、学園の学舎が崩ほう壊かいした数週間前の騒さわぎの後、会長は大統領閣下から手紙を受け取られていたと記き憶おくしております」

「ええ。副会長さんの言うとおり、面談出席の知らせでした」

　ブランの読みの裏付けを、頼たのまれてもいないのに副会長が勝手にやってくれた。

　ステラ宛あてに届けられた父親からの手紙──間ま違ちがいなく秘密指令の類たぐいも含ふくまれているだろう。内容は十中八九、七詠唱セブンキヤストにまつわるものに違いない。

「どうやら、また厄やつ介かいなことになりそうだ」

　ブランは苦々しげにため息をこぼす。教室の外からは、彼の不安を知らない生徒たちの、楽しげに文化祭準備を進める賑にぎやかな声が聞こえていた。
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　アルテナの魔都は海に近い。七十年前の旧きゆう暦れきでは都市群だった場所も、大異変によりその大半が水すい没ぼつしてしまっているからだ。

　アリアケと呼ばれる海もかつてより拡大している。海岸には魔術により広々とした砂すな浜はまが造られ、魔都の住人たちにとっては海に臨のぞむ憩いこいの場として親しまれていた。

　名物とされている、水上にそびえ立つかのように逆三さん角かく錐すいの最上部を大きく露ろ出しゆつさせたビッグサイト水中迷めい宮きゆう──その威い容ようを眺めつつも、デュセルは少し不ふ機き嫌げんだった。

「確かにあたし、ブランと泳ぎに行きたいって言ったけど……」

　そう口にして、背後へと振ふり返るデュセル。

　その冷たい視線の先にいるのは、銀ぎん髪ぱつツインテールの小悪魔チックな美少女と、七歳児ほどの小さな少年、そしてふたりの保護者である九歳児の幼姉の三人だ。

「どーしてブラン本人じゃなくて分身シヤドウが来たのよ！」

　ブランの分身シヤドウであるウィッチ、アルケミスト、そしてブランの姉のモリガンを一いち瞥べつし、デュセルは地団太を踏ふんだ。

「あたしはブラン本人と泳ぎに来たかったのー！」

「……はっきり言われるとなんだか照れますねえ」

　当初は敵対関係にあったデュセルの内情を探さぐるため、ルーヴル大使館のメイドとして敵地に潜せん伏ぷくしていた隠密潜入型分身シヤドウの『魔女ウイツチ』だが、今も大使館に雇やとわれておりデュセルとの主従関係は続いている。

　理由は簡単。ウィッチが傍そばにいれば、デュセルはいつでも好きなときにブランと連れん絡らくが取れるからだ。完全にコミュニケーションツール扱あつかいである。

　とはいえその正体がブランの分身シヤドウであるとバレた以上、お風ふ呂ろで体の洗いっこといった行こう為いはまったく許されなくなってしまったが。

「ぐすん。せっかく泳ぎに来たんだから本人が来てくれてもいいじゃない……」

「しかしですねデュセル様。やはり完全無欠のひきこもりたる者、おいそれと太陽の下には出られないものなのです！　ましてや海や砂浜が眩まぶしいこんな場所では！」

「そんなことより早く泳ごうよー」

「うんうん。おねえちゃんも泳ぎたーい！」

　一方、黄金の砂浜と青い海を前にしてアルケミストとモリガンはうきうき気分だ。無論、四人ともすでに水着に着き替がえ終えている。

「ふーんだ。おねーちゃんさんがいる手前、あたしもあんまり文句を言いたくはないんだけどさー……」

「まーまーデュセル様、まーまーまー」

　未だに頰ほおを膨ふくらませているデュセルの背を、ウィッチが押す。

　ふたりの水着姿は、色違いのお揃そろいのビキニ。先刻のデュセルの提案どおり、ブランが選んだものだ。

「それにあたし、どーにもブラって付け慣れてないのよね」

　デュセルは自らの巨きよ乳にゆうを包む清せい楚そな意い匠しようの白ビキニを軽く引っ張り、煩わずらわしそうにため息を吐はき出した。

「そりゃまあ、高位の女性魔術師は常にノーブラ！　というのが大昔のお偉えらい魔術師先生の格言ですからねえ。ですが、普ふ段だんは着ないからこそのレアリティがありまして！」

　ウィッチはデュセルと同じ意匠の、こちらはシックな黒ビキニ。

　水着を選んだ際にブラが苦手なデュセルが難色を示したため、どうしても彼女にビキニを着せるべく、ブランが交こう換かん条件で同じ水着を着ることを申し出たのだ。

　恥はずかしいけど友だちと同じ格好なら──とその申し出を承しよう諾だくしたデュセルだったが、ビキニを着ているのはウィッチなので、完全に騙だまされた気分になっている。

「【●ＲＥＣ】♪　【●ＲＥＣ】♪」

　ウィッチが先ほどから上機嫌で自分の水着姿をじろじろ見ているのも、デュセルがビキニを妙みように恥ずかしがっている原因のひとつだった。

「そうだよね。おねえちゃんもブラってしたことないかな。だって高位の女の子魔術師には要いらないものだもんね」

　あどけない口調でそう言ったのはモリガンだ。

　彼女はフリルがあしらわれたゴスロリ調の黒いワンピースとパレオを身に着けているが、その体つきは完全無欠の幼児体型。

「おねーちゃんさんは魔力関係なくブラなんていらないんじゃ……」

「デュセル様のばかたれ！　ねえちゃんのコンプレックスを刺激しないでください！」

「そ、そーよね。ごめん。おねーちゃんさんだって、好きでロリロリな姿のままじゃないんだもんね」

　ひそひそ声で密談するデュセルとウィッチ。

「うー……」

　しかしその声はしっかり聞こえていたのか、ふたりの豊かな胸むな元もとを睨にらみながら、モリガンは自分のぺたんこな胸をさすり、じわーっと大おお粒つぶの涙を瞳ひとみに浮うかべていた。
















　デュセルはまだいい。しかし弟の女性体分身シヤドウであるウィッチにさえバストサイズで大きく差をつけられているのは、やはり永遠の九歳児とはいえ悔くやしいのだろう。

「しーらないっと」

　少年用のダボッとしたズボンタイプの水着をはき、モリガンが選んだ可愛かわいらしい浮き輪を抱かかえたアルケミストが、わざとらしく視線を三人から逸そらす。

　──と。

　四人の周りを、いつの間にか他の利用客が遠巻きに取り囲んでいた。

　美少女ふたりとロリとショタの四人組。他に男がいる様子もなく、ボディガードの不在をいいことにナンパ男が寄ってきてしまったのだ。

　それでなくともデュセルは見事なナイスバディの持ち主で、ルーヴルとアルビオンの王族の血を引くだけあって、黙だまっていれば男女問わず見る者を惹ひきつける美び貌ぼうを誇ほこる。そのうえ魅み惑わく的なビキニ姿と来れば、砂浜の視線を集めてしまうのも無理はない。

「ちょっと、なによこいつら……」

　ぼっち生活が長いデュセルは、途と端たんに落ち着きを失った様子で狼ろう狽ばいし始める。

　今はナンパ男たち同士で牽けん制せいし合っていて誰だれもデュセルたちに声をかけようとして来ないが、抜ぬけ駆がけがひとりでも現れれば、堰せきを切ったように押し寄せて来るだろう。

「あー、なんかのどが渇かわいちゃいましたねー」

　そんな中、わざとらしい大きな声で、ウィッチが周囲に向けてそう言い放った。

　すると、男たちは我われ先にとジュースの調達に出かけていく。

「それに、陽ひ射ざしがきつくてお肌はだが焼けちゃいますよねえ。誰かパラソル準備してくれませんかねー」

　さらなるウィッチの独り言を受け、砂浜に十数本ものパラソルが突つき立てられ、その木こ陰かげにビーチチェアが用意される。

　ウィッチは誰に断るでもなくビーチチェアに寝ねそべると、男たちが調達してきたトロピカルジュースを手に、どこから取り出したのか大きな黒いサングラスを優ゆう雅がに装着した。

「次はどなたかにサンオイルを塗ぬってもらいましょうかねえ……」

　などという、その気のまったくない呟つぶやきに、哀あわれ大興奮のナンパ男たち。

　彼らはデュセルのことなどすっかり忘れた様子で、ウィッチを女王様のようにチヤホヤしながら、栄光あるサンオイル塗り係を取り合って醜みにくい争いを繰くり広げ始めた。

「どーいうこと？」

　ゴージャスな待たい遇ぐうにご満まん悦えつなウィッチを遠目に、人だかりから解放されたデュセルは戸と惑まどい気味に小首を傾かしげていた。

　その返答に応こたえたのはモリガン。

「ウィッチちゃんの魅み了りようの魔力で、ビーチの男の子たちがメロメロになっちゃったんだよ。おかげで海はすっかりがらがらになって遊び放題。それに、知らないひとからじろじろされちゃうとデュセルちゃんも気き兼がねなく遊べないでしょ？」

「安心しろよ、デュセル」

　さらに、今まで黙って成り行きを見守っていたアルケミストが、浮き輪を持ったままデュセルの手を引いた。

「アルくん？」

「おれだよ、ブランだよ。今は『錬金術師アルケミスト』に意識を憑ひよう依いさせてるんだ」

　そう言って、ブランは不敵に笑った。

「なにせ、せっかくの海だっていうのに他の男が視界に入ってきちゃ台無しじゃないか。録画する気が失うせるだろ。おれは野や郎ろうの半はん裸らに興味はないんだ」

　いわば、ウィッチの役目は完全に浜の男ホイホイだ。

　お宝映像の録画に邪じや魔まな男どもが一いつ掃そうされ、あたりは魅力的な女性たちのみの水着天国になっている。

「うんうん。これで【●ＲＥＣ】しがいのある景色になった」

　ブランは七歳児の目線で、綺き麗れいなお姉さんたちの水着姿をローアングルからこっそり撮さつ影えいしていく。

「ふーん。よく分かんないけど、これで周りを気にせずブランと遊べるってことね？　じゃ、早く泳ぎに行きましょ！」

　デュセルは上機嫌でほほえみ、小さなブランの手を引いて海へと駆け出していく。

「ちょっと待てデュセル！　この体は背が低いから深い場所は──ゴボゴボ」

　ブランは全力疾しつ走そうするデュセルに引きずられるまま海へと連れ込まれ、必死の形相で浮き輪にしがみついていた。

「いってらっしゃーい」

　弾はじけるように海へと飛び込んでいったふたりを尻しり目めに、モリガンはパレオの裾すそが微かすかに濡ぬれる程度の海と砂浜の境界線を散歩し始める。

「あ、ヤドカリくんにカニくんだー」

　潮風に揺ゆれる長い黒くろ髪かみをかきあげ、足元の小さな海の生き物たちの姿に目を細める。

「それにあっちはカツオノエボシくん。きゃー、かっわいいー」

　大人びた仕草とは裏腹に、中身は九歳児そのもの。モリガンは猛もう毒どく持ちの海生物を発見し、きゃっきゃと大はしゃぎしている。

「あーあ、かき氷とかパフェとかフルーツパンケーキとか、誰でもいいんで親切で誠実で頼たよりがいのある男性が持って来てはくれないものでしょうか。あと海の家の無料招待券が束で手に入れば言うことなしなんですけどねえ」

　ウィッチは愛あい嬌きようを振ふりまきながらも厚かましいおねだりを繰り返し、周囲の下僕たちをこき使っている。魔ま性しようの魅力を発揮するたび、その頭やお尻から銀色のキツネの耳と尻尾しつぽがピョコンと顔を覗のぞかせていた。

　そんな砂すな浜はまの喧けん騒そうぶりなどまるで知らぬ顔つきで、デュセルは青い海を気ままに泳ぐ。

「ね、遊びに来てよかったでしょ？」

　彼女はブランの浮き輪に上半身でしがみつき、下半身で水を蹴けってバタ足している。

　すでにアルケミストの体では足がつかないところまで泳ぎ進んでしまっているので、ブランは浮き輪の中央でぷかぷかと、運ばれるがままになっている。

「まあな」

　気のない返事をするブラン。

　だが、浮き輪の上にデュセルの巨乳が乗っかっているとなると、気もそぞろになるのは仕方のないことだ。今、ブランの目の前で、彼女の首元から滴したたり落ちた水すい滴てきが、白い胸の谷間の奥へと吸い込まれるように流れて落ちていく。

「このあとどーする？」

「あいよ」

「？　どこかでごはん食べる？」

「あいよ」

「……このまま待ってたら、ブラン本人が来てくれる？」

「あいよ」

　うわ言のような返事の数々に、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるデュセルだが、ブランは完全にデュセルのおっぱいに対して返事をしてしまっていた。

「ちょっとブラン、ちゃんと聞いてくれてるの──」

　非難まじりにデュセルが声を荒あらげようとした、ちょうどそのとき。

　ビーチに入ることなく砂浜の向こうで待機しているはずの魔術諜ちよう報ほう機関『ＭＩ７』から、デュセルのもとへと魔術通信が入ってきた。

「なによもう、今度はどーしたのよ？」

　通信を鮮せん明めいに聞き取るため、片手を浮き輪から離はなし、耳元に押し当てるデュセル。その際に浮き輪がバランスを崩くずし、ぷかぷかしていた小さなブランが海に落ちてしまう。

「ブランったら暴れないでよ、音が邪魔で通信が聞こえない──って、ブラン!?」

　足が届かない深さに七歳児の体で放ほうり込まれれば、誰でも命の危険にパニックを起こす。無論のこと、声にならない悲鳴を上げてじたばたもがくブランも例外ではない。

　慌あわててデュセルは手を伸のばし、ブランの小さな体を引っ張り上げた。

「うへえ、海水飲んじまった……」

「驚おどろかさないでよー、心配したじゃない」

　ぐったりとした顔つきで、デュセルの腕うでに支えられながら浮き輪にしがみつくブラン。

「ブランくーん!!　だいじょうぶー？　おねえちゃんアンテナにブランくんのピンチ警報が届いたよー!!」

　遠くの砂浜から、モリガンの心配する声が拡声魔術に乗ってふたりのもとに届いた。

　その結果、彼女の高い魔力によって妨ぼう害がいを受け、先ほどまで届いていたはずのＭＩ７からの連れん絡らくが完全に途と絶だえてしまう。

「ひとまず戻もどるしかないみたいね」

「賛成。せめて足のつく場所で泳がせてくれ」

　デュセルはブランとともに浮き輪に摑つかまりながら、バタ足で砂浜へと引き返す。

「あーあ。並んでいっしょに泳いでるのが、ブラン本人だったら良かったのになあ」

「それ、前に山に行ったときも似たようなこと言ってたぞ」

「茶ちや化かさないでよ！　あたしにとっては大事なことなんだから！」

　そんな応おう酬しゆうを続けながら、ふたりは浜へと到とう着ちやくする。

　ＭＩ７の国家魔術師たちの物々しい雰ふん囲い気きに、ウィッチをチヤホヤしていた浜の男たちも蜘く蛛もの子を散らすように退散してしまっていた。

「なによ、皆みんなして黒服でビーチになんかやって来ちゃって。急用？」

　ブランの小さな手を引いたまま、海から上がったデュセル。

　彼女は怪訝そうな顔つきでＭＩ７のもとへと歩み寄っていく。と、デュセルの接近に伴ともない、ＭＩ７の面々は一同その場にかしずき、新たなふたつの人ひと影かげを出で迎むかえた。

「お久しぶりですわね、デュセル。元気そうでなによりですわ」

「そうそうそのとおりですわ」

　どちらも絶世の美女。揃そろって露ろ出しゆつ度どの高い水着を身に纏まとい、なぜかふたりして首輪型のチョーカーをつけ、艶えん然ぜんとほほえんでいる。

「お、お姉さまがた……」

　その二人組の顔を目にしたデュセルが、心底嫌いやそうな声で呻うめいた。

　相手は、ルーヴル国王代行を務める第一王女エトワールと、その補ほ佐さを務める第二王女エスポワール。デュセルにとっては、ともに腹はら違ちがいの姉にあたる。

「な、なんでアルテナに……？」

　父王が国政から引退した現在では、ルーヴル王国のツートップ。そんな高貴な王女姉妹しまいが、なぜか遠く離れた新天地アルテナのビーチで水着姿を披ひ露ろうしている。異常事態だ。

「決まりきったことを聞きますのね、デュセルったら」

「お姉様の言うとおりですわね、デュセルったら」

　エトワールとエスポワールはまるで左右対称シンメトリーでも心がけているかのような決めポーズで向かい合い、腰こしに手を当てて高飛車に笑う。

「それはもちろん、愛する妹の三者面談に出席するためですわ！」

「そうそうそのとおりですわ！　愛する妹のためですわ！」

　ふたりして「愛する妹」の部分を強調し、その瞳ひとみを姉妹愛に潤うるませる。

「さ、三者面談って……あれほど来なくていいって言ったじゃない！」

「そうはいきませんわ。姉が妹の心配をするのは当然のことですもの」

　エトワールとエスポワールはデュセルの両りよう脇わきをがっちり固め、頭を撫なでたり頰ほおを撫でたりしながら行き過ぎたスキンシップで妹を可愛かわいがっている。

「ふたりとも、おねえちゃんの教えをちゃんと守ってくれてて嬉うれしいな」

「モリガン様！」

　そこへ現れたモリガンを、王女姉妹は感かん極きわまった声で出迎えた。

「姉たる者、弟と妹には無む償しようの愛を注ぐべし、ですわ！」

「うんうん。ふたりともいい子いい子」

　──もともと、エトワールとエスポワールは、デュセルにとっていい姉ではなかった。それどころか、憎にくみあってさえいただろう。

　そんなデュセルの姉たちを変えたのがモリガンだ。彼女は、七詠唱セブンキヤストによるルーヴル王国襲しゆう撃げきの際、その圧あつ倒とう的てきな魔力でもって、高こう慢まんだった王女姉妹を屈くつ服ぷくさせ、隷れい属ぞくさせ、蹂じゆう躙りんし、調教した。そして、彼女らの冷たい心に姉妹愛を目覚めさせたのだ。

　デュセルは姉たちの豹ひよう変へんぶりに心底戸と惑まどっているらしく、今も慣れない様子で目を白黒とさせているのだが。

「実際こうして会ってみると、今のお姉さまたち、正直言ってほんときもちわるい」

　辛しんらつすぎる一言を発するデュセルだが、エトワールたちは気にした様子もなく上じよう機き嫌げんで妹をなでなでし続けている。

「……ふーんだ」

　なにを言っても姉たちがへこたれないし撫でるのを止やめないので、ついにデュセルは子どものように頰を大きく膨ふくらませてしまう。

　しかし、むくれているようで、どこか嬉しそうでもあった。

　彼女は迷めい惑わくそうに歪ゆがめられた目元を僅わずかに細め、ほんの少しの感謝をこめてブランとモリガンへと視線を向ける。

　と、その瞬しゆん間かん。

「ありゃなんだ？」

　ブランの呟つぶやきと同時に、砂浜のそこら中がにわかに騒さわがしくなる。利用客たちの視線は全すべて頭上へと向けられていた。デュセルやその姉たちも、驚きの目で空を仰あおぐ。

　太陽が輝かがやく青空にゆっくりとその姿を現したのは、巨きよ大だいな機き影えい──魔導式のジェット機であった。そしてその翼つばさには、メトロポリタン合衆国のエンブレムが刻まれていた。

　ただその隣となりにもうひとつ、巨大な獣けものを食い殺す黒い鷹たかの紋もん章しようが並んでいる。

「あれは……」

　アルテナではまずお目にかかれない大型ジェットの威い容ように、デュセルが息を吞のむ。

「あの、黒い鷹のエンブレムは……間違いありませんわね……」

　その隣では、第一王女エトワールが『藍黄玉ブルートパーズ』の瞳を険しく細め、高貴な美び貌ぼうを緊きん張ちようで引きつらせていた。

「知っているの、エトワールお姉さま？」

「メトロポリタンの大統領搭乗機エアフオース・ワン──あれに乗っているのは、世界最強の国家魔ま術じゆつ師しにして合衆国大統領、『神しん獣じゆう殺し』のスティーヴン・スティングレイ閣下ですわ」

　震ふるえる声で語るエトワール。

「誰だれか飛び降りたぞ」

「うん。おねえちゃんにも見えた」

　真っ先に気づいたのはブランとモリガン。頭上の空を往ゆく大統領搭乗機エアフオース・ワンから、パラシュートもなしにひとりの人影が飛び降りたのだ。

　人影は浮ふ遊ゆう魔術を使うことなく、見る見るうちに海上へと急速落下し、最後に無む駄だのない魔術で空中停止。そうして、海面上にふたつ並んだ逆三さん角かく錐すいの建造物を露出させていた、ビッグサイト水中迷めい宮きゆうの屋上へと着地した。

「──ほう」

　今しがた旧きゆう暦れきの巨大建造物に降り立った人影は、目の前に広がるアルテナの海岸を一望し、重々しいバリトンの呟きをこぼした。

　人影の正体は四十代後半の大おお柄がらな男だった。濃のう紺こんの高級スーツの上から悪漢が着るような分厚い毛皮のロングコートを羽織った、屈くつ強きような体たい軀くを誇ほこるナイスミドル。その凄すごみのあるポーカーフェイスには、左目側に黒い眼帯が宛あてがわれている。

　そして砂浜へと向けられた右目の位階は、魔術師特有の青い瞳でありながら限りなく黒に近い闇やみ色に覆おおわれた、稀け有うな『黒青玉ブラツクサフアイア』。

　男は懐ふところから大きな包み紙を取り出すと、冷然とした鋭するどい隻せき眼がんをアルテナの陸地へと向けたまま、ビッグサイトの屋上で包み紙の中身へとかぶりついた。

　肉厚のハンバーグと濃のう厚こうなアボカド、熱で溶とけたチーズとスライストマトを大きなバンズで挟はさみ込んだそれは、ハンバーガーだ。男はバーガーに齧かじりつき、肉にく汁じゆうとソースで口くち髭ひげを汚よごしながらも、気にせず思うまま貪むさぼり喰くらう。

「ここが……ステラのいる新天地アルテナか」

　軽い腹ごしらえの最中も、男は視線を砂すな浜はまから外そうとはしない。

「確かく認にんできる中で最も高い魔力は『青金剛石ブルーダイヤモンド』。次いで『藍黄玉ブルートパーズ』か。だが。もしかすると自分の位階を隠かくしている魔術師が交じっているかもな」

　ポーカーフェイスのまま、男は口髭のソースの汚れを包み紙で拭ぬぐって、紙を無造作に丸めて高級スーツのポケットに突つっ込んだ。

「たとえば──オリハルコン位階の七詠唱セブンキヤストが」

　男は水上ウオーター・歩行ウオーキングの呪じゆ文もんとともにビッグサイトの屋上から飛び降り、海上へと着地。

　直後、コートのポケットにしまっていた小型の水晶板タブレツトから着信音が鳴った。

　男は無造作に海上を歩きながら、水晶板タブレツトを取り出し液えき晶しよう画面へと目を向ける。メッセージの送り主の名は、「俺のおス星テ様ラ」と登録されていた。

「到着を知って連絡か。我が娘むすめながら相変わらずマメなことだ」

　せっかくの愛まな娘むすめからの一報に、しかし欠片かけらも表情を変えることなくそう呟いた男の名は、スティーヴン・スティングレイ。

　かつて三大国にその名を知らしめた最強の魔獣『神獣』を、最後の戦いにおいてたったひとりで打ち倒たおしたという、世界最強の国家魔術師であった。
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　ビーチにいる分身シヤドウの視界映像を通して、ブランは合衆国大統領の来訪を知った。

「これはまた、超ちよう大物のおでましだな」

　スティーヴン・スティングレイ。『神獣殺し』の異名を持つメトロポリタンの英えい雄ゆう──彼を主人公とした伝記物語によれば、左目を『神獣』との戦いで失って以降、国家魔術師としての第一線から退き、政治の道へ。圧倒的人気に支えられ、二十年もの間、大統領の座に君臨している。

「子どものころはスティーヴンを主人公にした冒ぼう険けん物語をよく読んでたっけ。最強の魔獣の脅きよう威いから人類を救った、生きた伝説。言ってみりゃヒーローだ」

　場所は自宅のブラックバーン邸てい。ひきこもりの魔術王の本ほん拠きよ地ちであり、いくつもの結界で守られているブランの本ほん陣じんだ。実は、親友であるデュセルすら、未いまだ自宅に誘さそったことはない。そのくらい、ブランにとってこの場所は重要拠点なのだ。

「学園の三者面談に、まさかその主人公ヒーローさまが出席するとはな。いやまあ、デュセルのねえちゃんたちが来たのも驚おどろいたけど」

　ブランの今の格好は、襟えり元もとがだらしなくくたびれた黒い上着と、穿はきやすさ重視のズボン。常に素す足あしなのは、靴くつ下したを嫌きらうひきこもりの習性だ。

「いったい大統領の狙ねらいはなんだ？　ルーヴルの一件を知らないわけじゃないだろうし、自分の目で敵情視察とか？　これで七詠唱セブンキヤストを危険視してアルテナから手を引いてくれるって話なら、おれも安心してひきこもっていられるんだが……」

　冗じよう談だん交じりにそう呟いて、もしメトロポリタンがアルテナの聖遺物を諦あきらめたら、エージェントとして派は遣けんされているステラも母国に帰ってしまうのだろうか……などと、ブランは一いち抹まつの寂さびしさに襲おそわれた。

　敵対関係とはいえ、あんないい先せん輩ぱい、今まで出会ったことはない。

　おそらくこれから先の人生で、彼女以上の先輩に巡めぐりあう可能性はゼロだろう──そんなブランの物思いを中断する、不意のチャイム音。

「ねえちゃーん、チャイム鳴ってるー」

　普ふ段だんの癖くせでそう口にした後、ブランは自宅に自分しかいないことを思い出した。

　分身シヤドウたちの半数はステラとともに学園に、もう半数はデュセルとともにアリアケのビーチにいる。

　長いひきこもり生活が祟たたって、他ほかにブランの家を訪ねて来そうな知り合いは誰ひとりとしていない。そもそもデュセルやステラにも家の所在地は教えていないし、幼おさな馴な染じみの副会長でさえ、今の家の場所は知らないのだから。

「なんだなんだ、さてはこの前アキバで注文した限定フィギュアか？」

　心当たりといえばそのくらいしかない。

　ブランは手にしていた分身シヤドウ操作用のゲームコントローラーを置き、重い腰を上げて水晶モニターの前を離はなれた。

　そうして、再びチャイムが鳴らされる中、玄げん関かんへ。

「はいはい、どちら様で──」

　軽い調子で扉とびらを開けたブラン。

　その目に飛び込んできたのは、想像していたような、宅配サービスの姿ではなかった。

「──す、か？」

　あり得ない光景に声が詰つまる。

「フフッ、きちゃった」

　対して、ブラックバーン邸の玄関前に佇たたずんでいた少女はブランの姿を認め、嬉うれしそうに切れ長の瞳ひとみを細めながら、ミステリアスに笑う。

「やあ。久しぶりだね、ブラン君……」

　絶句するブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳は、真しん紅くの三角帽ぼう子しを深く被かぶった赤毛の少女の持つ、『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳に釘くぎづけになってしまっていた。

「これは私からの忠告だけれどね……家の周囲に張り巡らされている結界はお粗そ末まつだし、チャイムが鳴ったからといって無む警けい戒かいにのこのこ姿を現すべきではないよ……」

　少女は愉ゆ快かいそうに忠告した。

　否いな。少女なんてものではない。ブランの目の前に突とつ然ぜん舞まい戻もどったのは、齢よわい千年を生きる不老不死の大魔術師、アンジェラ・アンブロシアだったのだから。
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「ブラン君……お風ふ呂ろありがとう。フフッ、いい湯加減だったよ……」

　不老不死の大魔術師が突然家にやって来てしばらく経たち、すでに陽ひは落ちている。

　エルミタージュからアルテナに帰ってきたばかりだという大魔術師は、警戒するブランを尻しり目めに、今までたっぷりと長湯を楽しみ旅の疲つかれを癒いやしていたのだ。

「風呂借りるにしても、長すぎるだろ。とっくに夜になっちまったぞ」

「おや、それはすまない。普通の人間たちと時間の流れる感覚が違ちがってしまっているものでね……私はのんびり屋さんなんだよ……」

「……ところでアンブロシア」

「アンジェでいいよ」

　親しげに切れ長の瞳を細めたアンジェは、ふかふかのバスタオルで、千年にもわたって美しさを保ち続けてきた裸ら身しんを包んでいる。濡ぬれそぼった長い髪かみを無造作にかきあげているが、下着を始めとしてタオルの他にはなにも身に着けていない。

　見た目はブランと同年代なのに、身近なデュセルやステラとは大人の色気が段違いだ。ましてや永遠の九歳児であるモリガンとは──いや、ブランは姉の尊厳のため、弟のえこひいきで引き分けにすることにした。

「いくつか質問があるんだが」

「なんだい？　私とキミの仲だ。千年前の恋こい人びとの名前以外なら、なんでも」

「まず、風呂場から聞こえていた、びばのん……ってなんの呪文だ？」

「さあ？　私は千年生きて、人の世の余計な知識はすっかり忘れてしまったものでね」

　静かにほほえむアンジェ。笑って誤ご魔ま化かしたようにも見えた。

　そうして彼女はバスタオルだけを巻いたまま、手て頃ごろな椅い子すに腰こし掛かけ、長い脚あしを優ゆう雅がに組んだ。思わず視線を逸そらしてしまうブラン。

「次の質問。どうやっておれの家の場所を？」

「配下の、帝てい国こく諜ちよう報ほう機関ＫＧＢに調べさせたのさ……私にはそれだけの権力がある。なにせ、この私こそがエルミタージュの女帝だからね……」

「……マジかよ」

「知らなかったのかい？　まあ、そういえば教える機会がなかったね……」

　テーブルの上のグラスに水を注ぎ、静かにあおって、のどの渇かわきを潤うるおすアンジェ。

「ブラン君、ルーヴル王に言ってのけたそうじゃないか、三大国で二等賞を競きそいたいのなら自分の知らないところでやれと……。フフッ、私や合衆国大統領を差し置いて、よくもそんな大たい言げん壮そう語ごが吐はけたものだね」

　そんなことまでＫＧＢに調べさせたのだろうか。

　ブランは帝国の諜報力に内心驚きながらも、不敵な笑えみを浮うかべる。

「だけどな、少なくともお前には勝っただろ」

「私は負けてないよ？　だって、息の根を止められてなかったし、やろうと思えばすぐにも反はん撃げきできたからね……あれは単に計画を諦めて一いつ旦たん退ひいただけさ……」

　火花を散らすブランとアンジェ──互たがいに負けず嫌ぎらいであった。

　しばし睨にらみあった後、またしてもアンジェが大だい胆たんに脚を組み替かえ、ブランは直視できずに目を泳がせながら口を開く。

「で、最後の質問だ。どうしておれの家に……いや、またアルテナにやって来た」

「……いくつか理由があるんだ。たとえば、またキミの顔が見たくなった、とか。ルーヴルのお姫ひめ様さまやメトロポリタンのお嬢じよう様さまには悪いことをしたから、お詫わびをしておこうか、とか……」

「アルテナを滅ほろぼそうとしておいて、よくもまあぬけぬけと」

「私以外の人間の人生は有限だからね……。私が物思いに耽ふけっている間にも誰だれもが老い、そして羨うらやましいことに死を甘かん受じゆしてしまう。だからこそ、彼女らが生きているうちに……謝れるうちに謝っておこうと思ってね……」

　他ひ人と事ごとのように淡たん々たんと語るアンジェに対し、ブランの声こわ色いろには怒いかりが混じっていた。

　目の前にいる赤毛の少女は、ほんの数週間前、自分の永遠の人生を終わらせるべくデュセルやステラを利用し、アルテナを巻き込んで壮大な自じ滅めつを行おうとした。

　全すべては、自らにかけられた呪のろいともいうべき『七つの魔法セブンキヤスト』──そのひとつに数えられる『不老不死』という奇き跡せきに、終しゆう止し符ふを打つために。

　ブランを始めとした七詠唱セブンキヤストの活かつ躍やくで被ひ害がいは食い止められたが、一歩間違えれば今ここにいるブランやアンジェ、デュセルやステラやモリガンさえをも含ふくめて、新天地に暮らす住人は全て命を落とすところだったのだ。

「でも最大の理由は、メトロポリタンの大統領閣下がアルテナにやって来るという情報をＫＧＢが摑つかんだからだよ……。私が自滅願望を封ふうじて心変わりしたのは、同じオリハルコン位階の魔術師であるキミの存在……私の長い長い人生に不在だった、対等な遊び相手と巡りあえたからこそだからね」

　蠱こ惑わく的な目つきでブランの顔を覗のぞき込むアンジェ。

「それと、大統領の訪問と、なんの関係が？」

「簡単さ。今のキミでは、絶対に勝てないからね」

「なんだって？」

「私としても、私を殺せる可能性を持った存在を失うのは困ってしまう……。それでなくともあの男には昔、一度してやられているからね……『神しん獣じゆう』を横取りされて」

「おいおいちょっと待ってくれよ」

　どこか悔くやしげに遠い目をするアンジェの言葉を、ブランは軽く笑い飛ばす。

「そりゃ確かにステラパパが『神獣殺し』って呼ばれているのはおれも知っているし、あの男を主人公にした冒険物語も全部読破した。でも、位階はコランダムだろ？　魔力量で言えばデュセルにも少しばかり劣おとる。なのに、オリハルコン位階のおれじゃ勝てなくて、お前も危険視しているって？」

「そうだよ……私はキミに負けたとは思っていないけれど、あの男には勝てなかったからね……。そしてこれからも勝てないだろう。そういう意味では彼は対等の遊び相手たりえない……勝負事に関しては格上なんだ」

　プライドの高い大魔術師が、あっさりと自らの敗北を認めた。アンジェが冗談を言っているようには見えず、ただならぬ雰ふん囲い気きにブランは息を吞のむ。

「まあ、かといって不死身の私を殺すだけの秘術を持っているわけでもない。だから私としても、彼と再戦するつもりはない……」

　しかし、言い訳気味に悔し紛まぎれの一言を付け加えるあたり、心の奥底では決して負けを認めたがっていないに違いない。

「スティーヴン・スティングレイは、この世で最も神に近い男だよ」

「神……とは、また大きくでたな。冒ぼう険けん物語の主人公ヒーローどころの話じゃない」

「そうとしか言いようがない。私の『不老不死』やキミの『魂の定着』と同様、彼も限りなく『魔法』に近づいた魔術師だからね……」

　ミステリアスに笑って、どこか自じ嘲ちよう気味にアンジェは自らの不死身の肉体を見下ろした。彼女の身に宿った『七つの魔法セブンキヤスト』は、前述のとおり『不老不死』だ。

　そしてブランは、十年前に姉を救うべく『魂の定着』を成功させた。当時の姉の姿を模した分身シヤドウに、その魂を封じたのだ。代だい償しようにブランは左目のオリハルコン位階を失い、二度と魔法を再現することは出来なくなったが。

「彼の人生を変えたのは、『神の召しよう喚かん』──魔法と呼ばれる奇跡の中でも、最も困難であり不可能であるとされた儀ぎ式しきさ……」

「ステラ先せん輩ぱいは確かに召喚術師だが、ステラパパもそうなのか？」

「それはね……」

　ブランの言葉に対し、アンジェはまるで出来の悪い生徒を可愛かわいがっているかのような視線を向け──

「へっくち」

　不意に、なんとも可愛らしいくしゃみをこぼした。

　気まずい空気がふたりの間に流れる。

　アンジェは今もバスタオルを除けば全裸のままだ。

　時間の感覚を忘れてしまった不老不死の大魔術師は、時計の針の進みに無む頓とん着ちやくすぎて、完全に湯冷めしてしまっていた。

「──私の人生に比べれば長い話にはならないけれど、その、先になにか着るものを借りても構わないかな……？」

　さまにならない様子で、アンジェは少し恥はずかしげに訴うつたえた。
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　メトロポリタン合衆国大統領がアルテナに来訪した、その夜。

　ステラは父の到とう着ちやくを歓かん待たいするため、住まいである豪ごう華か客船『セレブリティ・スターサファイア号』にて、ささやかなパーティを開かい催さいすることにした。

　船上の甲かん板ぱんは片づけられ、普ふ段だんはのどかな鳴き声を響ひびかせている豚ぶたや牛や馬といったステラのペットたちには一旦別のフロアに移ってもらい、今は立食パーティ用のテーブルが並べられている。

「どーして、あたしまでパーティに出席しないといけないの？」

　昼間の水着姿から一転、清せい楚そで上品な白いドレス姿のデュセル。周囲の招待客たちの視線に晒さらされ、群ぐん青じよう色のポニーテールをそわそわといじりながら、高貴な格好に似合わぬふくれっ面つらを披ひ露ろうしていた。

「いけませんわよ、デュセル。皆みな様さまの前でそんな顔をしていては」

「そうそうそのとおりでしてよ、デュセル」

　そんな妹を、豪ごう奢しやなドレスに着替えたエトワールとエスポワールの姉妹しまいがたしなめる。彼女ら三人はルーヴル王国からの国こく賓ひんとしてこの場に招かれていた。

「あたし、もっとブランと遊んでいたかったのに……。あのまま陽が落ちるまで海で待ってたら、本人が来てくれるかもって思ってたのに……」

　目の端はしに小さな涙なみだの粒つぶを浮かべ、拗すねるように頰ほおを膨ふくらませるデュセル。

「ごきげんよう。本日はお忙いそがしいところ、ご足労いただきありがとうございます」

　おっとりとした挨あい拶さつとともにデュセルたちのもとへと歩み寄ってきたのは、大きく背中の開いたセクシーな濃のう紺こんのカクテルドレス姿を披露するステラであった。

　彼女の優雅な一礼に、洗練された宮きゆう廷てい流の会え釈しやくを返すエトワールとエスポワール。にもかかわらずデュセルだけは、ぷいっと顔を背そむけてしまった。

「もう、デュセルさんたら」

「ふーんだ。ステラには悪いけど、あたしこういう派手なパーティとか好きじゃないの」

「そうおっしゃると思って、ブランさんにも声をかけておきました」

　ステラが手を差し向けた先では、彼女が学園から連れて来たスケアクロウやワイズマン、そしてデュセルとともにビーチから移動してきたモリガン、ウィッチ、アルケミストが、一いつ緒しよになって固まっていた。

「……あれはブランであって、ブランじゃなくて」

「はい？」

「べつに。なんでもないわよ」

　デュセルはスケアクロウへと不満そうな眼まな差ざしを向ける。今はメガネをかけていないあたり、すでにブラン本人が憑ひよう依いしている様子ではあったが──

（あたしだって、ステラがスケアクロウを連れて来たのに、ここにブラン本人が来られるわけがないってのは、ちゃんと分かってるつもりなんだけど……）

　なんとなく、心が納なつ得とくしてくれない。

　一方、正体を知らずにステラが集めた七詠唱セブンキヤストの面々は、それぞれドレスコードに相応ふさわしい黒を基調とした礼服に身を包み、テーブルの一角を占せん拠きよしていた。

「おねえちゃんね、ブランくんが心配だからいったんお家うちに帰りたい」

「えっ!?」

　そのテーブルでは、突とつ然ぜんのモリガンの発言にブランが言葉を詰つまらせていた。

「だってブランくん、ごはんもちゃんと食べてないでしょ？　おねえちゃんがお家に帰ってなにか作ってあげないと」

「い、いやいや。大だい丈じよう夫ぶだって。それよりねえちゃんこそ、自分で飯を作らなくてもご馳ち走そうにありつける機会を大切にしろって」

　今モリガンに帰宅されては、ブランにとって大いに困ったことになる。

　なにせ家には、半はん裸ら同然の格好をしたアンジェが居座っているのだ。

「うー。でも、せっかくのご馳走だからこそ、タッパーかなにか借りてブランくんに持って帰ってあげたいなー」

「い、いやいやいや。見る限り、ねえちゃんの作る飯より美う味まそうなメニューとかなさそうだから、まったく気にしないでくれ」

「そお？　そんなにおねえちゃんってお料理上手？」

「おうよ！」

　大おお仰ぎようにコクコクと頷うなずくブラン。そんな主あるじを尻しり目めに、他ほかの分身シヤドウたちはというと、なにやら顔を見合わせていた。

　この場にいる七詠唱セブンキヤストは五名。絶賛ひきこもっているブラン本人は当然除外するとして、一名足りていない。

「ウォーロックは？」

「まだフィギュア並べてるんじゃないか？」

　分身シヤドウたちは夜景を一望できる甲板の手すりに仲良く並び、遠視と透視クレアボヤンスの魔ま術じゆつを唱えた。そして千里眼でもって遠く離はなれたウエノ学園の教室の一室へと目を向ける。

「あー……」

「うん……」

　分身シヤドウたちはなにも見なかったことにした。

　彼らが目にしたくない光景といえば、もうひとつ。

「しゅ、しゅごい！　なんというご馳走の山だろうか！　ここ数週間は、会長からお恵めぐみいただいたトウモロコシしか口にしていなかったからな！」

　ステラとともに会場入りし、ブランたちに同行している黒くろ髪かみの少女──

　アルテナの由ゆい緒しよ正しき礼服である着物姿ながら、今は大量のご馳走を前にテンション爆ばく上あげで目を輝かがやかせてしまっている、誰だれあろう副会長だ。

「ワイズマン教授！　なにか取って参りましょうか！　お食事はもちろん、お酒などもお召めしになるのでしたら！」

「いや結構。おれはコーラ派だ」

「ではブランドン、貴様はどうだ！　わたしひとりががっついているようでは、会長に呆あきれられてしまうからな！　金銭的には極きわめて貧しいわたしだが、心まで貧しいと思われては自分が情けなくなって憤ふん死ししてしまう！」

「充じゆう分ぶん情けねえよ……」

「むうっ。で、では、そこの昔のブランドンにそっくりな男の子！　……本当に驚おどろくほどそっくりだな。この子も今は可愛くても将来は盗とう撮さつ魔まみたくなるんだろう。そう考えると犯罪者のヒナでしかないな。まあ細かいことはいい！　小さいからといって遠えん慮りよはするな、いっぱい食べないと大きくなれないぞ！」

　副会長は敬愛する老教授どころか幼おさな馴な染じみにさえ冷たくあしらわれ、とうとうアルケミストにすがりついていた。

　と、そんな副会長の姿に、急にモリガンが嬉うれしげにほほえむ。

「おねえちゃん安心した。学園でもブランくんのこと、今みたいに甲か斐い甲が斐いしく面めん倒どう見てくれているんだよね？　さっすが幼馴染！」

　その言葉に、副会長はアルケミストに向けていた笑え顔がおを途と端たんに引きつらせた。

　副会長がブランと幼馴染ということは、無論のことモリガンとも面識があるということだ。しかし副会長の顔面硬こう直ちよくぶりを見るに、知り合いと出会ったというより、魔ま獣じゆうと同じ檻おりに入れられた哀あわれな犠ぎ牲せい者しやのような反応だ。

「で、どうなの？」

「モ、モリガン姉……お久しぶりです。昔とお変わりないお元気そうなお姿で……」

「──どうなの？」

「そ、それはもちろん、学園でのブランドンのことはわたしが誠心誠意を尽つくし、しっかりと面倒を見させていただいておりますとも！　やれブランドンが腹を空すかせたといえばお弁当を分けてやり、やれブランドンが宿題を忘れたといえば写させてやり、友だちが少ない幼馴染のために友人づくりに協力したのも、え、えっと、一度や二度では！」

　顔を真っ青にして早口でまくしたてる副会長。

　もちろんその全すべてが大おお噓うそだ。

　モリガンが放つ威い圧あつ感かんのある魔力に気け圧おされ、副会長は命の危機的なものを感じ、涙目になって弁明せざるを得なかったのだ。

「──他には？」

　笑顔のまま副会長に続きをせびるモリガン。しかし目だけが笑っていない。なにせブランのひきこもりの秘密を知る彼女は、分身シヤドウの目を通して弟の学園での扱あつかいも目にしている。副会長の噓は最初から全てバレているのだ。それに、先ほどブランを盗撮魔呼ばわりしたのも、アルケミストを犯罪者予備軍呼ばわりしたのも、もちろん禁句だった。

「お久しぶりです、ブランさんのおねえさん。うふふ。確かに、わたくしとブランさんがお近づきになれたのも、副会長さんがきっかけだったんですよ」

　そんな中、ふらりと立ち寄ったステラがさりげないフォローを入れた。

　こちらは噓偽いつわりない真実だ。

　厳密には副会長がブランを退学にしようと企たくらんだのがきっかけなのだが、言い方ひとつでこうも印象が変わるとは。

「そうだったんだ！　ステラちゃん、これからもブランくんと仲良くしてね！」

「もちろんです。わたくしのほうこそ、その、ふつつかものですが末永くよろしくお願いいたします……お義ね姉えさん……」

　にこにことしたモリガンに対し、もじもじとした様子で俯うつむくステラ。なぜか台詞せりふの一部に思い込みの激しさが混じり、垂れ目を不必要に潤うるませている。

「──これはこれはステラ様」

　そのとき。

　国家魔術師のローブを羽織った一団が、不意にステラの前へと進み出る。

　彼らの魔術ローブにはメトロポリタンの紋もん章しようがあり、おそらく合衆国Ｃ中央Ｉ情報局Ａのメンバーであろうことはこの場にいる副会長以外の誰もが理解できた。ただ、ステラとは面識がなかったのか、彼女も最初のうちは戸と惑まどいを見せていた。

「ＣＩＡみたいだけど、ステラ先せん輩ぱいの部下にあんな偉えらそうなやつらいたか？」

　大統領令れい嬢じようのステラに対しても慇いん懃ぎんに振ふる舞まっているＣＩＡの姿に、ブランは大きく首を傾かしげる。

「たぶんだけど……」

　その横に、ステラに続いてやって来たデュセルが並んだ。

　彼女は不ふ愉ゆ快かいそうに国家魔術師の一団を睨にらみつけながら、言葉を続ける。

「ＣＩＡはＣＩＡでも、今までアルテナにいたステラの直属じゃなくて、大統領閣下といっしょに本国から来た連中じゃない？　あたしの大事なＭＩ７をぞんざいに扱ってた、ルーヴル本国の魔術治安総局ＤＧＳＥと雰ふん囲い気きが似てるわ」

　そんなデュセルの言葉に、妹へと慈じ愛あいの眼差しを向けていたエトワールとエスポワールが、途端に底意地の悪そうな陰いん険けんな表情を浮うかべる。

「なんてことですの！　うちのＤＧＳＥがデュセルの身内に失礼をしていたなんて！」

「おしおきしてやりますわ！　せっかんですわ！」

「いやそれ昔のお姉さまたちが率そつ先せんしてやってたことだから。今さら善人面づらしたってあたしは覚えてるから」

「あーんデュセルごめんなさいお姉様たちが悪かったですわー！」

「そうそうそのとおりですわー！」

　痛いところをデュセルにつかれたふたりは、すぐさま両りよう脇わきから妹に飛びついて謝罪のどさくさ紛まぎれにベタベタし始めた。

「やめて。友だちが見てる。恥はずかしい。ふんだ」

　またもや頰ほおを膨ふくらませて不ふ貞て腐くされてしまうデュセル。それでも悪い気はしないのか、抵てい抗こうはせずに大人しく可愛かわいがられている。

「デュセルちゃんたら、そのくらいで恥ずかしがってたらおねえちゃんの愛は受け止めきれないよ？」

「あのくらいはどこの姉弟きようだいでも姉妹しまいでも普ふ通つうだろ」

　自分が教えを説いた王女姉妹のシスコンぶりを目にし、モリガンは満足げにうんうんと頷いている。その隣となりではブランも日常茶さ飯はん事じといった顔つきだ。

「しかし、大統領の直属ねえ……」

　その割には、彼らのステラに対する態度が、やはり横おう柄へいだ。

　それに、自分たちの上司である大統領の令嬢を、まるで値ね踏ぶみしているかのように無遠慮な視線で舐なめまわしている。

（気に入らねえ……。いや確かにステラ先輩は思わず【●ＲＥＣ】したくなるくらいエロイムエッサイムというかあの爆乳は完全に視界に対する暴力だが、先輩を見るおれの純真無む垢くな眼まな差ざしに比べて、あいつらの目つきは──不快だ）

　ブランは自分でもなにが気に食わないのか分からないまま、うわべだけの会話から抜ぬけ出せないでいるステラと、彼女を取り囲むＣＩＡを見つめている。

　そして思い出した。

　彼らの視線は、似ている。

　十年前までの両目ともに『青生生魂ブルーオリハルコン』だったころの幼いブランを幾いく度どとなく魔術実験に駆かり出していた、アルテナ政府の魔術師たちと同じ目だ。

　まるで、優ゆう秀しゆうな実験動物を見るかのような瞳ひとみ。

　彼らは十年前にブランが引き起こした魔力暴走に巻き込まれて消しよう滅めつしたが、似たような人種はどこの国にもいるものだ。ステラの位階は『星条青玉スターサフアイア』。その高い魔力があれば、彼らの魔術研究も大いに進歩することだろう。

「お前ら、いやらしい目つきでステラ先輩のおっぱいに喋しやべりかけてるんじゃねえよ。ひとと話すときは対等の立場でひとの目を見て話せ」

　幼い記き憶おくを思い出したころには、すでにブランの足は動いていた。

　ステラとその他の面々の間に急に割って入り、そして冗じよう談だん交じりの台詞を──しかし顔つきだけは真しん剣けんな面おも持もちで──口にしていた。

「わ、我われ々われは……」

「我が学園の生徒会長とお喋りしたいのなら、まずは生徒会公こう認にんのファンクラブを通せ。あそこにいる着物姿の女が窓口だ。言っとくがひとり十五秒で握あく手しゆは無しな」

　有う無むを言わせぬブランの言葉にメトロポリタンの魔術師たちはたじろぎ、そして軽い舌打ちとともに去っていった。

「あ、あの、ありがとうございますブランさん……」

　なぜか胸を隠かくしつつ、頰を赤らめてステラはブランに小さく頭を下げる。

「ふーん！　ふーんだ！」

　その背後では、成り行きを見守っていたデュセルがなぜかいじけていた。今は両脇を固めたままの姉たちによしよしと慰なぐさめられている。

　──と。

　不意に、会場のそこかしこで行われていた雑談がぴたりと止やんだ。

「あれは……」

　会場にようやく姿を見せたひとりの男の存在感に、申し合わせたわけでもないのにこの場の誰もが一いつ斉せいに口を閉じたのだ。王の風格とは少し違ちがう。その場にいるだけで気圧されてしまいそうな、歴戦の将が漂ただよわせる緊きん張ちよう感かんと評するべきだろうか。

「あれが、おれの子ども時代の、憧あこがれの冒ぼう険けん譚たんの主人公ヒーローか。サイン欲しくなってきた」

　ブランだけが、息を吞のみつつも不敵な笑みを浮かべていた。

「あー。俺のためにお集まりいただき感謝する。好きに楽しんでいってくれ」

　スティーヴンは無感動な無表情を保ったまま、簡潔に挨あい拶さつを済ませた。

「パパ！」

　その姿を目にしたステラが、彼女にしては珍めずらしくも歳とし相応の少女の面持ちで、嬉しそうに父へと駆け寄り、そして抱だきついた。

「久しぶりだな。ステラ。人前でパパと呼ぶのはやめなさい」

「あら。うふふ、ごめんなさい」

　スティーヴンははしゃぐ娘むすめに抱ほう擁ようされながらも、ポーカーフェイスを崩くずさない。

「……いくら親子とはいえ、ステラ先輩に抱きつかれて顔色ひとつ変えないだって？」

　ブランは恐きよう怖ふした。

　目の前の男が、途端に感情を持たないマシーンのようにさえ思えてくる。少なくとも彼自身は、ステラの抱擁をその身に受けて平常心を保つ自信はなかった。

「……あれ？」

　そんな中、デュセルが首を傾げた。

「ステラのお父さんって、メトロポリタンの大統領よね？　でもなんでだろ、あたし、あのひとに見覚えがある……？」

「デュセル……それはですわね」

　妹の反応を見、エトワールの顔が僅わずかに翳かげった。彼女はどこか意を決した面持ちで、デュセルに何事か打ち明けようとして──

「ルーヴル三王女姉妹の方々か。またお会いすることが出来て光栄だ」

　──しかし、一同のもとへとステラに連れられてやって来た大統領に気づき、この場は妹から手を離はなして口をつぐんだ。

「いえ。我々こそ、ご招待に与あずかり恐きよう悦えつですわ」

　スティーヴンとエトワールの間に、一見しただけなら和なごやかそうに思える空気が満ちる。とはいえ、ふたりは大国の代表同士だ。そしてルーヴルとメトロポリタンの間に交かわされた休戦条約は、十年前に破は棄きされている。なにせ今や、互たがいに戦力増強のため諜ちよう報ほう組織を使ってアルテナの聖遺物を奪うばい合っている仲だ。緊張感は微び々びたるものではない。

「アルテナは中立地帯だ。我々もこの機に親しん睦ぼくを深めたいものだな」

「そうですわね。閣下の口からそのようなお言葉が聞けることをめでたく思いますわ」

　彼らが交わす会話は、口に出した時点でその全てが外交となる。決して選ぶ言葉を間違えることは出来ない。

「パパ、ご紹しよう介かいします。わたくしの学友たちと、それにウエノ学園のワイリー・ワイズマン教授です」

「パパはやめなさい。──失敬。挨拶が遅おくれたようだ。ワイズマン教授のお名前は我がメトロポリタンにも届くほど。会えて良かった」

「こちらこそ、『神しん獣じゆう殺し』の異名を持つ冒険物語の主人公ヒーローとこうして実際に会うことが叶かない、身に余る光栄だとも」

　好こう々こう爺やとした面持ちでスティーヴンからの握手に応じるワイズマン。

「あれは脚きやく色しよくの多い本だった。教授の期待を裏切らなければいいのだが」

　大統領は、眼帯に覆おおわれていない右の『黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳を、逸そらすことも泳がせることもなく淡たん々たんとワイズマンへと向けていた。

「友だちって紹介された……ふーん、まあステラになら、別にいいかもだけど」

　一方、そんな両者の緊張感などどこ吹ふく風で、デュセルは我関せずといった面持ちで先ほどのステラの言葉を気にし続けていた。

「──ところで諸君。先ほど大統領閣下が口にされていたとおり、ここは中立地帯のアルテナ。今夜ばかりは大国同士のいざこざも忘れ、親睦を深めるためになにかゲームでも楽しむというのはどうだろう」

　ワイズマンは握手したきり無言を保つスティーヴンを始め、この場の面々を見回し、わざととぼけた声こわ色いろで口を開いた。

　その提案を聞き、大統領は軽く頷うなずく。

「それはいい考えだ。ステラ……この船には確かカジノがあったな」
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「フフッ。面白い話を持ちかけたものだね、ブラン君……」

　豪ごう華か客船内をパーティ会場からカジノルームへと移動する面々──その姿が映し出された水すい晶しようモニターを眺ながめ、アンジェが言う。

　ゲームコントローラーを手に分身シヤドウたちを操あやつるブランの背後。そこには、ブランのベッドにだらしなく寝ねそべった、裸はだかワイシャツのアンジェの姿があった。

「ひとのベッドを勝手に使うな」

「いいじゃないか……それとも、なにか嗅かがれてやましい男の子特有の匂においでも染しみついているのかい？」

「そんなんじゃねえよ！」

　着るものを、と要求されたブランだったが、なにせ同居している姉モリガンの私服は全すべて幼児用。結局、男物のワイシャツを渡わたすしかなかった。

（実際には、フィギュアの参考用にとウィッチに買わせた女子服があるんだが、女の子の分身シヤドウに憑ひよう依いして着き替がえを楽しむ女装野や郎ろうと勘かん違ちがいされるわけにはいかねえからな……）

「それにしても、齢よわい千年の女にだぶだぶのワイシャツを着せて喜ぶとは、キミもなかなかにマニアックな少年だね……。ブラン君の女性体の分身シヤドウが着られるような服とかなかったのかい？」

「そ、そそ、そんなもんねえよ！」

　生身の本体の近くに、人物的にも服装的にも危険な女がいる。ブランが動転してしまうのも無理はないだろう。

　しかもアンジェは極きわめてズボラなことに、ワイシャツのボタンを一カ所ひとつ飛ばしに掛かけ間違っていた。そして自分の間違いに気づいても直そうともしない。結果、シャツのズレはそのままとなっており、隙すき間まから下乳が僅かに見えてしまっている。

「いいから早くおれのベッドから出てけ！」

「フフッ……起き上がるのがめんどくさい」

　ベッドの上でだらけきったまま、眠ねむたげに猫ねこのようなあくびをこぼすアンジェ。

　それでもブランが顔を赤くしてベッドからの退去を催さい促そくし続けた結果、アンジェも観念したのか、ため息まじりに立ち上がった。

　そして、足元に放ほうり出したままだった、先ほどのバスタオルを踏ふんづける。

「あ」
















　アンジェはそのまま、足を滑すべらせて大転てん倒とうしてしまう。まさにバナナの皮を踏んだかのような、全身が宙に浮ういた見事なスリップ。

「うわああああ大惨さん事じだああああ!!」

　ワイシャツの裾すそに隠れていたアンジェの下着を穿はいていない箇か所しよが危あやうく見えそうになり、ブランは顔を真っ赤にして慌あわてふためく。

　だが、本当の大惨事はその直後起こった。

　素すっ転んだアンジェが頭からベッドの角に落下したのだ。

　ゴキッという生々しい鈍にぶい音がブランの部屋に響ひびき、あらぬ方向に首が曲がったアンジェの体が力なく床ゆかに崩れ落ちる。

「…………」

　あ、これ死んだな──そう思ってしまう、万にひとつも起こらないような、転倒からの頭部に対するクリーンヒット。それが起きてしまった。

　ブランがどう対処していいか分からず完全に固まっていると、不意にアンジェがむくりと起き上がり、あろうことか自分の手で首を正位置に戻もどした。

　そして、何事もなかったかのように一言。

「不死身じゃなければ死んでいたところだった……」

「怖こわいわ!?　心底ビビったぞ!?」

　目の前で繰くり広げられたホラーな光景に、ブランは鳥とり肌はだの立った腕うでをさすりながら抗こう議ぎの声を上げた。ひきこもりにとって世界で最も神聖な場所である自室に、女の死体という最低最悪のイヤな思い出を刻みつけられたのだ。文句のひとつも言いたくなる。

「よくあることだから安心してくれていいよ……。ほら、私はどうあっても死ねない体だからね……」

「だからって気軽に死にかけるのやめろよお前！」

「がみがみ言わないで欲しいな……キミは私のおかーさんかい？」

　アンジェ自身もみっともない姿を見られたことは自覚しているのか、照れ隠し気味に不ふ貞て腐くされている。

「……ええと、それでどうして私はベッドから立ち上がったんだったかな？　頭を強く打ったせいで忘れてしまった……」

　そして、うわ言を呟つぶやきながらブランのベッドに潜もぐり直してしまう。

　その光景に、ブランは確信した。

　恐おそるべき『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳ひとみを持つ、不老不死の大だい魔ま術じゆつ師しアンジェラ・アンブロシア。そんな彼女の隠された一面に──

（この女、おれなんかよりよっぽど私生活がだらしない！）

　そう。千年もの長き時間を気の遠くなるような退たい屈くつと後こう悔かいとともに生きてきたアンジェにとって、人生とは無む為いに過ごすもの以外のなにものでもない。

　だからこそ彼女は、今もブランのベッドの上でごろごろと寝返りを打ちながら、枕まくら元もとに放り出されたままだったマンガのページをぱらぱらとめくり始めているのだ。

「ブラン君ブラン君……このマンガの一巻を取ってくれないかい？」

「今それどころじゃねえよ！　読みたいなら自分で探せ！」

　確かにアンジェの世話を焼いている場合ではなかった。

　なにせブランの目の前の水晶モニターには、ようやくプレイヤーたちがカジノテーブルの席についた映像が映し出されている。

　大統領が提案したゲームは、トランプを用いたポーカーだった。

　卓たくには、スティーヴンは当然として、アルテナからワイズマンが、そしてルーヴルからデュセルたち三王女がプレイヤーとして参加していた。

　たったの五名だが、大国のトップたちが参加しているゲームにおいそれと交ざれる神経の持ち主などまずいないため、それも仕方ない。その他のパーティ招待客たちは全て、ギャラリーとして観戦に徹てつするようだ。

「さてと、ゲーム開始だ」

　お目当てのマンガを探して四よつん這ばいでベッド周辺をごそごそしているアンジェを無視し、ブランは分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』のコントローラーを手に取った。







「では諸君。ポーカーを始める前に、まずはディーラーを決めないとな」

　席についた途と端たん、急に不敵な笑えみを浮かべたワイズマンの姿に、彼の学園での評判を知る一部の招待客たちが苦笑いを見せた。

「ワイズマン教授ったら、賭かけ事となると熱くなられるんですから」

「いけません教授！　ギャンブルは身を滅ほろぼします。わたしがここまで貧びん乏ぼうになったのも、おこづかいを全てスッてしまったがゆえの……ううううう……」

　そこにはステラや副会長も含ふくまれる。彼女らも、勝負事を前にサングラスの奥の目を少年のように輝かがやかせているヤンチャな老教授に、苦く笑しようを禁じ得ない様子だ。

「ステラ先せん輩ぱいは参加しないのか？」

「はい、そうなんですブランさん。パパには幼いころからトランプどころかどんなゲームでも勝てなくて──あら？　いつの間にメガネを？」

　主あるじであるブランの憑依が解けたことで、スケアクロウは普ふ段だんのボーっとした表情に戻り、今はメガネを着用していた。当然そんな事情をまるで知らないステラは、「ブランさんは実は目が悪いのかしら」と不思議そうに小首を傾かしげるのみ。

「そうだ！　そもそもわたしが全財産を失ったのはブランドン、貴様のせいではないか！　貴様がクズ石のくせに身の程ほども弁わきまえず会長に勝ったりするからだ！」

「涙なみだふけよ」

　副会長に襟えり首くびを摑つかまれてガクガクと揺ゆさぶられても、スケアクロウの表情は変わらない。この朴ぼく訥とつとした分身シヤドウのほうがワイズマンよりもポーカーの駆かけ引きに向いているのではと思わせるほどだ。

「ねえ。なにをしてるのかな？」

「ひいっ……、お、お許しくださいモリガン姉！　申し訳ありません心得違いをしておりました！　わたしが金銭的に困こん窮きゆうしているのは、ひとえに自じ業ごう自じ得とく、自らの不徳のなすところでしたーっ！」

　アルケミストの髪かみを整えていたモリガンが突とつ如じよとして向けてきた冷たい笑顔に、すぐさまスケアクロウを解放する副会長。

「……で、どうしてステラ先輩は参加しないんだ？」

　スケアクロウは何事もなかったかのように乱れた襟元を正すと、再びメガネをステラへと向ける。

「あまりにもパパに勝てなかったものですから、そう、特にベースボールが最悪で……、なのでそれ以降、パパとはもう二度と遊んであげないと心に決めたんです」

　珍めずらしく眉まゆを怒いからせて、ほんの少しばかり悔くやしげに唇くちびるを尖とがらせるステラ。

　その返答にスケアクロウは押し黙だまり、今まさに嵐あらしの前の静けさを迎むかえているポーカー卓へと視線を移した。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさま、お待たせいたしましたー！」

　そこには、チップを受け取った五名のプレイヤー以外にもうひとり、ディーラー席に陣じん取どる銀ぎん髪ぱつの少女の姿があった。ツインテールを揺らしながら小悪魔めいたウインクをギャラリーへと披ひ露ろうする少女の格好は、あろうことかバニーガールだ。

「これより合衆国大統領閣下のご提案によるポーカー勝負を始めます！　ディーラーを務めさせていただくのは、流しのバニーガールこと、ウィッチでーす！」

　自じ慢まんの脚きやく線せん美びを網あみタイツで包み、スリムなレオタードを着こなしたウィッチは、お尻しりのウサ尻尾しつぽやカチューシャのウサ耳をぴょこぴょこと動かしながら、ゲームに使う新品のトランプケースを手に取った。

（頼たのんだぞウィッチ）

（お任せあれ！）

　ワイズマンとウィッチはともにブランの分身シヤドウであるため、魔術的には同一人物。その意識は繫つながっている。目配せする必要もなく意い思し疎そ通つうが可能だ。

「あんなディーラー、うちのカジノにいましたかしら……？」

　すでにウィッチの幻げん惑わくの魔力がカジノルームに浸しん透とうしている。先ほどまでブランたちと一いつ緒しよにいたウィッチの姿を見ていたはずのステラでさえ、おっとりと眉をひそめていた。幻術の効き目は完かん璧ぺきだった。

　ウィッチはケースの中から封ふうの切られていないトランプを取り出し、手て際ぎわよくシャッフルしていく。

「ちょっとウィッチ。ズルはしないでしょーね」

　ディーラーの右みぎ隣どなりにいるデュセルが、密ひそかにじろりとウィッチを睨にらみつけた。

「いやですねえ、お客様ったら。世界のＶＩＰ相手にそんなことしませんよう」

　しかしウィッチはすまし顔で軽く受け流す。

「ふーん」

　ブランもたかがトランプ遊びで卑ひ怯きような真ま似ねはするまい──

　そう思ったのか、デュセルはそれ以上追つい及きゆうすることはなかった。

　が、それは大きな間ま違ちがいだ。

（おれじゃ絶対に勝てないって言ったアンジェの鼻を明かしてやるのも面おも白しろい）

　ワイズマンを操作中のブラン本体は、自宅で不敵な笑みを一層深めていた。

　勝つためなら手段は選ばない。むしろ卑怯万ばん歳ざい。騙だまされるほうが悪い。そもそもひきこもりが正々堂々とかガラじゃなさすぎる──そんな考えのブランがわざわざウィッチをディーラーとして参加させたのも、もちろんズルするためである。

（とはいえ、初しよっ端ぱなからインチキするわけじゃない。使うのはここぞというときの一度きり。そのチャンスを気長に待つさ……）

「閣下。ポーカーのルールは？」

　ワイズマンが口を開いた。

「我がメトロポリタンではテキサスホールデムがメジャーだ。しかしアルテナでは古くからドローポーカーが馴な染じみ深いと聞く。この地に敬意を払はらい後者のルールで戦おう」

　大統領が提案したのはドローポーカー。

　旧きゆう暦れき時代から続くポーカーの歴史においても古い形式のルールだ。ホールデムのような場札はなく、各プレイヤーに最初から五枚のカードを伏ふせて配り、交こう換かんは一度だけ。

　使うトランプはスペード、ダイヤ、ハート、クラブの【Ａ】～【Ｋ】までの基本五二枚。今回はそこにワイルドカードである【ＪＯＫＥＲ】を一枚加え、計五三枚だ。

「それでは、ゲーム開始と参りましょう！」

　ウィッチが各プレイヤーへと、まずは真っ当に五枚のカードを裏向きに配っていく。

　卓の並びはディーラーの左から順に、スティーヴン、ワイズマン、エトワール、エスポワール、デュセル。これがゲームの進行順でもある。

　ワイズマンは右隣に座るスティーヴンを標的と定めながらも、今は牙きばを隠かくし、飄ひよう々ひようとした面持ちで自分のカードを確かく認にんする。

「あたし、ポーカーって初めて」

　一方デュセルは、立食会場での不ふ機き嫌げんもようやく晴れ、ワクワクとした面持ちで自分のカードを眺ながめていた。彼女の手札は、【ダイヤのＪ】【ダイヤの８】【ダイヤの７】【ハートの２】【クラブのＫ】だ。

（よーし。これなら後ろの二枚を交換してフラッシュかストレート狙ねらいね！）

　にこにこと上機嫌な様子のデュセル。周りのプレイヤーが見ているというのに、自分の表情の変化を隠そうともしていない。

　そんな彼女の挙動に最も注目していたのが、姉のエトワールとエスポワールだった。

（よろしくてエスポワール。このゲーム、全力でデュセルを勝たせにいきますわよ）

（もちろんですわお姉様。愛する妹に勝利をプレゼントしちゃいますのよ）

　長く連れ添った姉妹しまい同士、彼女らは密かな目配せだけで意思疎通している。

（モリガン様の教えのひとつ！）

（姉たる者、弟や妹の考えていることは表情で見み極きわめるべし！）

（エスポワール。先ほどのデュセルの表情パターンは把は握あくしていまして？）

（あれは【ダイヤのＪ】と【８】と【７】を引いたときのデュセルの顔ですわ！）

　デュセルの手札を覗のぞき込んでもいないのに、彼女らのサーチ能力は異常なほどに完璧だった。さらにふたりは、まばたきを交えたり、耳を軽く撫なでたり、爪つめをこすったりしつつ、具体的すぎる意思疎通を行う。

（あの顔から察するに、デュセルったらフラッシュかストレート狙いで【ハートの２】と【クラブのＫ】を捨てるつもりですわね。駆け引きが甘いですわ）

（そうそうそのとおりですわ。希望的観測が強すぎますわ）

　ほとんど会話同然のサインを通し合うエトワールとエスポワール。

（だけど妹の無む茶ちやな希望を叶かなえてこその姉。こちらには【ダイヤの９】がありましてよ）

（もちろんですわお姉様。こちらには同じく【ダイヤの10】がありますわ）

　ふたりは手持ちのダイヤのカードを手に、頃ころ合あいを待った。

　場の全員が勝負への参加権をチップで支払って、一いち巡じゆん目が終わる。

　次いで左回りにカード交換のターン。スティーヴン、ワイズマンが手札を入れ替かえ、王女姉妹はデュセルの交換に備えてチェンジはなし。そして最後に、手札から二枚捨てたデュセルのもとへ、ウィッチが補ほ充じゆうカードを同数枚配る。

（今ですわ！）

（我が意のままアブラカに消え去れダブラ！）

　瞬しゆん間かん、エトワールとエスポワールは豪ごう奢しやなドレスの下に隠したインスタントマジック用の高級護ご符ふを使い、無声詠えい唱しようを行う。

　使用した呪じゆ文もんは、カードをすり替えるための単純な転送呪文だ。

　護符には逆ピラミッド状にＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラのアルファベットが羅ら列れつされており、一度きりしか使えないが、呪文を唱えることなく転移魔ま術じゆつを発動させることが出来る。そのため発動体を兼かねたインスタント用の護符は非常に便利で、かつ超ちよう高額だ。そんな代しろ物ものを、王女姉妹は妹を勝たせるためだけに惜おしげもなく使い捨てた。

　デュセルのもとに配られようとしていた新たな二枚のカードは、それぞれエトワールとエスポワールの手札にあったダイヤの札と入れ替わる。

　結果、デュセルの現在の手札は【ダイヤのＪ】【10】【９】【８】【７】に。手役はダイヤの連番。つまりストレートフラッシュだ。

「ふふーんだ！」

　姉たちの暗あん躍やくアシストも知らずに追加のカードを受け取ったデュセルは、完成した自分の手役を見、瞳ひとみを宝石のようにキラキラと輝かせた。ポーカーフェイスのポの字もない、明らかに「あたしすごい役が揃そろったのよ！」という顔である。

「降りフオールドだ」

「おれも降りる」

　なのでデュセルの手役が圧あつ倒とう的てきなのは周囲にもバレバレだった。賭かけの二巡目、彼女の顔を見たスティーヴンとワイズマンは迷うことなく今回の勝負を放ほう棄きする。

「えー……」

　これにはデュセルの表情も翳かげり、しょんぼり顔に。

　彼女は残された姉妹へと悲しげで物欲しげな眼まな差ざしを向けた。いかにも「お願いあたしと勝負して！　あたしが勝つから！」という顔である。

「ベ、ベット。賭けますわ……」

「コ、コール。受けますわ……」

　妹の期待を裏切るわけにもいかず、せめて自分たちには気持ち良く勝って欲しいという健けな気げな気き遣づかいから、負けると分かっている勝負にあえて挑いどむ王女姉妹。

　エトワールもエスポワールも手札はブタ──ペアが一組もない役なしハイカードである。だというのに、妹のために勝負を降りられない。

「オールインよ！」

　姉たちがチップを賭けて勝負を仕し掛かけてくれたので、デュセルは調子に乗って、手元にあった全すべてのチップを全額賭けオールインする。

　妹の暴挙に姉たちの顔は真っ青になった。

「コール……う、ううっ……受けましてよ……」

　エトワールとエスポワールは、泣く泣く全チップを吐はき出した。あんな嬉うれしそうに勝負したがっている妹を前に、まさか途と中ちゆうで降りられるわけがない。

　だが、あえてもう一度言っておくが、彼女らはブタである。

　で、賭けが成立して手札公開。

「へー。お姉さまたち、よくそんな手札で勝負する気になったわね。オールインがハッタリだと思ったの？　ふふーんだ！　残念でしたー！　あたしの手役はダイヤのストレートフラッシュよ！」

　望みどおりの勝利にご満まん悦えつのデュセル。チップも三倍に膨ふくれ上がり、初戦からいきなり単独トップに躍おどり出た。

「妹の笑え顔がおが見られたのだから、これでよかったのですわ……」

「そうそうそのとおりですわ……」

　そして姉たちはチップを失い、脱だつ落らく。一戦目でいきなり参加プレイヤーが五人から三人に減り、ステラを始めとしたギャラリーの面々も苦笑いを浮うかべる始末だ。

　そうして二戦目、三戦目とポーカー勝負は続いていく。

　初戦こそ大勝したものの、その結果エトワールたちの暗躍サポートを失ったデュセル。徹てつ頭とう徹てつ尾びポーカーフェイスを貫つらぬくスティーヴンや、規則性のない老ろう獪かいなカムフラージュを使いこなすワイズマンを相手取るには、彼女は素す直なおすぎた。

「えーん。どーして勝てないのよー。あたしの手役が強いときに限って、ふたりともすぐに降りちゃうし……」

　結局、チップは少しずつ他ほかふたりに削けずり取られ、十二戦目にしてデュセルも素寒貧となり、失格になってしまう。

　十三戦目からはスティーヴンとワイズマンの一いつ騎き打うちが始まった。彼らがデュセルから奪うばったチップはちょうど半々。ディーラーのウィッチの顔にも緊きん張ちようが滲にじんでいた。

「なあ、ステラ先せん輩ぱい」

　勝負を重ねるごとにギャラリーも熱を帯びていく中、スケアクロウが不意に口を開いた。

「どうかしましたかしら、ブランさん」

「大ス統テ領ラ閣パ下パってまったく表情変わらないけど、普ふ段だんいつもなにを考えてるんだ？」

　そんな素そ朴ぼくな疑問に、ステラは困ったように首を傾かしげる。

「わたくしにもはっきりとは分かりませんが、もしかすると……」

「すると？」

「……いえ、やっぱりわたくしの思い違いです、きっと」

　そんな他愛たわいのない会話とともにスケアクロウとステラの視線が戻もどされた先。

　卓たく上じようで巌いわおのような風格を纏まとい続けている大ス統テ領ラ閣パ下パことスティーヴン。

　新たな五枚の手札を手に、生まれてこのかた一度も表情筋が動いたことがないのではと思わせる厳格なポーカーフェイスのその裏で──




（クソやべえ……）




　──と、手札の悪さに悪態をついていた。

　あまりの引きの悪さについ全替えオールチエンジを考えながら、左ひだり隣どなりのワイズマンの顔色を窺うかがう。

（相変わらず飄々と……。まったく。くえんジジイだ。クソジジイだ）

　見る限り、相手の手札は今回も弱くはなさそうだ。

　今度はディーラーのウィッチへと視線を動かす。

　もしもスティーヴンに多た彩さいな表情というものが備わっていれば、まず間ま違ちがいなくクソ手札を配った腹いせに非難がましい目をしていたことだろう。

「？　どうかなさいましたか、閣下？」

　銀ぎん髪ぱつツインテールのバニー娘むすめは、それこそウサギのように可愛かわいらしく小首を傾げてみせた。なんとも愛あい嬌きようのあるその仕草に、大統領の苛いら立だちがスゥーっと消えていく。

（かわゆい。秘書に欲しい。だが俺のおス星テ様ラのほうがもっとかわゆい）

　そう思って、ちらりと愛まな娘むすめのほうを見た。

　スティーヴンは決して愛情を顔に出さないが、ステラの十五の誕生日に、今まさに招待客たちを招いているこの船──『セレブリティ・スターサファイア号』を買い与あたえるくらいには娘を溺でき愛あいしている。

　愛娘ステラはというと、同じ学園の学生魔術師と思おぼしきメガネをかけたなんとも冴さえない少年と、やけに楽しげに、そして親密そうに語らっていた。

　実際にはどうだか遠くて分からないが、親バカの目にははっきりとそう見えた。

（なにあいつ。あいつ顔覚えたからな。ＣＩＡに身元洗わせるからな）

「閣下、今回は珍めずらしく長考のようで」

「ああ。失敬。そういう振ふりだ」

　ワイズマンの挑ちよう発はつに、スティーヴンは簡潔にブラフを交え、五枚の手札のうち一枚だけを捨て札に。ウィッチから補充が配られたが、ペアは組めず役なしハイカードのままだ。

「む」

　しかし乗り気を見せていたワイズマンは、スティーヴンが五枚中四枚を手札に残したことで警けい戒かい心しんを抱いだいたのか──今回の勝負での決着は見送った。

（ヤバかった。警戒されずに踏ふみ込まれたら即そく降りフオールドだった。こんな偏へん屈くつジジイとポーカーしようとか言い出したやつは誰だれだ。俺だ）

　心の中ではそう呟つぶやきながらも、スティーヴンは安あん堵どのため息ひとつ吐き出すことなく、面おも持もちだけは冷静沈ちん着ちやくに次のゲームを待つ。

　──計算高そうな見た目と言動に反し中身は生きつ粋すいのお人ひと好よしであるステラ同様、その父スティーヴンもまた、合衆国大統領だの世界最強の国家魔術師だの『神しん獣じゆう殺し』だのといった肩かた書がきの裏に、ギャップの激しすぎる一面を持った人物であった。

　そしてスティーヴンがウィッチから受け取った、新たな五枚のカード。

　順に【ハートのＡ】【ダイヤのＡ】【クラブのＡ】【ハートの４】【クラブの５】。

　最も強い数字である【Ａ】のスリースリー・オブカード・ア・カインドが現時点ですでに完成しており、不要の二枚を交こう換かんすることで最後の一枚を引ければフォーフオー・オブカード・ア・カインドさえありうる。常人なら、確かく認にんした瞬間に微び笑しようのひとつもこぼれそうなもの。

　しかし、それでも彼の表情は微み塵じんも揺ゆるがない。

　一巡目、スティーヴンは当然ベット。ワイズマンも自分の手札を確認し、ふてぶてしく賭けチップを上レ乗イせズした。これを受けてスティーヴンはさらに上レ乗イせズ。

　手札に【Ａ】が三枚揃っているからこその強気の攻せめだ。

　だが、二度目の上レ乗イせズに何食わぬ顔でコールしたワイズマンの手札──

　そこには【スペードのＡ】【Ｋ】【Ｑ】【Ｊ】【10】と、スリースリー・オブカード・ア・カインドはおろかフォーフオー・オブカード・ア・カインドでさえ勝ち目のない、ロイヤルストレートフラッシュが揃っていた。







「仕組んだね……」

　その光景を水すい晶しようモニター越ごしに目にしたアンジェが、不意にそう呟いた。

　今の今まで大人しくマンガを読みふけっていた彼女の突とつ然ぜんの発言を耳にしたブランは、水晶モニターから目を離はなし、得意げに背後を振り返った。

「仕掛けたって言って欲しいところだな。ロイヤルストレートフラッシュで勝つなんて最高にカッコいいだろ？」

「フフッ、卑ひ怯きような真ま似ねをするじゃないか……」

　悪びれもしないブランを尻しり目めに、艶えん然ぜんとほほえむアンジェ。

　ブランはこの一戦を最後の勝負と定め、ウィッチを動かした。

　魔ま術じゆつと幻げん術じゆつを駆く使しし、誰にも悟さとらせぬよう、ともに勝負手となるカードをワイズマンとスティーヴンに摑つかませたのだ。

「これでステラパパは【ハートの４】【クラブの５】を捨てて二枚交換するはずだ。残り一枚の【Ａ】を引いてのフォーフオー・オブカード・ア・カインド狙ねらいでな」

「だけど、【スペードのＡ】はワイズマンが持っているじゃないか。なら【ＪＯＫＥＲ】を引かない限り手役は完成しない……完成したところでワイズマンの手役には勝てないけれどね……」

　ワイズマンの手札に【ＪＯＫＥＲ】はない。ワイルドカード一枚封ふう入にゆうの五三枚でゲームをプレイしているため、ウィッチの手にあるデックの中に一枚だけ隠かくれている。

　もっとも、今のブランに切り札ジヨーカーは必要なかった。

　ロイヤルストレートフラッシュはスペードが最も強く、また【ＪＯＫＥＲ】を含ふくまないほうが強い。ありえない話だが、スティーヴンが【Ａ】のスリースリー・オブカード・ア・カインドを崩くずしてまで四枚交換のロイヤルストレートフラッシュを無む謀ぼうに狙ったとしても、絶対にワイズマンが勝つよう仕向けてあるのだ。

「ま、ワイズマンが交換しない以上、カードチェンジするのはステラパパだけ。二枚捨てた場合の補ほ充じゆうカードは【スペードの７】と【ダイヤの７】だ」

「おや、そこまで仕組んだのかい……？」

「まあな。そうなればステラパパの手役は【Ａ】と【７】のフルハウス。フォーフオー・オブカード・ア・カインドほどじゃないが、さらに勝算の高い勝負手にランクアップする。となれば、必ず勝負に出てくるはずだ」

　自信ありげなブランを尻目に、アンジェはぼんやりとした面持ちで、モニターに映るスティーヴンの顔を眺ながめていた。

「……どうしたんだよ」

「交換されるであろう【スペードの７】と【ダイヤの７】──その下のカードまで、なにが出てくるかちゃんと分かっているのかい……？」

　そんなアンジェの問いに、ブランは軽く首を横に振った。

　ウィッチがいくら幻術に特化しているとはいえ、大勢のギャラリーがいる上に相手はコランダム位階の国家魔術師だ。長時間かけてデックに仕込みをすることはできない。

「いや。だって必要最低限の仕込みで充分だろ？」

「ああ──じゃあダメだね」

　しかし、アンジェは途と端たんに興味を失った様子でモニターから目を背そむけ、再びマンガを読み始めた。

「言ったはずだよ？　スティーヴン・スティングレイはこの世で最も神に近い男。今のキミでは絶対に勝てない、とね。それはなにも魔術戦に限った話じゃない……トランプ遊びでさえ、その程度のインチキでキミがあの男を下すことは不可能だよ」







「──全替えオールチエンジ」

　カード交換のターン。突然スティーヴンは手札の五枚全すべてを場に放ほうり捨てた。

　揃そろっていた【Ａ】のスリースリー・オブカード・ア・カインドが惜おしげもなく放ほう棄きされたのだ。ルール上は、捨てるカードは裏向き。ゆえにギャラリーからはその暴挙は推おし量れない。
















「ステラ。あなたのおとーさん、今回は手札悪かったみたいね」

「そうですね。五枚とも交換するなんて完全に運任せで、駆かけ引きもなにもあったものじゃありませんから」

　デュセルもステラも、スティーヴンがどんなカードを捨てたのかも知らず、のん気に雑談している。

　ただ、ブランとブランの分身シヤドウたちだけは、予想外のスティーヴンの行動に絶句していた。それはそうだ。どんなポーカープレイヤーでも決して捨てない類たぐいの手札なのだから。

　対戦相手であるワイズマンは、驚おどろきが顔に出ないよう、なんとか耐たえ忍しのぶ。

「え？　いや、ちょ……」

　しかしディーラーであるウィッチは、目を丸くして、せっかく自分がスティーヴンに引かせたカードを呆ぼう然ぜんと見下ろしてしまっていた。

「聞こえたろう。全替えオールチエンジだ」

　スティーヴンはテーブルを軽く指で叩たたき、ディーラーにカードの交換を催さい促そくする。

　交換を宣言したのはスティーヴンのみ。ワイズマンの手札はすでにロイヤルストレートフラッシュが揃っている。一枚たりともカードをチェンジするわけにはいかなかった。

（まず、これが【スペードの７】）

　ウィッチの指が動き、デックの一番上のカードがスティーヴンのもとへ。

（そしてこれが【ダイヤの７】）

　続いて、その下の二枚目のカード。

（最後に、中身の知れないその下の三枚）

　ウィッチが短時間のうちに魔術を用いたマジックシャッフルで仕込めたのは、この二枚の【７】まで。あとのカードは完全に運任せだ。スティーヴンは新たに配られた五枚の手札を一いち瞥べつすると、二に巡じゆん目、やはり今までとまったく変わらない口調で、

「オールイン」

　と、そう呟いた。これにより彼の持つ全てのチップが場に賭かけられる。

　勝負に応じるには、ワイズマン側も全チップをベットしなければならない。

（確定しているのは【７】のワンペアまで。だけどこれは……）

　ウィッチとワイズマンはもちろん、ギャラリーに交じっているスケアクロウたちにも、そして自宅にいるブラン自身にさえも、残る三枚のカードは見当がついてしまった。決して信じたくはなかったし、信じられもしなかったが、それでもアンジェの言葉が噓うそではないとしたら──この先の展開はひとつしかない。

　そう。あり得ない確率上に存在する、ブランが敗北するたったひとつの可能性。

「いやはや、閣下はいささか勝負師すぎる」

　そう軽口を叩いたワイズマンだが、すでに勝負勘かんは降りフオールドを強く勧すすめていた。それでも負け戦いくさと分かっていながら戦う理由は、ただひとつ。

「降りてしまいたいところだが、しかし、勝負をしなければ閣下の手のうちを晒さらしてもらえんからな。コールしよう」

　スティーヴンの手札が、そしてアンジェの言葉が、ブラフでないことを証明できる唯ゆい一いつの機会。ゆえにワイズマンも全チップを賭けてオールインに応じた。

　ワイズマン側はもちろんロイヤルストレートフラッシュ。出した瞬しゆん間かん、ギャラリーのどよめきが最高潮に達する。驚きよう嘆たんの声さえ上がっていた。

　今度はスティーヴンが、なんともあっけない動作で手札をオープンする。

　現れたのは、【スペードの７】【ダイヤの７】──【ハートの７】【クラブの７】──そして最後に【ＪＯＫＥＲ】──

「ファイブフアイブ・オブカード・ア・カインドだ」

　どんな数字であろうと、ロイヤルストレートフラッシュにさえ勝てる唯一の手役。それが公開された瞬間、沸わき立つギャラリーの大だい歓かん声せいがカジノルームに響ひびき渡わたる。

　勝者は、スティーヴン・スティングレイだった。




　　　　[image: くぎり]




　この夜のポーカーは、ワイリー・ワイズマンとスティーヴン・スティングレイの伝説の一いつ騎き打うちとして、後にアルテナとメトロポリタンで語り継つがれることになる。

　だが、敗者となったブランは今、ひきこもった自室で完全に拗すねていた。

「なんだよ今の！　確率的にありえねえだろ！　そりゃ五枚のうち二枚はウィッチに仕込ませたカードだし、残りの三枚が偶ぐう然ぜんその下に並んでいただけだろうが、いやでも絶対ありえねえって！　そもそもエースを全部捨てるとかどんな神経だ！」

　ブランはコントローラーさえ放り出し、悔くやしげにモニター画面を睨にらみつけ、歯をギリギリと鳴らしている。負けてからずっとこの調子だ。

「フフッ……負けず嫌ぎらいだね。勝てないって先に言ってあげたじゃないか……」

「アンジェ、お前が勝ち誇ほこるなよ！」

　背後からアンジェにからかわれ、ブランは癇かん癪しやくを起こしたように牙きばを剝むく。負けたことがよほどショックだったのだろう。好敵手の思わぬ可愛かわいらしい姿が見られ、アンジェは愉ゆ快かいそうに目を細めていた。

「くっそー……あれじゃまるでおれは前座だよ。かませ犬だよ。主人公ヒーローの引き立て役だよ。魔術でインチキまでした結果がこれとは、恥はずかしすぎる。うわ。今のおれ、最高にカッコ悪い……自分の手札をファイブフアイブ・オブカード・ア・カインドで固めておくんだった……」

「フフッ」

「なにがおかしい」

「キミの反応がさ。でもね……魔術のインチキという点でいえば彼もそうなんだよ。キミが最初からファイブフアイブ・オブカード・ア・カインドなら、スティーヴンは絶対に勝負しなかったね……」

　思わぬアンジェのフォローに、ブランは目を丸くした。

「いや、ステラパパはまったく魔術を使ってなかったぞ。おれがなんのために魔力探知に特化させた『大賢者ワイズマン』をプレイヤーに選んだと思ってる？」

　実は、デュセルが初戦で大勝したときのエトワールとエスポワールの護ご符ふを用いた無む詠えい唱しよう魔術によるトリックも、ブランはワイズマンの力を用いて見破っていたのだ。

　そして、スティーヴンが魔術を使用した素そ振ぶりはまったく見受けられなかった。

「だろうね。彼の勝因は、彼自身の魔術じゃない。私の『不老不死』と同じく、その体を蝕むしばむ奇き跡せきの領域に近い『呪のろい』の類にあるからね……」

「最終到とう達たつ領域『七つの魔法セブンキヤスト』──」

　術者ひとりで制せい御ぎよできるのが『魔ま術じゆつ』。そして魔術を行使できる者を魔術師ウイザードと呼ぶ。

　行使するにあたり複数の術者を必要とするのが『大魔術』。アンジェのようにひとりで大魔術を制御できる存在は、大魔術師アークウイザードと呼ばれている。

　そして魔術師を何千人と集めても行使できず、大魔術師であっても制御できない最上位の七つの奇跡に、『魔法』の名が冠かんされているのだ。

　アルテナを含ふくめた全世界の魔術師たちは、『魔法』を目指して魔術の研究を深めている。一部の例外は、魔術を戦せん闘とう手段として扱あつかう三大国の国ソ家ー魔サ術ラ師ーくらいなものだ。

「キミは吞のみ込みが早いね。スティーヴン・スティングレイは、『七つの魔法セブンキヤスト』のひとつ『神の召しよう喚かん』を目指す者たちの手で造られた存在なんだよ……」

「造られたって……」

　アンジェの言葉に、ブランは息を吞んだ。

「今から二十年くらい前まで、メトロポリタンには神しん獣じゆう教団と呼ばれる魔術師集団が存在し……『神の召喚』の実現を試みてあらゆる魔術実験を繰くり返していた」

　──『神獣』。魔法暦れき以後の地球において、最も人類に絶望を振ふりまいた最強の魔獣。

　特筆すべきは、六対──合計十二個の『赤金剛石レツドダイヤモンド』の魔眼。その絶大な魔力を恐おそれ、当時は三大国さえ休戦条約を結び、共同戦線を張ったほどだ。

「おれが生まれたのは『神獣』も教団も滅ほろんだあとだからな。詳くわしくは知らない」

「そう……若かりしころのスティーヴンが全てを滅ぼし、彼は『神獣殺し』の二つ名を得、メトロポリタンの英えい雄ゆうとなった。だからこそ……政治家でもなかったただの魔術師が、大統領に選ばれたんだよ……」

　ブランにとっては昔話の領域を、きのうのことのように語るアンジェ。

「これは私がＫＧＢに調べさせたことだから間ま違ちがいないのだけれど……その『神獣』も、そして『神獣殺し』の男も、ともに教団の神徒たちが生み出した魔術実験の産物だ」

「つまりステラパパは、人体実験で改造された魔術師ってことか？」

「そのとおり。『神の召喚』なんて、一流の召喚術師を何千人と集めたところで不可能だからね……。そこで教団は愚おろかしいことに、人間の手で『神』を生み出すことで奇跡の成じよう就じゆを為なそうと考えたわけだ……」

　今は亡なき者たちへのあざけりとともに、アンジェは言葉を続ける。

「力ある魔獣や優ゆう秀しゆうな魔術師を実験材料とし、『神獣』を含めてその全てが失敗に終わったわけだけれど……たったひとりだけ成功例と呼べる存在が生まれた」

「詳しいな。で、それがステラパパってわけか」

「まあ、『神獣』には期待していたからね……私を殺せるかもしれない存在として」

　懐なつかしげに目を細め、しかしアンジェはゆっくりと首を横に振った。

「だけど、その機会は訪おとずれなかった……私より先にスティーヴンが『神獣』と対たい峙じし、そしてたったひとりでアレを滅ぼしてしまったからね……」

「その英雄譚たんは昔よく聞かされたな。だけど子どものころから疑問だったんだが、どうやってそんな化け物を倒たおしたんだ？　お前が期待をかけていたってことは、人間ひとりで倒せるような魔獣じゃなかったんだろ？」

「キミがあり得ない確率でポーカーに負けたのと、同じ理り屈くつだよ……」

　そうして。

　アンジェは今まで浮うかべていた微び笑しようを、初めて忌いま々いましげに歪ゆがめた。

「どちらも、万にひとつの勝ち目もない戦いだったはずだ。だけど、億が一の可能性さえあればスティーヴンには充じゆう分ぶんなのさ……彼が教団によって大魔術附ふ与よされた『呪い』の恩おん恵けいでね……」

　彼女の眼まな差ざしは、水すい晶しようモニターの中でギャラリーたちに今も賞賛を受けているスティーヴンへと向けられていた。

　しかし、自らを称たたえるありとあらゆる言葉を、彼はなんの感かん慨がいもなく受け取っている。

　まるで、この程度の勝利など日常の一部とでも言わんばかりの態度だ。

「世界最強の国家魔術師スティーヴン・スティングレイは、一万回戦えば九九九九回負けるような勝負でも、たった一回、たったひとつの勝利の可能性さえあれば……初戦で必ずその可能性を引き当てられる」

「……は？」

「教団の神徒たちにとって、神とは決して敗北が許されない存在だったんだろうね……。狂きよう信しん者しやたちはあらゆる加護をスティーヴンに与あたえ、おそらく二度と再現できないであろう天文学的な確率で魔術相乗効果を及およぼし──そして神に最も近い男を生み出した」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　さすがのブランも二の句が継げなかった。

「彼を本気で倒そうと思うなら、一億回、一兆回戦ったとしても絶対に全勝できるような勝負を仕し掛かけなければならない……私には思いつかないけれどね……」

　だから私はあの男との勝負に興味がないんだ、とアンジェは付け加えた。

「インチキどころの話じゃないぞ」

「私もその事実を知ったときは、とんだ主人公補正だと罵ののしったものだよ……。彼が長年にわたって大統領選挙に勝ち続けているのも、人気だけの話ではないんだろうね……」

　いかなる局面、いかなる勝負においても発動する、絶対勝利の最善手。

　言うなればそれは、まさしく『主人公補正パツシブ・ヒーロー』──神の恩恵だ。

「そんなもん、勝てるわけがねえ……」

　頭を抱かかえるブラン。アンジェは不意にベッドから起き上がると、その横に寄り添そった。

「……男の子がなにかを諦あきらめるところは、あまり見たくないね」

　そう言って、彼女は艶えん然ぜんとした微笑をブランの目の前に近づける。

「な、なにを……」

「もしもスティーヴン・スティングレイのアルテナ来訪の狙ねらいが、キミと七詠唱セブンキヤストの排はい除じよにあるとしたら、ブラン君は戦わずして諦めてしまうのかい？　そうはいかないだろう？　私は、キミたちならあの男に勝てるかもしれないと思っている。だから、この機会にわざわざアルテナに戻もどり、キミのもとを訪れたんだよ……？」

　そうして、アンジェはブランが予想だにしなかった提案を口にする。

「私を、師し匠しようと呼んでみる気はないかい？」

「…………はい？」

　それは、大魔術師からの弟で子し入りの誘さそいだった。








第三章　ひきこもり大だい魔ま術じゆつ師し見習い









　豪ごう華か客船のパーティが終わり、招待客のほとんどが帰路についた。

　スティーヴンは船内のスパ＆サウナエリアにてサウナと水みず風ぶ呂ろと外気浴のローテーションを気の向くまま楽しみリラックスした後、久しぶりに愛まな娘むすめとの会話を楽しむべくステラの部屋へと向かっていた。

（それにしても……アルテナではファイブフアイブ・オブカード・ア・カインドのほうが強いのか。一いつ瞬しゆん負けたのかと思ったぞ。あのクソジジイのナチュラルロイヤルフラッシュを見たときは肝きもが冷えた）

　サウナ中はずっとポーカー勝負のことを思い返していたのだが、娘の部屋に近づくと、終わった勝負のことなどすぐにどうでもよくなった。そんなことより、エージェントとして新天地アルテナに送り出した愛娘との久しぶりの再会のほうが、よほど大事だ。

（また胸が大きくなっていたな。育ちざかりか。妻の若いころを思い出す）

　ポーカーフェイスの裏でしょうもないことを考えていたスティーヴン。

　と、ステラの部屋へと向かう最中、船内の通路でひとりの少女と鉢はち合あわせした。

　銀ぎん髪ぱつのツインテールをした、愛あい嬌きようのある小悪魔めいた雰ふん囲い気きを持つ少女。先ほどのポーカー勝負でディーラーを務めていたバニーガールだ。

　しかし、お風呂上がりと思おぼしき今の格好は、上下ともに純然たるパジャマであった。

「これは大統領閣下」

　スティーヴンの顔を目にした途と端たん、ウィッチは目を泳がせながらも軽く会え釈しやくした。

「そのパジャマ。見覚えがある」

「これですか？　せんぱ──いえ、閣下のお嬢じよう様さまにお借りしました」

「なぜ娘のパジャマを？」

「それはですね。デュセ──ルーヴルの第三王女殿でん下かが、この機会にどうしてもパジャマパーティというものをしてみたいと駄だ々だを捏こねられまして、それを閣下のお嬢様が快かい諾だくされましたので。あ、僭せん越えつながら自分も参加要員です」

　ウィッチの言葉に、スティーヴンは小さく頷うなずく。

（そうか。ステラは友だちの女の子たちと楽しい夜会の最中か。そこに父親がのこのこ顔を出すのはマズいな。実にマズい。危あやうく娘から「パパのエッチ！」とか𠮟しかられるところだった。間一髪だった）

「閣下？　どうされました？」

「いや。君のおかげだ。父親の威い厳げんに傷がつかずに済んだ。すまない。恩に着る」

　話の脈みやく絡らくが分からず、小首を傾かしげるパジャマ姿のウィッチ。

（かわゆい）

　ウィッチを見下ろしたスティーヴンは、内心そんなことを考えていた。

　もしかすると、神の加護めいた『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の持ち主とはいえ、ウィッチが持つ九きゆう尾び狐ぎつねの魅み了りようの魔力には大なり小なり影えい響きようを受けているのかもしれない。

「──じゃんけん、ぽん！」

　と、急にウィッチが掛け声とともに腕うでを突つき出した。

　スティーヴンも反射的に応じてしまう。これも『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の一端だ。咄とつ嗟さのこととはいえ、そしてたとえじゃんけん勝負とはいえ、不戦敗はありえない。

　ウィッチはパー。スティーヴンはチョキ。

「じゃんけんぽん！」

　即そく座ざに続行。ウィッチはチョキ。スティーヴンはグー。

「じゃ、じゃんけんぽん!!」

　グーとパー。パーとチョキ。パーとチョキ。チョキとグー。グーとパー。グーとパー。チョキとグー。パーとチョキ──と、立て続けの十連戦十連敗。あいこさえなかった。

「コンちくしょー!!」

　その結果、ウィッチは涙なみだ目めになって駆かけ足で立ち去ってしまう。

（かわゆい……）

　どうしてじゃんけん勝負など持ちかけられたのかスティーヴンには理解不能だったが、逃にげ去っていく少女の後ろ姿が可愛かわいかったのでどうでもいいことだった。

　ウィッチの正体が愛娘に近づく悪い男ムシの分身シヤドウで、さらに厚かましいことに魔ま術じゆつを悪用して今からパジャマパーティに交ざろうとしているなどと、さすがのステラパパといえども知る由よしもなかった。

「さて。どうするか」

　娘と過ごすつもりで空けておいた時間が、無駄になってしまった。

　スティーヴンはその場にぼんやりと立ち尽つくすと、仕方なく来た道を戻り始める。

　そのとき。

「大統領閣下」

　配下のＣＩＡの男がスティーヴンを呼び止めた。直属の部下ではあるが、その席についてまだ日の浅い男だ。スティーヴンは知らないことだったが、ステラにまとわりついていたところをブランに追い払はらわれた魔術師でもあった。

「閣下のお耳に入れたいことがございます」

「そうか。ここで話せ」

「それは……誰だれが聞いているか分かりません。閣下にとっても合衆国にとっても、不利益になりかねない話ですので」

　ＣＩＡは、無表情のスティーヴンと違ちがい、口元に陰いん湿しつな笑えみを浮かべていた。

「閣下のご息女──ステラ・スティングレイにまつわる話にございます」
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　魔術文化祭を明日あしたに控ひかえたその晩、船内のステラの自室に女性陣じんが集まっていた。

　部屋の主あるじであるステラを始め、デュセル、副会長、モリガン、そして今しがた到とう着ちやくしたばかりのウィッチ。

　ステラはスイートルームを自室として使っており、部屋数も多く家財も豪華で、なにより広い。その一室の床ゆか一面に布ふ団とんを敷しき、少女たちはパジャマ姿で枕まくらを手にささやかな夜会を開こうとしていた。

「パジャマパーティ、一度でいいからやってみたかったの！」

　長年の夢がまたひとつ叶かない、ご機き嫌げんな様子のデュセル。

「ほんとはブランも呼びたかったんだけどね」

「さ、さすがに男性をわたくしの部屋にお招きするのは困ります……」

　ちなみにデュセルのふたりの姉たちも参加したがっていたのだが、妹の猛もう反はん対たいにあって追い出されている。特に長ちよう姉しのエトワールは、この機会に何事か打ち明けようとしていたのだが──残念ながらデュセルが聞く耳を持たなかったため、先送りとなった。

（まったく、デュセルのやつ。この調子じゃ明日の魔術文化祭が始まるころには、完全にはしゃぎ疲つかれてるぞ）

　ウィッチに意識を憑ひよう依いさせたブラン。デュセルの命令で入浴時間をずらされひとり寂さびしく誰もいない女湯に涙し、先ほどスティーヴンにじゃんけん勝負を挑いどんで返り討うちにあった後、遅おくればせながらステラの部屋にお邪じや魔ましたわけだ。

「ねえブランくん。おねえちゃんまでお泊とまりしちゃって、ほんとにいいの？」

　パーティに何食わぬ顔で交ざる弟へ、モリガンがそう尋たずねた。

「あいよ。っていうか今帰って来られると、言い訳しようがないというか……、まったく師匠だの弟子だのあいつはなにを言い出すんだよ……しかも言うだけ言ったら返事も待たずにひとのベッドで眠ねむりこけやがって……」

「？　どうかしたの？　まさかおねえちゃんの知らないところで大事件が？」

「なんでもないなんでもない」

　美少女ロールプレイを忘れ、ブランの素すが出てしまっていた。アンジェに弟子入りを誘われたことに対する戸と惑まどいのせいだろう。ウィッチは慌あわてて手を振ふって、首を傾げるモリガンを誤ご魔ま化かそうとする。

「──で、具体的にパジャマパーティってなにするの？」

　と。

　突とつ然ぜんのデュセルの言葉に、周囲にいた全員が布団の上につんのめった。

「デュセルさん。なにも知らずに提案したんですか？」

「えーと……パジャマ着てみんなで集まれば、きっと楽しいんじゃないかなって……」

　束ね髪シニヨンを解ほどいて長い巻き毛を下ろしたステラに問われ、同じくポニーテールを解いていたデュセルが恥はずかしげに目を逸そらす。

「枕投げとか」

　ウィッチが男子的な意見を口にした。

「恋こいバナでしょう」

　副会長が珍めずらしく真っ当に女子的な意見を口にした。

「ええと、誰が誰を好きとか、わたくしが……とか、そういうのは恥ずかしいですから、違う話題にしませんか？　たとえば、わたくしたちの思い出話とか」

　なぜかブランの姉モリガンを強く意識している様子で、ステラが赤い顔で提案した。

「ふーん。子どものころの思い出ってこと？」

「おねえちゃん、ずっと子どもだよー」

「子ども時代の思い出といえば、わたしはよくブランドンめに八や重え歯ばをからかわれていました。ひとの欠点を悪あしざまに笑うなどやつの腐くさりきった性しよう根ねの表れです。幼いころからひきこもりの気があったやつを外に連れ出そうとするたびに大ゲンカになっていましたし、わたしは友だちのいないブランドンを哀あわれに思い仕方なく善意から接してやっていたというのにスカートをめくられ──思い出すだけでも腹立たしい！　あのクズ石め！」

　聞かれてもいないのに早口になる副会長。しかもなぜかブランの話ばかりだ。

「へえ。なかよしさんだったんだね」

　が、モリガンの漏もらした威圧感のある感想に、副会長は途端にぷるぷると身み震ぶるいし、饒じよう舌ぜつだった口を閉じて押し黙だまる。

「ブランのちっちゃいころの話、もっと聞きたい！」

「わ、わたくしもです！」

　すると、デュセルとステラが妙みような食いつきを見せた。

「し、しかしですね、あれも幼い時分から根はまっすぐで素直な男でしたし、曲がったことは嫌きらいで、誰かを傷つけようとする者がいればそれが大人でも食くって掛かかる豪ごう胆たんさもありましたし、泣いているわたしを慰なぐさめてくれたことも何度か──とまあ、長所を挙げていくなら話は尽きず夜は短く日はまた昇のぼると申しますか……」

　副会長はモリガンの冷たい視線に晒さらされながら、慎しん重ちように言葉を選ぶ。無論その内容はかなり脚きやく色しよくされていた。

「さすが幼おさな馴な染じみ。ブランくんのいいところをちゃんと分かってるんだね」

　最後のほうは完全に支し離り滅めつ裂れつだったが、とりあえずモリガンは満足したようだ。

「他ほかには？　もっと他には？」

「副会長さん、当時の写真とかお持ちかしら？」

　デュセルとステラも興きよう味み津しん々しんといった面おも持もちで、副会長の話の続きに期待している。

「そ、その話題、そろそろ変えませんか……？」

　一方ウィッチは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしていた。こんな女子だらけの場所で自分のことを言げん及きゆうされると、ブランとしてはあまりに恥ずかしい。

「次のひといきましょう！　次のひとの子ども時代！」

　騒さわぐウィッチ。

　副会長の隣となりにいたのはデュセルだ。自然と一同の視線がデュセルに集まる。

「あたし？　あたしの子どものころの話なんて、なにも面白くないわよ？　だって七歳のころからずっと幽ゆう閉へいされてたんだもん。いい思い出なんてまったくなかったし、友だちもひとりもいなかったんだから」

　だが、続く彼女の言葉に、周囲は申し訳なさそうに頭を下げる。

　そんな中、ステラだけがじっとデュセルの顔を見つめていた。

「デュセルさん。その、辛つらかった時期のことをお尋ねするのは失礼かもしれませんが、たとえば手紙のやりとり──文通相手などはいらっしゃらなかったんですか？」

「手紙なんて誰からも一度も来たことなかったわ。だってアルテナへの留学が決まるまで、父上ですら一度として会いに来なかったし手紙も寄よ越こさなかったんだから」

「……そう、ですか」

　デュセルの答えに、ステラは寂さびしげに濃のう紺こんの瞳ひとみを伏ふせた。

　その反応に、ウィッチは微かすかに首を傾げる。ブランの記き憶おくが確かなら、きょう文化祭についてのやりとりを交かわした際、デュセルが逃げるように立ち去ったときも、ステラはしょんぼりとした面持ちを浮うかべていた。

「ふーんだ。ステラはいいわよね。子どものころから友だちいっぱいいたんでしょ？」

　そんなデュセルの言葉に、ステラは小さく頷うなずく。

「ええ。否定はしません。みんな、わたくしの大切な友人たちばかりですから。でも──おひとりだけ気がかりな相手がいたんです。一度出会って、それきりで。わたくしは友だちのつもりで接していたのですが、彼女はどう思ってくれているのかしらと、長い間、ずっと気にかけていました」

「ふーん。でも、ステラだからだいじょうぶでしょ。だってあたしが言うのもなんだけど、ステラのこと嫌いになる子なんかいないわよ」

「──はい。ありがとう、デュセルさん」

　デュセルが口にした何気ないフォローに、ステラは心底嬉うれしそうに垂れ目を細めてほほえんだ。

「そのとおりです会長！　会長のお人ひと柄がらに触ふれたにもかかわらず、そのあと便りを寄越さなかったその相手とやらが不義理だったのです！」

「だめですよ副会長さん。誰にでも事情はあるものですから。それがどうしようもないことなら、なおさらです」

　明日は魔術文化祭の開かい催さい日。

　少女たちはパジャマ姿でくつろぎながら、ふけていく夜を楽しんでいた。







　ステラの部屋から少し離はなれた別のスイートルームは、ルーヴルの王女姉妹しまいに割り当てられていた。本来なら第三王女のデュセルもここに泊とまるはずだったが、今は別の部屋で友人たちと楽しい夜を過ごしており、そのままお泊まりの予定だ。

　ベランダからアルテナの夜景を眺ながめつつ、ナイトドレス姿のエトワールとエスポワールが就しゆう寝しん前にワイングラスを傾かたむけていた。

「綺き麗れいな景色ですわね、エスポワール」

「そうですわね、お姉様」

　大ぶりのワイングラスに少量注いだ琥こ珀はく色いろの葡ぶ萄どう酒しゆを僅わずかに口に含ふくみ、エトワールは憂ゆう鬱うつそうに椅い子すに身を預け、夜風にあたっていた。対面で赤ワインを手にしたエスポワールも面持ちは姉とそう変わらない。

　静かな夜だ。

　ウエノ学園の魔術文化祭は、学生だけの楽しみではない。来場客には魔都の住人たちも大勢やってくる。魔術師の聖地たるアルテナのお祭りでもあるからだ。

　ゆえに、文化祭を心待ちにして今夜は誰だれもが早く床とこに就ついているのだろう。

　エトワールたちの耳を打つのは、客船が浮かぶ海の波音と、あとはたまに聞こえてくる別室のデュセルの楽しげな声のみ。

「お姉様。まだデュセルには打ち明けておりませんの？」

　不意に、妹のエスポワールがそう呟つぶやいた。

　エトワールはなんとも気まずそうな顔で、小さく頷くのみ。

「三者面談を口実にしてアルテナにまで来たのは、デュセルにあれを返してあげるためですわよね、お姉様」

　そう言ってエスポワールは、室内のテーブルに置かれた小箱へと目を向けた。

　ルーヴルの王族が持ち歩くには、いささか簡素な代しろ物ものだった。

「デュセルは、許してくれませんわね」

　再び夜景へと目を向けるエトワール。

　夜空に浮かぶ満天の星のもと、魔ま獣じゆうが胎たい動どうしているとは思えないほどの美しい景色が広がっている。時折ちらほらと夜間用の蛍けい光こう空飛ぶ箒スカイ・スウイープに腰こし掛かけている住人の姿もあった。この平和な魔都の景色を、エトワールは父とともに一度は滅ほろぼそうとしたのだ。

　妹であるデュセルに呪のろわれた聖遺物を押しつけ、魔力暴走を起こさせようとして。

　しかも、その呪じゆ術じゆつを附ふ与よした聖遺物は、デュセルにとっては母の形見たるカリナンの戴たい冠かん宝器──あまりに非道な仕打ちだ。外げ道どうとさえ呼んでもいい。

「自らの愚ぐ行こうが、今となっては悔くやんでも悔やみきれませんわ」

「……そうですわね。そう、そのとおりですわね」

　悔かい恨こんしているのは、同じくデュセルを陥おとしいれようとしたエスポワールも同じこと。

　今のふたりにとって、デュセルに謝ることにはなんの抵てい抗こうもない。持って生まれた気位の高さも、今や妹の前ではゴミクズ同然だ。そうした価値観の変化に関しては、彼女らはきっかけとなったモリガンに感謝さえしている。

　ただ、デュセルが許してくれるはずなどないという自責の念が、デュセル自身の与あずかり知らぬところで大きく膨ふくれ上がり、ふたりを臆おく病びようにさせていた。

「今デュセルが部屋に帰って来てくれれば、すぐ渡わたせそうなものですのに」

　エトワールは臆病さを言い訳にしている己おのれへの苛いら立だちを募つのらせて、いつの間にか空にしていたワイングラスを、八つ当たり気味にベランダの外へと放ほうり捨てた。

　放物線を描えがき、豪ごう華か客船の最上階フロアから海面へと落ちていく透とう明めいなグラス。

　水音とともに海に沈しずむ寸前──

　グラスは、スティーヴンのいる部屋の窓まど際ぎわを通り過ぎた。

「どういうことだ」

　客船の船底近くに位置する、窓がひとつあるだけでなんの変へん哲てつもない中部屋。普ふ段だんは倉庫として使われているような、ひと気のない場所。

　そこに、スティーヴン・スティングレイと、先ほど彼に声をかけた直属のＣＩＡ諜ちよう報ほう員とその仲間たちが集まっていた。

「どうもこうもありません、大統領閣下。ご覧いただいているとおりです」

　室内のテーブルに乱雑に並べられた資料の数々。

　その、拡大された一枚の写真に写っているのは、スティーヴンの愛まな娘むすめであるステラの姿だった。その服装は紺こん碧ぺきの魔術ローブ。『完全物理耐たい性せい』を施ほどこした、娘のために特注させた一品だ。だが、問題はそこではない。

　写真に収められたステラの、六条の星の輝かがやきを持つ瞳──

　その瞳が、赤い。

　本来なら『星条青玉スターサフアイア』の位階を持つはずのステラの濃紺の瞳が、忌いみ嫌われる真しん紅くに染まっていたのだ。

「閣下。この写真を始めとした全すべての資料は、ご息女ステラ・スティングレイがアルテナでの任務中に緋眼堕ちレツドとなった事実を示しております」

　──緋眼堕ちレツド。

　禁呪に手を出した魔術師の瞳は、世に害を為なす魔獣と同じ赤い色に染まる。

　緋眼堕ちレツドは三大国でも新天地アルテナでも等しく魔術犯罪者として扱あつかわれ、その多くは指名手配犯となり、最後には封ふう印いん、あるいは極きよつ刑けいという末路が待っている。

「なにかの間ま違ちがいではないのか」

　変わり果てた瞳の娘の写真を手に、スティーヴンが呻うめく。

「俺がきょう目にしたステラの瞳は間違いなく青かった。お前たちも知っているはずだ。一度でも禁呪に手を出した魔術師の瞳は決して澄すんだ青に戻もどることはないと」

　ＣＩＡがスティーヴンに見せている資料は全て、数週間前のブランとアンジェの戦いの際、アンジェの禁呪によって魔力を汚お染せんされ、『星条紅玉スタールビー』の傀かい儡らいに仕立てられていたときのステラの姿を記録したものだった。

　一時的なものとはいえ、ステラが緋眼堕ちレツドとなっていたのは曲げようのない事実。物的証しよう拠こが揃そろっているとなれば、もはや誤ご魔ま化かしようはない。

「しかしこの資料が明るみに出れば、誰も閣下の弁やご息女のことは信じますまい。それは合衆国内に限らず、ルーヴルやエルミタージュは当然として、新天地アルテナからの非難の声も避さけられません」

　そこまで言って、ＣＩＡの男は下げ卑びた笑えみを浮かべた。

「なにせ、魔術犯罪者に堕おちるような娘を、閣下がアルテナに送り込んだのですから。この事実は他ほかの大国にとっては格好の餌え食じきとなりますぞ」

　──スティーヴンの目は節穴ではない。

　娘を糾きゆう弾だんする目の前の男たちの瞳に、自分に対する敵意が秘ひめられていることに、すでに気づいていた。

「貴様らは何者だ」

「もちろん閣下直属の……」

「神獣教団の残党──神徒どもか」

　のらりくらりとかわそうとした代表の男が、続くスティーヴンの言葉に声を詰つまらせた。

「卑いやしい狂きよう信しん者しやの生き残りがＣＩＡ内部にまで入り込んでいたとはな」

　スティーヴンの『黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳が、暗く輝く。

「娘を犯罪者に仕立て上げて身み柄がらを拘こう束そく。あれは高い位階の持ち主だ。実験材料とするには最適だろう。そしてあの子の魔力を使ってまた『神の召しよう喚かん』でも目指すつもりだな。それに──俺を大統領の座から引きずり下ろすのにこれ以上のゴシップはない」

「……さ、さすがは閣下。お話が早い」

　凄すごむスティーヴンの迫はく力りよくに気け圧おされながらも、男は虚きよ勢せいを張った。

「だが。ここで全員皆みな殺ごろしにすれば済むことだ」

　しかし、やはり大統領のポーカーフェイスは揺ゆるがない。闇やみを映したかのような黒い瞳ひとみには殺意の焰ほのおが灯ともっていた。

「ま、待ってもらいましょうか！　この地で我われ々われ全員が命を落とすようなことがあれば、本国に残った教団の同志たちが全資料のコピーを公表する手はずとなっておりますぞ！」

　脅おどしではないと理解したのか、男は慌あわててステラの資料を盾たてにとる。

「そうなれば本国の奥方様も無事では済みますまい。閣下、利口な対応を望みます」

「……俺になにをさせたい」

「先ほどといい今といい、勘かんの鋭するどい御ご仁じんですな。当然、ステラ・スティングレイを我らが教団のラボに迎むかえ、そして貴方あなたを追い落としたいだけなら、こうしてこちらの手のうちを明かして了りよう解かいをとる必要などありませんからな」

　教団の残党であると自ら認めた男──神徒のひとりは、下卑た笑みを強める。

「我々が望んでやまない『神の召喚』。ご息女以上にその生いけ贄にえに相応ふさわしい魔術師が、このアルテナにはいるではありませんか」

「……伝説のオリハルコン位階、か」

「左様。ルーヴル王国を一夜にして屈くつ服ぷくさせたという魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』。閣下には、その主あるじたる魔術王を名乗る者を生きたまま捕とらえていただきたい」

「……確かに。オリハルコン位階の噂うわさが本当なら、娘よりよほど高い魔力を持つ魔術師だろう」

「そうすれば我々もステラ・スティングレイの不ふ祥しよう事じを握にぎり潰つぶしましょう。無論、閣下にはいずれ退たい陣じんしていただくことにはなりますが……」

　教団の面々の申し出は、あまりに単純だった。

　人体実験の材料として、ステラ以上の逸いつ材ざいがいる。ブランだ。その身柄を手に入れるために、ステラを利用してスティーヴンを焚たきつけた。

「いいだろう。娘のためだ。貴様らに使われてやる」

「物分かりが良くて助かります。賢けん明めいですな、閣下」

「だが」

　──と。

　突とつ然ぜんスティーヴンは、今まで自分と交こう渉しようしていた教団の男の首を摑つかんだ。

「先ほどこう言っていたな。我々全員が命を落とすようなことがあれば──と。だから全員の命はとらん。しかし貴様は駄だ目めだ」

　スティーヴンの腕うでに力がこもる。

　首が絞しまり息も出来ず、男は顔面蒼そう白はくでもがき始めた。

「理由はふたつ。俺のおス星テ様ラを利用したから。そして俺に勝ち誇ほこったからだ」

　他の教団の面々が制止の声を挟はさむ暇ひまさえなかった。

　ＣＩＡ内部に入り込み、大統領直属という高い地位についただけあって、男も相当な魔術師ではあったのだろう。だが、首を絞められてはどうしようもない。呼吸が出来なければ声が出せず、呪じゆ文もんを唱えて魔術を行使することも不可能だ。

　すぐにも首の骨の折れる鈍にぶい音が部屋に響ひびいた。

　スティーヴンは欠片かけらほども呼吸を乱すことなく、今しがた自分が絶命させた男の死体を無造作に床に投げ捨てる。

「閣下！　わ、我々にもしものことがあれば、本国の同志たちが──」

「他の者には手を出さん。貴様らが俺との約束を守る限りは。この男はアルテナの任務中に不幸にも命を落とした。本国に戻れば立派に国こく葬そうしてやる。それとも……たったひとりの仲間の死に憤いきどおって全てご破算にするか？」

　教団の神徒は顔を見合わせると、まるで大統領の指示に従っているかのように、黙もく々もくとステラに関する資料を片づけ、そして仲間の死体をも片づけてしまう。

　無人となった部屋にひとり残ったスティーヴンは、やはり無表情のまま、窓から外の景色へと目を向ける。しかし、つい先ほどまで眩まばゆいほどに星々が輝いていた夜空には、いつの間にか重々しい暗雲が立ち込めていた。
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　ブランは困り顔で自分のベッドを眺ながめていた。

　とっくに日付も変わり、パジャマパーティの面々も魔術文化祭に備えてすでに眠ねむってしまっている。

　ゆえにブランは『魔女ウイツチ』への憑ひよう依いを解き、意識を自室へと戻したわけだが──

「すや……すや……」

　今もベッドはアンジェに独どく占せんされており、彼女はブラン愛用の枕まくらを抱かかえて気持ちよさそうに寝ね息いきを立てていた。

「まったく、なんなんだよ、こいつは。師し匠しようと呼べだの弟で子しになれだの持ちかけておきながら、勝手にぐーすか寝てるんじゃねえよ。……ま、眠ってくれたからこそ、おれものん気に『魔女ウイツチ』に憑依していたわけだが」

　ブランも自分勝手な自由人としてはそれなりの自負がある。なにせ、魔術学園の生徒でありながら分身シヤドウに通学を代行させているようなひきこもりだ。

　しかし、アンジェの自由奔ほん放ぽうぶりはそれ以上のもの。勝手に家に押しかけ、風ふ呂ろに入り、着衣を奪うばい、冷蔵庫の中のものを漁あさり、今こうして部屋の主のベッドで爆ばく睡すいしている。

　と、アンジェが寝返りを打ち、着き崩くずれたワイシャツの隙すき間まから白い肌はだが覗のぞいた。

　一晩と経たたないうちにすっかり慣れてしまったのか、その程度のことでブランも動どう揺ようして顔を背そむけることはなくなった。自分のことをズボラと自覚している者ほど、自分以上にズボラな人間には呆あきれるものなのだろう。

「……今のおれじゃ勝てない、か」

　不老不死の少女の寝顔を見、ブランは床ゆかに座り込んで肩かたを落とす。

「くっそー。このおれが負けるなんて……なんかこー滅め茶ちや苦く茶ちや悔くやしい。考えてみればおれって今まで敗北経験なんてなかったんじゃないか……？」

　無力感は、アルテナの『三種の神器』を用いた実験による魔力暴走で、十年前にいやというほど味わった。しかし敗北感は、無力感とはまったく別のものだ。

　普通なら弟として生まれてきた時点で、力の強い兄や姉に負かされてしまうのが世の常。そこでまず、弟という生き物は生まれて初めての敗北感を覚えることになるはず。

　ましてやブランの姉はただの姉ではなく、七詠唱セブンキヤストでも最強を誇る全知全能の姉だ。

　しかし、彼はモリガンとただの一度としてケンカをしたことがなかった。姉弟きようだいのいさかいはもちろん、意見が衝しよう突とつしたこともない。決まって姉が弟を立てるからだ。

「考えてみれば、ねえちゃんが家にいない夜なんて、初めてじゃないか？」

　モリガンの身が急に心配になって、ブランは水すい晶しようモニターへと視線を戻す。

　姉はというと、永遠の九歳児だけあって夜よ更ふかしに耐たえられず、パジャマパーティの途と中ちゆうで真っ先に寝落ちしていた。今はウィッチを抱だき枕に、むにゃむにゃと眠っている。

「ま、ねえちゃんを心配する必要はないだろうけど──ん？」

　そのとき。分身シヤドウたちの視界を映している水晶モニターのひとつが、妙みような反応を示した。豪ごう華か客船の船底で起こった謎なぞの魔力の昂たかぶりを、『大賢者ワイズマン』が感知したのだ。

　位階はコランダム。それもかなり高い魔力を有している。

　今この船でサファイアの輝かがやきを宿す瞳の持ち主は、『星条青玉スターサフアイア』のステラと、その父である『黒青玉ブラツクサフアイア』のスティーヴンのみ。

　ステラはウィッチと同じ部屋で今も寝息を立てている。先ほどからデュセルの寝姿とともに【●ＲＥＣ】させているから間違いない。

「となると、ステラパパが……？」

　ブランは船内にいる分身シヤドウのいずれかを動かそうとして──妙な胸むな騒さわぎを覚え、その手を止めた。一体を除いて、他の全すべての分身シヤドウはすでにスティーヴンやステラと顔見知りになってしまっている。こんな時間帯に船内をうろつかせて怪あやしまれるのは避けたい。

「……まだひとり、手の空いている分身シヤドウが残っていたな」

　ブランはそう言って、水晶モニターのひとつに目を向けた。

　そこに寂さびしげに映し出されていた景色は、ウエノ学園の夜の教室と、見事に整然と並べられた美少女フィギュアの数々であった。







　──同時刻、ウエノ学園。

　主であるブランからようやく待機命令が解除され、美少女フィギュアの展示室で寝ずの番をしていた『黒魔導師ウオーロツク』が、三角座りを止やめて身を起こす。

「任務了解。これより移動する」

　数多くの禁呪を搭とう載さいしたウォーロックには他の分身シヤドウのような憑依機能はなく、完全な自律行動型だ。ゆえに彼は常に主の命令に忠実に従う。闇の中で『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔ま眼がんを輝かせ、フィギュアにぶつからないよう慎しん重ちように教室を出た。

　こんな真夜中といえども、学舎の教室内からは、泊とまり込みと思おぼしき生徒の魔力がいくつか感じられる。その甲か斐いあって魔術文化祭の準備はなんとか終わっている様子だが、賞金首であるウォーロックとしては万一にも気づかれることのないよう学園の敷しき地ち外へ出なければならない。

　移動中、誰だれかが置き忘れていると思しき空飛ぶ箒スカイ・スウイープのひとつを拾い上げ、跨またがるのではなくサーフボードの要領で両足を柄えの前後に乗せる。

　その瞬しゆん間かん。

　空飛ぶ箒スカイ・スウイープはウォーロックの高い魔力を注がれたことで急速発進し、夜風を裂さき分厚い雲を抜ぬけて、煌こう々こうとした月夜へと高く高く飛び上がった。

　魔術師の都の遥はるか頭上、無人が保たれていた雲の上の夜の世界。

　遠く離はなれた星々にほんの僅わずかに近づいたウォーロックは、感かん慨がいもなくその景色を一望するとともに魔力を周囲に発し、足元にたゆたう全ての雲を一瞬で散らしてしまった。

「目的地、位置補ほ促そく──」

　次いで、眼下に広がる魔都の街並みの端はし、港に停てい泊はく中の豪華客船の姿を目にするなり、急降下とともに船上へ向けて滑かつ空くうする。

　ものの数秒で、空飛ぶ箒スカイ・スウイープは船上へと到とう達たつした。

「ここが、おれだけ呼ばれなかったパーティ会場か」

　少し根に持っているかのような物言いとともに、ウォーロックは借り物の箒スウイープを乗り捨て、甲かん板ぱんに着地する。

　すでに立食パーティで使われたテーブル等は片づけられており、とはいえステラのペットたちはまだ戻もどっておらず、がらんとしていた。

　例外といえば──

　人ひとり入りそうな荷に袋ぶくろを担かついだ、数人の怪しげな男たちがいることくらいだ。

　ＣＩＡの国家魔術師が着用するローブを身に纏まとった彼らは、ウォーロックの姿を見るなり、目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

「何者だ！」

「あの瞳ひとみを見ろ、禁呪使いだ！」

　もっとも、彼らからすればこの客船はアルテナにおけるＣＩＡの活動本ほん拠きよ地ち。そこへ魔ま獣じゆうと同じ緋ひ眼がんを隠かくそうともせずに現れたウォーロックのほうが、よほど怪かい人物だ。

「黙だまれ。全員、大人しくしろ」

　ウォーロックは愛用しているプラチナミスリル製の二丁魔ま銃じゆうのうち一丁を抜き放ち、その黒々とした銃口をＣＩＡ──正確には神獣教団の神徒たちへと向ける。

「我が弾だん丸がんは眠りを誘さそう」

　彼らが呪文を唱えるより早く、ウォーロックは引き金を引いていた。

　殺傷能力の高い禁呪を操あやつるウォーロックだが、相手に危害を与あたえない魔術を使えないわけではない。睡魔の弾丸は神徒たちを一瞬で無力化させた。

　そうして。

　次々と倒たおれ伏ふしていく男たちの足元、甲板の上に放ほうり出された荷袋へとウォーロックが歩を進めようとした、そのとき。

「俺の部下でもなんでもない連中だが……殺さずにいてくれて助かったと言うべきか。いっそ殺してくれたらと言うべきか」

　ウォーロックの前に、ひとりの男が立ち塞ふさがった。

　裾すそが長く分厚い毛皮のコートを肩に羽織り、左目を眼帯で覆おおったその姿は、メトロポリタンのトップ、スティーヴン・スティングレイに他ほかならない。

「何者だ」

　闇やみの中から現れたスティーヴンは簡潔に尋たずねた。

（ワイズマンめ。大統領の接近くらい知らせろ）

　珍めずらしくも、ウォーロックは胸中で悪態をつく。

　だが、あの老教授の魔力探知すら避さけてスティーヴンがこの場に現れたのも、そこにウォーロックが居合わせたのも、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の為なせる業わざだろう。偶ぐう然ぜんの強運さえ引き寄せる、持ち主にとってあまりに都合の良い、神の加護。

　無論ウォーロックにとってその加護は、最悪と言っていいほど都合が悪かった。

「──戦う意思はない」

　ウォーロックは手にしていた魔銃をホルスターに戻し、敵意がないことを示す。

「悪いな。俺は緋眼堕ちレツドの言い分を信じない。信じようとも思わない。それに今夜は……その赤い瞳のせいで不ふ機き嫌げんが続いている」

　が、スティーヴンにとっては不ふ審しん者しやの敵意の有う無むなどどうでもいい話だ。

「貴様。七詠唱セブンキヤストのひとりだな。ステラの報告にあった。ひとりだけ緋眼堕ちレツドの犯罪者が交じっているとな。名前は確かウォーロック」

　こういうとき、指名手配犯として扱あつかわれていると弁明のしようがない。

　ウォーロックは観念し、大統領の問いかけに静かに頷うなずいた。

「俺は貴様らのリーダーに用がある。名も知れぬ魔術王に。死にたくなければ知っていることを全て話せ」

「断る──主あるじの身を危険に晒さらすことは出来ない」

　スティーヴンとウォーロックの間に、言いようのない緊きん張ちよう感かんが張り詰つめる。

「ならばここで死んでもらう。どうせ七人全員狩かり出そうとは思っていた。緋眼堕ちレツドを見過ごしてやるつもりも最初からなかった」

「だろうな」

　スティーヴンは右の隻せき眼がんをウォーロックに向けたまま、ゆっくりとコートを脱ぬいだ。

　仕立ての良いスーツの上に装着した、大型のホルスター。

　そこに収納されていたのは、随ずい分ぶんと年季の入った、一丁の旧式銃だった。

　よほど古いものなのだろう。銃と呼ぶにはその外観も構造も理想形に程ほど遠とおく、装そう飾しよく品として造られたかのような形状だ。

「それがそちらの聖遺物か。まさか、同じ銃使いとは」

「旧きゆう暦れき時代の神聖ローマ帝てい国こく……その玉璽レガリア級聖遺物『双頭鷲二連銃』だ。我がメトロポリタンが所有する聖遺物の中でも内包魔力量は五指に入る」

　スティーヴンの持つ、二に連れん銃じゆう。

　製造時期は旧暦の十五世紀末か十六世紀初頭──双頭の鷲とヘラクレスの姿があしらわれた、皇帝カール五世の金色のホイールロック式二連銃。おそらく人類史においても、自動点火装置を組み込んだ銃の中では最も古いもののひとつだろう。

　対するウォーロックの魔銃は、魔法暦に入ってからメトロポリタンの魔導科学サイエンスマギカ技術でもって造られた、対魔術師戦を想定した最さい新しん鋭えいの銃だ。

　魔力を宿した銃を魔術の発動体として用いる国家魔術師は多い。

　人類の遺伝子に刻みつけられ、誰もが畏い怖ふする、殺意が具現化した形状。銃口を向けるという敵意に満ちた動作。そうした、いわば指向性が、攻こう撃げき呪じゆ文もんを唱える際の集中力と想像力に直結するからだ。

「早はや撃うち勝負か。ガンマン気分だ。だが俺に勝てるか？」

「試ためしてみよう」

　スティーヴンとウォーロック。

　面おも持もちは互たがいにポーカーフェイス。

　無機質に睨にらみ合ったまま、ともにホルスターの銃へと手を伸のばす。




「──我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス」




　同時に、スティーヴンが呪文を唱えた。

　瞬間その右目に、眩まばゆい六条の星の光が宿る。

　目の前の光景にウォーロックはもちろん、分身シヤドウの目を通してスティーヴンと対たい峙じしていたブランも驚きよう愕がくせざるを得なかった。

　その瞳の位階は、『黒青玉ブラツクサフアイア』などではない。

　娘むすめであるステラと同じ、稀け有うなスターエンブレムの輝きを宿した今のスティーヴンの瞳は、ブランも初めて目にする『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』──

　もしも隻眼でなければ、デュセルのダイヤモンド位階すら凌りよう駕がし、ブランやアンジェのオリハルコン位階にさえ匹ひつ敵てきするのではという、圧あつ倒とう的てきな魔力放出量。

「今の今まで、本気を出していなかったのか」

　明かされたスティーヴンの真の位階を前に、ウォーロックの緊張が強まる。その目を通し、ブランはワイズマンが感知した魔力の正体を知った。

「合図はいらん。いつでも好きに撃ってこい」

　強きよう烈れつな威い圧あつ感かんとともにスティーヴンが言い放った。

　ウォーロックの『緋緋色金レツドオリハルコン』と、スティーヴンの『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』。両者の瞳が派手に火花を散らすことはなかった。対峙の緊張感はその対極。

　銃を抜き、引き金を引く──その瞬間に静かに備え、魔力を漲みなぎらせていく。

　互いに向き合い、瞬まばたきさえしない。
















　頭上の月が僅かに雲に隠れる。

　静せい寂じやくを乱す、ほんの小さなさざ波の音だけが、船上へと届く。

　ざ、

　ざざ、ざ、

　と。

　波が、止やんだ。

　その一瞬を合図にしたかのように、ウォーロックが、そしてスティーヴンが動いた。

　先に銃のグリップを摑つかんだのはウォーロック。だが、先に銃を抜いたのはスティーヴンだった。玉璽レガリア級聖遺物『双頭鷲二連銃』から放たれた魔弾が、今まさにトリガーを引こうとしていたウォーロックの胸を容よう赦しやなく貫つらぬく。

　それが決着。

「馬ば鹿かな、そんな旧式の銃で──」

　ウォーロックは、おそらく分身シヤドウとして造られて初めて、ブランを成長させた精せい悍かんなその顔に、驚愕と屈くつ辱じよくがないまぜになった表情を浮うかべていた。

「そうだ。俺のほうが早かった。理り屈くつは簡単だ。その程度のことも分からずに銃使いを名乗ったのか」

　再び月が雲から顔を出し、月光が船上を照らす中、スティーヴンが口を開いた。

「使う呪文の強弱は問題ではない。互いの魔力量もな。結局は扱う銃の問題だ。俺はこの銃にあらかじめ軽量化の魔術を附ふ与よしておいた。銃が軽いほうが──銃を早く抜ぬける」

　魔術師とは、物理法則を歪ゆがめる存在だ。

　物体の重量を消す呪文など、習うのは初歩の初歩。

　魔術戦とさえ呼べないほどの、明快な基き礎そ知識。しかし、スティーヴンとウォーロックの勝敗を決し、その明暗を分けたのは、そんな単純なことだった。

　──否いな。単純の一言では片づけられないだろう。

　世界最強の魔術師と、世界最強の国家魔術師の差。そして、たかだか十七のひきこもりの少年と、その倍もの歳さい月げつを戦場で生きてきた大人の、明確な差。

　歴然とした、戦せん闘とう経験値の差だ。

　スティーヴンは今まで秘ひ匿とくしていた己おのれの真の位階を明かし、『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳に注目を集めた隙すきに、密ひそかに自らの銃に軽量化呪文を施ほどこしていたのだ。そしてその駆かけ引きに、最後までブランもウォーロックも気づかなかった。

　スティーヴンが『主人公補正パツシブ・ヒーロー』などという反則技わざを備えていなかったとしても、おそらく勝てはしなかっただろう。

　致ち命めい傷しようを負ったウォーロックの体が、淡あわい魔ま力りよく光とともに力なく崩くずれ落ちる。

　次の瞬しゆん間かんには、彼の鋳い型がたである聖遺物『八ヤ咫タノ鏡カガミ』が甲かん板ぱんの上に転がっていた。

「魔術師の姿が聖遺物に？」

　スティーヴンは変わり身の魔術の可能性も考えたが、相手には致命傷を与えた。逃にげていたとしても、先は長くないはずだ。

「アルテナの三種の神器のひとつか。まさかこんな機会に手に入るとは」

　頭上の月を鏡面に映した神鏡を、スティーヴンは訝いぶかしげに拾い上げる。

　と、そこへ。

「パパ！」

　大おお慌あわてで甲板へとやって来たのは、パジャマ姿のステラだった。サファイアの瞳ひとみに同じ星の輝かがやきを持つ者同士、魔力に共鳴して目覚めたのだろう。

「ステラ。どうかしたのか」

　スティーヴンは神鏡を懐ふところに収め、瞳の星の輝きを再び自ら封ふう印いんし、娘を出で迎むかえた。

「どうかしたのかじゃありません！　今、銃じゆう声せいが聞こえたようですが……」

「ああ。それか。それな。海から巨きよ大だいな大王イカが顔を出したんだ。魔ま獣じゆうと勘かん違ちがいして必要以上の攻撃呪文を使ってしまった」

　娘の指し摘てきに、スティーヴンは真顔で返答した。

　普ふ段だんどおりの鉄面皮。とても冗じよう談だんを言っているような顔つきではない。が、信しん憑ぴよう性せいなどまるで皆かい無むな言い訳だった。

「もうパパったら……またそんなしどろもどろの噓うそをついて……」

　やはり娘だけあってステラにはスティーヴンの内心が見て取れるようだ。

　父の隠かくしごとくらいは、ステラも一瞬で看破していた。

「……すまん」

「まったくです」

「お前には無理難題を押しつけてばかりだな」

「それもまったくです。わたくし、アルテナへの派は遣けん命令を言い渡わたされたときも、とても驚おどろいたんですから」

「ああ。そうだな」

　──思えば、常に手元に置いておきたいくらいに溺でき愛あいしている娘を遠ざけたのは、こういう日が来ることを恐おそれてのことだった。

　スティーヴンは、自分と同じ星の輝きを宿すステラの紺こんの瞳を覗のぞき込んだ。彼のスターエンブレムは、思い出したくもない非道な魔術実験で後天的に宿ったもの。

　だが、彼の魔力を受け継ついで生まれてきた娘は先天的にエンブレムを宿している。もしも本国に神獣教団の残党がいれば──そうでなくともどんな手段を講じても『魔法』を目指す者たちは多い──高い魔力を持つ娘が標的にされかねない。だから、あえて親元から離はなし、アルテナへと遠ざけたのだ。

「パパ？　聞いていらっしゃいますかしら？」

　しかし──

　今やその不安は現実のものとなってしまった。

「……アルテナに派遣されたことは不満か？」

「いいえ。故郷から遠く離れた場所で暮らすことに最初は戸と惑まどいましたけど、学園のみなさんはよくしてくださいますし、色々な嬉うれしい出会いもあって、おともだちも増えました。気になる男の子もできました。それに、会いたかったひととも会えましたから」

「──気になる男のくだりを詳くわしく」

「だめです」

　聞き捨てならない台詞せりふに反応を示すスティーヴンに対し、茶目っ気のあるほほえみをおっとりと浮かべるステラ。

　とはいえ、聞きたかった言葉が聞け、スティーヴンは僅わずかに安あん堵どした。

　もちろん気になる男の子云うん々ぬんのくだりでは断じてない。

　現状、彼にとってもステラにとっても状じよう況きようは最悪だ。だが娘がアルテナで禁呪に手を染めて緋眼堕ちレツドになった可能性は絶対にない。娘は以前と変わらず善人だ──そうスティーヴンは確信した。

「……無理難題といえば。お前にひとつ頼たのんでおいたことがあったな。アルテナの魔術王に関してだ」

　だからこそ、スティーヴンは信じる娘を濡ぬれ衣ぎぬから守るため、戦わなければならない。

「は、はい。ですがごめんなさい。依い然ぜんとして正体が分からなくて……」

「そうか。ＣＩＡからワイリー・ワイズマン教授が七詠唱セブンキヤストの有力候補であると報告を受け取った記き憶おくがあるが」

「それも確証はありません。ただ、魔術師の聖地とされるアルテナで魔術結社として活動するのなら、それなりに地位のある人物も関かかわっているのではないかしらと……」

「メンバーでなくとも、パトロンの可能性はあるということか」

　スティーヴンとしては、今すぐにでも船内のワイズマンの客室に乗り込んでしまいたいくらいだった。

　とはいえしかし、先ほどウォーロックを撃退したばかり。

　あれで死んだにせよ生きているにせよ、本当に関係者なら向こうも警けい戒かいを強めているだろう。それに、娘の船で揉もめごとを起こしたくはない。

「そういえば」

　不意にスティーヴンは口を開いた。

「今夜のパーティの招待客……お前が個人的に招いた客も何人かいたな」

「え、ええ。ブランさんとそのお姉さん、おふたりの親しん戚せきの男の子に、デュセルさんのメイドさん。あとは同じ生徒会の副会長さんです」

　デュセルたちルーヴル王国の三姉妹しまいも国こく賓ひん扱あつかいで、学会でも名高いワイズマンは最初から正式な招待客だ。そのため、ステラが個人的にコネを利きかせたのは五人だけ。

「ブラン……パーティでお前の隣となりにいた学生魔術師か」

「はい。わたくしの後こう輩はいさんで、その、うふふ」

「まさかその男が？」

「え？　まさかとは……？」

　スティーヴンとステラ。ともに顔を見合わせる。

　やがてふたりは悟さとった。親子同士、言葉にせずとも伝わることがある。

　つまり、相手が今なにを考えているか──




（まさかその男が気になる男なのか!?）

（まさかパパったら、ブランさんのことを七詠唱セブンキヤストの魔術王だと!?）




　──いや。まったく嚙かみあってなかった。大間違いのすれ違いだった。

「ち、ち、違います！　違うんです！　それはあり得ません！」

　顔を青くして否定するステラ。

（パパの誤解を解かないとブランさんに迷めい惑わくがかかってしまいます！　でも、わたくしが一度ブランさんに決闘で負けてしまったことは、調べればすぐに分かってしまいます。疑いの目を持たれるかもしれません……どうしましょう、どうしましょう……）

　しかし今は真夜中。ポーカーフェイスの裏で動どう揺ようしまくりなスティーヴンには、暗がりの中で娘むすめの顔色が変わったとしか分からない。

（娘が顔を赤くしている。そしてムキになって否定している。若いころの妻と同じ反応だ。やはりあの男に惚ほれているのか。そうなのか。間違いないのか）

　顔色を見間違い、立ちくらみを起こすスティーヴン。

「パパ!?」

「なんでもない。俺も床ゆかに膝ひざをつきたくなることは稀まれにある」

　ステラに支えられながら、スティーヴンは気持ちを切り替かえた。

　今は非常事態だ。娘のボーイフレンド候補のことを気にしている場合ではない。全すべてが片づいてから、ブランとやらのことは片づければいい。

　それより、娘のいないところでワイズマン教授を詰きつ問もんする必要があった。

　必要ならば、強きよう硬こう手段に訴うつたえることも辞さないつもりで。

「ステラ」

「は、はい？」

「魔術文化祭とやら……俺も遊びに行く」

　催事中のウエノ学園に直接赴おもむけば、ワイズマンとふたりきりになるチャンスはいくらでもある──そう考えてのスティーヴンの判断。しかしその言葉を聞き、ステラの顔色は青白いを通り越こして真っ白になってしまった。




　　　　[image: くぎり]




「ウォーロックが早はや撃うち勝負で負けるなんて……」

　ブランは自室でこれ以上ないくらいにヘコんでいた。

　ポーカーやじゃんけんと違い、『黒魔導師ウオーロツク』の敗北は誤ご魔ま化かしようがないくらい決定的なものだった。負けただけでなく、聖遺物まで奪うばわれてしまったのだから。

「ふぅん。私も知らなかったよ……まさかスティーヴン・スティングレイの魔術師位階が『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』だったなんて……すっかり騙だまされていた」

　その背後では、相変わらずベッドを占せん拠きよしたままのアンジェが、あくびを嚙み殺しながらも目を丸くしていた。

「お前、いつの間に起きてたんだ？」

「キミの分身シヤドウが無む謀ぼうにも早撃ち勝負を挑いどんだところあたりから、かな……」

　アンジェの心無い一言がブランに炸さく裂れつする。

「だから何度も何度も言っているじゃないか。今のキミでは──」

「あーもーうっせーっ！　分かってるよ、勝てないって言いたいんだろ！」

「フフッ」

　負けるのが悔くやしい──

　持ち前の魔力と分身シヤドウを駆く使しし、ひきこもって好き放題してきたブランにとって、それは新しん鮮せんとも言える、しかし決して享きよう受じゆしたくない類たぐいの感覚だ。

「確かに認める！　おれが生身で対たい峙じしても、たぶん勝てない！」

「たぶん？　……今のは聞かなかったことにしてあげよう。で……、ここからが本題だ。つい寝ね落おちしてしまっていたけれど……私からのお誘さそいに応じる気はあるかい？」

　ブランがプライドにかけて一言入れなければならなかった台詞を耳にし、アンジェは心底愉ゆ快かいそうに揚あげ足を取る。

「おれに、お前の弟で子しになれってか」

「負けたままでいいのなら……断ればいいとも思うよ。でも勝ちたいのなら……」

「やられっぱなしはおれの主義じゃない。だけどお前は信用できない」

　口をへの字にしたまま、その場にあぐらをかくブラン。

「……キミが七詠唱セブンキヤストを創設した理由、そのひとつは、私やスティーヴンのような外敵からアルテナを守ること。でも、もうひとつは……お姉さんのためだろう？」

「なっ……なんでお前がそれを知っている」

　思わぬ言葉に、一いつ瞬しゆんブランは声を詰つまらせた。

「私のＫＧＢは優ゆう秀しゆうな諜ちよう報ほう機関だよ……敵国の大統領の生おい立ちを詳しよう細さいに調べられるくらいにはね。それに比べれば……十年前にこのアルテナの魔都で行われた三種の神器のひとつを用いた魔術実験の詳細は、そう時間をかけずに把は握あくできた」

　十年前、神器の魔力を暴走させてしまった幼いブランは、姉モリガンを死地へと追いやった。今はもう使えない『魔法』によって魂たましいだけは救い出すことができたが、そのせいでモリガンの魂は分身シヤドウに封ふうじられ、成長しないまま十年もの時を過ごしている。

　そしてもしもブランが死ぬことがあれば、姉も同じ運命をたどることになる──

「……そうだ」

　観念したようにブランは頷うなずいた。

「おれの魔術結社の目的は、アルテナの平和を守ると同時に、ねえちゃんが失った全てを取り戻もどすことだ」

　──この魔法世界において『七つの魔法セブンキヤスト』は七しち芒ぼう星せいの図形で象しよう徴ちようされている。

　正五芒星や正六芒星と違ちがい、三六〇度の円を七つに等分することは不可能だ。正七芒星という本来存在しない物理法則外の図形を、魔術師たちは自分たちが追い求める『魔法』になぞらえた。

『不老不死アンブロシア』『新世界創造ワールドエンド』『異エ世ク界ソ転ダ生ス』

『死者の復元ネクタル』『時間の逆行タイムリバース』

『神の召喚アポカリプス』『魂の定着コキユートス』

　それら七つの不可能を、いつか可能とせんがために。

「おれはもう一度、ありえない奇き跡せきを起こして、ねえちゃんを救ってみせる。だからこそ自分たちに『七つの魔法セブンキヤスト』の名を冠かんした」

　姉を救う。

　それがどれだけ困難で、どれほど不可能であったとしても。その幼き日の誓ちかいを忘れぬために、ブランは己おのれの魔術秘密結社を『七詠唱セブンキヤスト』と名づけたのだ。

「だけどそれは……キミと同じオリハルコン位階を持つ私が、千年かけても到とう達たつできていない、『魔法』の詠唱者を目指すことに他ほかならない。それをブラン君は充じゆう分ぶん理解しているのかい……？」

　魔法世界に、未いまだ『魔法』を使いこなすことのできる者はいない。

　ブランの『魂の定着』も、アンジェの『不老不死』も、たった一度きりの偶ぐう然ぜんの産物。

　そしてスティーヴンの『神の召喚』に至っては、召喚術でもなんでもなく、神しん獣じゆう教団の神徒たちが目的のために手段を違たがえた、擬ぎ似じ的な別解かい釈しやくでしかない。

「それでもだ」

　ブランは『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目に意志の輝かがやきを宿し、小さく頷いた。

「──だったら、キミは魔術師のままではいられない。魔法使いを目指すのであれば……まずは私と同じ大魔術師の領域に足を踏ふみ入れないとね……」

「お前の弟子になれば、おれも大魔術師になれるってのか？」

「それはキミ次し第だいだね……」

　魔法使いどころか大魔術師でさえ、永遠の寿じゆ命みようを持つアンジェだからこそ到達できた領域だ。そんなものになろうなど、まさに不可能に挑ちよう戦せんするようなもの。

「あいよ」

　しかし──だからこそ、ブランはもう一度、今度は大きく頷いた。

「上等だ。やってやるぜ、師匠」

　その言葉にアンジェはほほえみを強める。

「おれは不可能を覆くつがえす男になる。スティーヴン・スティングレイにも勝って、お前が千年かけて到達した領域も追い越して、そしていつか、ねえちゃんを救ってみせる！　きょうからおれは、大魔術師見習いだ！」

　握にぎり拳こぶしで、ブランはそう宣言した。

（……やはりキミは、私をドキドキさせてくれる）

　アンジェはブランの熱意にあてられ、ときめきめいた高鳴りを取り戻す。

「……あー、でも、修行はひきこもりながらでも可能な屋内コースで頼たのむ」

　が、続くブランの言葉を聞き、アンジェは思わずベッドの上に倒たおれ伏ふした。

　当然、先ほどまでの高こう揚よう感かんは噓うそのように消えてしまう。

「……キミのひきこもりは筋金入りだね。呆あきれるどころか感心してしまうよ」

　ジト目で新弟子の顔を睨にらみながら、枕まくらに横顔を埋うずめるアンジェ。

「まあいいか。ではさっそく最初の師匠命令……いっしょにごろ寝しよう」

　そう言ってアンジェはブランのベッドに寝そべったまま、ぽんぽんと布ふ団とんを叩たたく。完全に「横に来い」と催さい促そくしていた。

「は、はあ!?」

「私の抱だき枕になってみせてくれないか」

「ふ、ふざけんなよ！　おれは今のところねえちゃん以外の抱き枕になる気はない！」

「ゆっくり時間をかけて千年修行するつもりかい？　キミの第一の試練は、明日にもスティーヴン・スティングレイを超こえることだよ……」

　予想外の課題を突つき付けられ、ブランは仰のけ反った。相手は連敗に次ぐ連敗を喫きつしている相手。とんだスパルタだ。

「フフッ、冗じよう談だんさ。……そのくらいの覚かく悟ごが必要だ、という話だよ。でも、私の誘いに応じられるくらいの覚悟は欲しいところだね……」

　弟子をからかうように、ぽんぽんぽんとさらに布団を叩くアンジェ。

　と、そのとき──予期せぬノックの音がブランたちの耳に届いた。

「まさかねえちゃんが帰ってきたのか!?」

　突とつ然ぜんのことに狼ろう狽ばいしたブランは、まるで姉に見つかってはいけないエッチな本でも隠かくすかのような勢いで、アンジェの上に布団や座布団をてんこ盛りにして覆おおい隠す。

「……これが師匠に対する仕打ちかい？」

　布団の底からくぐもった抗こう議ぎの声が聞こえたが、ブランはそれどころではない様子で、隙すき間まからはみ出していたアンジェの生足を問答無用で奥へと突っ込む。

「ね、ねえちゃん。なんでもないんだ。注文していた等身大の美少女フィギュアが届いたから裸はだかワイシャツ姿で撮さつ影えい会をと思っただけで……」

　が、ブランの心配は杞き憂ゆうに終わった。ノックされたのは自宅の扉とびらではなく、分身シヤドウのモニターに映る、豪ごう華か客船の客室の扉だったのだ。

「なんだ、ひやひやさせられたぜ」

「フィギュア扱あつかいとか、私が年とし頃ごろの女の子なら本気で怒おこっていたところだよ……」

　ブランは布団越ごしに押し倒していたアンジェを解放すると、すぐさまモニターへと向き直った。扉がノックされたのは、瓜うり二ふたつの姿を持つ『案山子スケアクロウ』の部屋だった。

『もしもし。夜分遅おそくにすみません。わたくしです、ステラです』

　おずおずと扉越しに発せられた、ステラの恥はずかしそうな声。

　スピーカー越しにその声を聞いたブランとアンジェは、同時に目を丸くする。

「まさか夜よ這ばいとは、あの子もなかなかどうして大だい胆たんだね……」

　アンジェの呟つぶやきを無視し、ブランは慌あわててウィッチのモニターを確かく認にんした。

　室内で唯ゆい一いつ起きているウィッチは、両りよう腕うでをデュセルとモリガンに抱きしめられた状態で「ごほーびです！」などとのたまいつつ抱き枕にされている。副会長は寝相が悪いのか布団の外で爆ばく睡すい中、そしてステラの姿はない。

「ステラ先せん輩ぱいがなんでこんな時間におれの部屋に？　いや正確には分身シヤドウのだけど！」

「フフッ、夜這いに決まっているじゃないか。乙女おとめの勇気も分かってやれないとは……、これだから童どう貞ていボーヤは……」

「ちょっと黙だまってろババア師匠！」

　ブランとアンジェの意見が紛ふん糾きゆうする中、再びステラの声が。

『そのままで構いませんから聞いてください。あの、ブランさん。文化祭ですが、わたくしとふたりっきりで……その、えっと、デートなどいかがかしら？』

　それは、まったく予想外極きわまるデートのお誘いだった。








第四章　リトルクイーン









　七日間にわたる魔ま術じゆつ文化祭、その初日。

　なんの出し物もないデュセルは、普ふ段だんどおりの時間にウエノ学園へと登校していた。

　ステラと副会長は生徒会の役目があって早々と登校し、それぞれ学園の用事があるスケアクロウとワイズマンも同様。そしてモリガンはウィッチやアルケミストとともに開場後に足を運ぶということで、登校はデュセルひとりであった。

　文化祭開始の三十分前だというのに、すでに正門前には来場客が長ちよう蛇だの列を作っている。

「あたし、ちょっと甘くみてたかも。想像以上に凄すごいわね」

　正門に設置された巨きよ大だいな骸骨竜スケルトンドラゴンの入場ゲートを、牙きばの生え揃そろった入り口をくぐり内部を進みながら、デュセルは驚おどろきの目で見上げた。

　ゲートはきのうまで影かげも形もなかったので、おそらくデュセルが海水浴に出かけてから今朝までの間に、生徒たちが苦心して造り上げたのだろう。よくやるものだ。造りが本格的すぎて来場客のお子様たちが大泣きしているではないか。

　入場ゲートの時点で圧あつ倒とうされたデュセルは、学園の敷しき地ち内に入った途と端たん、さらに目を見張ることとなる。

　ひときわ目立つ魔導式ジェットコースターとそのレーン、煌きらびやかに飾かざり付けられた学園の名物である蒸気機関車デゴイチやクジラ像、ところ狭せましと並んだ模も擬ぎ店てんや、特設の野外ライブ会場、さらには、学園敷地内に住みついている魔獣ジャイアントベアキャット──瞳ひとみが赤いだけで無害なパンダ──とのふれあいコーナー等々、学生のお遊びとは思えないくらいの気合の入りようだった。

　きのうまで文化祭のことなど知らなかったデュセルが知るはずもないのだが、今年の魔術文化祭のスローガンは「遊びだからこそ本気でやれ」というワイズマン教授の無責任な一言に決まった。というか副会長が鵜う吞のみにして採用してしまった。

　結果、学生魔術師たちは本気を出した。噂うわさが噂を呼び、優ゆう秀しゆうな出し物を用意した生徒には単位が授じゆ与よされるらしいという、根も葉もないデタラメに踊おどらされて。

「これほどのクオリティなら、お姉さまたちを連れて来てあげても良かったかも」

　ちなみにエトワールとエスポワールのふたりは二日酔よいでダウンしてしまっている。昨夜はなかなか寝ねつけず寝酒を深酒したのが良くなかったらしい。銃じゆう声せいのような幻げん聴ちようが聞こえたくらい頭が痛いというので、これ幸いと客船に姉たちを置いてきた。

「ふふーん。まずはブランとどこを回ろうかなー。えーっと……」

　デュセルはスキップまじりのうきうきとした足取りとともに、正門前で配布されていたパンフレットを上じよう機き嫌げんに開く。

「魔導科学サイエンスマギカ研究会のジェットコースターは鉄板でしょ。へー、魔力縫ほう製せい研究会のファッションショーはコスプレ衣い装しようの貸し出しもあるんだ。ジャイアントベアキャットの餌えさやり体験は逃のがせないし、あとは有志の野外ライブってのも面おも白しろそうね。迷っちゃう」

　開場前でテンションの高い生徒たちの間を抜ぬけながら、デュセルは早さつ速そくブランのフィギュア展示室を目指す。

「──まさかブラブラ氏の新作をこの目で見られるとは」

「──アキバのオークションでも常に在庫瞬しゆん殺さつの人気造形師ゆえに」

　途中、まだ開場していないのに隠いん蔽ぺい魔術を使って敷地内に忍しのび込み、フィギュア展示室の前で整理券を手にした怪あやしげな魔術師たちがたむろしていたが、ブランとの文化祭巡めぐりを楽しみにしているデュセルの目には彼らの姿など一いつ切さい映らなかった。

「……え!?」

　ところが、室内に入ったデュセルの口から驚きの声が漏もれる。ずらりと並んだ美少女フィギュアの数々──もちろんそんなものを目にしただけで今さら驚きはしない。

　展示室の中央にはスケアクロウの姿がある。それも問題ない。

　唯一の問題点は、その隣となりに佇たたずむ、ステラ・スティングレイの存在だった。

「ステラ！　あなたどうしてここに？」

「あら。おはようございますデュセルさん。きのうはよく眠ねむれましたか？　朝食はお口にあいましたか？」

「よく眠れたしパジャマパーティ楽しかったし朝食は美お味いしかったしありがとステラ……じゃなくて！　そーじゃなくて！　どーしてステラがここにいるのよ！」

「おれも同意見だ」

　狼狽するデュセルとともに、ズレたメガネをかけ直したスケアクロウもまた、訝いぶかしげに小首を傾かしげている。ステラの来訪もそうだが、先ほどから主あるじであるブランにＳＯＳを出しているのに、取り込み中のようで応答がないのだ。

「わたくし、実はブランさんとデートの約束を取り交かわしまして」

「ああ、昨夜の。おれはてっきりステラ先輩には夢遊病と寝言の気があるのかと──」

「な、な、なんですって!?」

　スケアクロウの呟きは、デュセルの叫さけびに搔かき消されて誰だれの耳にも入らなかった。

「ブランはあたしと文化祭巡りをする予定なのに！」

「ごめんあそばせ。ですがわたくしにも事情があるんです。パパの誤解を解くためには、どうしてもブランさんとデートをする必要があるんです」

　心底申し訳なさそうに目を伏ふせながらも、ステラはスケアクロウの腕を抱き寄せる。

（きのうブランさんを招待したのは、彼に魔術王の疑いを持っているからではなく、わたくしにとって気になる男の子だからだと、パパに分かってもらわないと！　そのためには、きょう文化祭にやって来るパパの前で、ブランさんと親密なところをですね……見せつけるしかないと思ってですね……うふふ）

　──とまあ、それがステラの計画だった。デュセルに詳くわしい事情を説明するわけにはいかない。魔術王だの、気になる男の子だの、聞かせられる話ではなかった。

「デュセルさん。おともだちを奪うばわれて怒る気持ちは分かります。ですが、ブランさんの身を守るにはこうしないといけないんです。きょう一日で結構ですから、わたくしにブランさんとデートさせてください」

　いつにない大胆さと積極性を発揮してスケアクロウの腕をロックしているステラを前に、事情の分からぬデュセルはすでにたじたじである。

「おれ、店番があるんだが」

「それなら心配ありません。──もしもし、副会長さん？」

　スケアクロウの抗議に対し、ステラが空いていたほうの手を受話器のように添そえて魔術通信を行ったところ、ものの数秒でその場に副会長が駆かけつけた。

「お待たせいたしました会長！　むっ！　そこの怪しげでいかにもオタクな魔術師ども！　なんだ貴様らは、開場前の不法侵しん入にゆうは罰ばつ則そく対象だぞ！　出禁にしてやるーっ！」

　副会長は展示室付近の謎なぞの魔術師たちに対し、八や重え歯ばを剝むいて怒いかりの声を上げた。途端、ズルをして開場前に列を作っていた連中は、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出していく。

「来てくださってありがとうございます、副会長さん」

「お任せください会長！　このわたしの目が青いうちは文化祭に揉もめ事など持ち込ませません！　ご覧のとおり、不ふ審しん者しやどもは一いつ掃そうしましたので！」

「いえ。呼んだのは別の頼たのみごとがあるからです。きょう一日、ブランさんの代わりにここの展示室の店番さんをお願いしたいんです」

　言われ、得意げだった副会長の顔が途端に一変する。室内を一いち瞥べつし、ずらりと並んだ美少女フィギュアの大軍勢を見て、彼女はげんなりとした面おも持もちで顔を覆おおった。

「うっ、ううっ、大恩ある会長の頼みですので、いいですとも……」

　それでも駄だ々だを捏こねることなく渋しぶ々しぶ承しよう諾だくする。見事な忠義心であった。

「泣くほどか。泣くほど嫌いやか」

「さ、ブランさん。店番さんの件はこれで解決ですね」

　どんよりとした顔つきで悲しげに受付席に腰こしを下ろす副会長を尻しり目めに、ステラはブランの腕を抱だいたまま部屋の外へと連れ出していく。

「あ！　ちょっと、待ちなさいよ！」

　それを慌てて追いかけるデュセル。

　ちょうどそのとき、開場を知らせるファンファーレが学内に響ひびき渡わたった。
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　魔術文化祭の開かい催さいを告げる盛せい大だいなファンファーレが、ブランの家まで届く。

　その音を聞き、アンジェはようやく目覚めた。

「……おや？」

　きのうは広いベッドをふたりで狭くして寝たはずなのに、背中合わせでなかなか寝つけずにいたブランの姿がない。すでに起きているのだろうか。

「……これでは、ひきこもりの弟で子しより師し匠しようの私のほうがだらしないみたいじゃないか。うぅん、でも起きたくない……」

　枕まくらを抱かかえたまま、寝ね惚ぼけ眼まなこでごろごろとまどろむアンジェ。

「いや起きろよ」

　そこへ、自室に戻もどってきたブランが半眼で呟つぶやいた。

「ふふっ……おはよう弟子……よく眠れたかい？」

「お前のせいでほとんど眠れてねえよ」

　顔を赤くして眉まゆを吊つり上げるブラン。単に同じベッドで眠っただけなのだが、やはり恥はずかしいものは恥ずかしいし、後ろめたいものは後ろめたいのだろう。

「もう少し眠りたいから……きのう眠る前に渡しておいた、大量の書物……弟子はまずあれを読み進めておくといい……」

　アンジェはつい睡すい眠みん時間欲しさに、ブランに自習課題を押しつける。

　昨夜ブランが弟子入りを志願した後、アンジェは転送魔術でもって、百冊以上もの魔導書、古文書、旧きゆう暦れき時代の文ぶん献けん、そして千年もの時間をかけて彼女が培つちかった魔術研究の手引書を用意しておいた。どれも、見習いのための大魔術師入門書のようなものだ。

「ああ。あれならちょうど読破し終えるところだ」

「…………ふえっ？」

　しかし、思わぬ言葉にアンジェはだらしのない間ま抜ぬけ顔で首を傾げた。

「百冊以上あったと思うけど……」

「噓うそじゃない。見てみろよ」

　ふらふらとベッドから立ち上がったアンジェを、ブランは自室の外へと手招きする。

　そこに広がっていた光景──

「これ読み終わった。そっちは？」

「もうすぐ。あっちに一冊残ってないか」

「いや。こっちも読どく了りよう」

「なら、もうじき全部読み終わるな」

　──それは、自宅のいたる場所で分厚い魔ま導どう書しよや古文書を読みふける、何人ものブランたちの姿だった。

「ブラン君がいち、にい、さん、よん……私は夢でも見ているのかい？」

　あまりの光景に、一瞬でアンジェの目が覚める。

　ブランの自宅にひしめき合うブランたちの総数は、ざっと二十人。そしてその全員が分担し、百冊以上ものアンジェの書物を次々と読破していったのだ。

「おれの我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』は、なにも七詠唱セブンキヤストのメンバーしか造りだせないわけじゃないんだぜ？」

「でも……私との戦いでは、キミ自身を入れて七人だけだったじゃないか……」

「憑ひよう依い機能や戦せん闘とう機能、日常生活の代行みたいな複数の複雑な能力を持った分身シヤドウとなると、確かに数は限られる。それに『七シチ支シ刀トウ』を聖遺物として使っている以上、戦闘中に刀身の六ろく叉さで操あやつれるのは六体までだからな」

　ブランは不敵な面持ちで周囲の分身シヤドウたちを一望する。

「だけど、たとえば機能を『記き憶おく共有』と『文章理解』に限定すれば、このくらいの数を同時に並へい行こう運用するのは難しい話じゃない」

「……私が用意した百冊、読破するのにどれだけかかったんだい？」

「お前のせいで寝つけなかったし、珍めずらしく早起きだったし……今は九時か。だいたい三時間ってところじゃないか？　言っとくが、ちゃんと熟読したぞ」

　瓜うり二ふたつの簡易分身シヤドウ二十体総出で読書を行い、百冊以上もの書物をものの三時間で読破。とんだ速読法があったものだ。

「こう見えて、おれって読書家なんだぜ？　アルテナにある魔術関連の文献を二年前には全部読み終えたくらいだしな。いや、それにしてもさすがは大魔術師サマの蔵書だ。今まで見たことない魔術理論が色々あって、すげえ面白かった」

　何気ないブランの呟き。

「……なかなかよろしい。さすがは弟子だね」

　褒ほめ言葉こそ素っ気ないものだったが、内心アンジェは舌を巻いていた。

　そもそも学会での活かつ躍やくで世界的に名を馳はせるワイリー・ワイズマンとしての功績は全すべて、そっくりそのままブランが十代の若さで打ち立てた偉い業ぎようなのだ。その事実を、アンジェは遅おそまきながら痛感した。

（もしかしたら、本当に私の千年をものの数十年で学びきってしまうかもね。フフッ……ますます私好みの男の子に育てたくなってきたよ……）

　ブランの『分身鋳造シヤドウキヤスト』は、たったひとりでアルテナを守るための戦闘要員を用意する術式であると同時に、彼が魔術師として必要とする知識を短時間で習得するための術式としても用いられてきたのだ。

　七詠唱セブンキヤストを結成した二つの目的を果たすための。そして、自身のひきこもりライフスタイルを守るための。まさにこれ以上ないほど考え抜かれた、ブランにとってベストとも言える我流術式。

「キャストオフ」

　解除呪じゆ文もんとともに、全ての書物を読破し役目を終えた分身シヤドウたちの姿が消え、それぞれの鋳い型がたとして使用されていた二十本もの樫かしの杖つえがバラバラとその場に散らばる。

「──『分身鋳造シヤドウキヤスト』。いい我流術式だ。術者のキャパシティを過分に圧あつ迫ぱくして魔力に負担をかけるのが問題だけど、それを補って余りある性能と使い道がある……古くからアルテナに伝わる陰おん陽みよう術じゆつの式神を参考にしたのかい？」

「教えるわけないだろ」

「まあ……そう言うと思ったよ」

　アンジェは樫の杖を一本拾い上げ、そこに残留するブランの魔力を嗅かぎ取る。術式構造を理解するには情報が足りなすぎた。

「ところで……私の手引書に目を通したのなら、大魔術師がどのようにして大魔術を単独で行使しているのか、多少は理解してくれたかな……？」

「おうよ」

　ブランは軽く頷うなずき、魔術の発動体となる樫の杖を一本拾い上げる。

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　初歩的な呪文を唱え、アンジェが持っていた樫の杖を手品のように消してみせた。

「これが魔術。一文詠唱による単一術式の行使だ」

　消えた杖は、ブランの空いた手に現れる。

「我が意のままアブラカに消え去りダブラ、我が意のまま・アブラに現れよカラン」

　次いで、再び呪文詠えい唱しよう。

　ブランが両手に持った杖が二本とも消え、それぞれアンジェの左右の手に。

「これが同一呪文の二重起動デユアル・トリガー。同じ魔術を同時に併へい用ようするだけだから、三重起動トリプル・トリガーだろうと制せい御ぎよと集中力維い持じのコツさえ摑つかめば誰だれでも使える。これも魔術の範はん疇ちゆう内」

　さらに別の樫の杖を拾うブラン。

「我が意のままに異世界へ消え去れ」

　即そつ興きようのアドリブを呪文に交え、三度詠唱。

　しかし、結果は不発だった。ブランは自分の杖の先をアンジェの持つ杖へと差し向けていたが、彼女の杖はふたつともまったく消える気配がない。

「適当に唱えてみたけど、当然ムリ。転送呪文だけじゃなく、異世界観測だとか異世界認にん識しきだとか、そういう別の魔術が絡からんでくる。呪文どおりの効果を正しく発動させるには、複数の魔術師を用意して分担作業し、連文詠唱を行わないといけないわけだ」

　転送先が視界の範囲内、あるいは記憶にある場所でかつ術者の魔力が届く領域であれば、転送呪文は単一の魔術として正しく発動する。しかし、たとえば転送先が未知の座標もしくは距きよ離りが離はなれすぎた場所だと、転送魔術の他ほかに遠視と透視クレアボヤンスを併用しなければならない。それは初級の大魔術となるわけだ。

　ブランは咳せき払ばらいとともに説明を続ける。

「で、本題。大魔術師はどうやって単独で大魔術を成功させているかだが──たとえば自己催さい眠みんを促うながすような強力な魔術で、自分の意識なり人格なりを、必要な数だけ分ぶん裂れつさせる。言ってみれば一時的な多重人格を擬ぎ似じ的に作り上げ、魔術詠唱を分担するわけだ」

　ワイズマン教授として教きよう壇だんに立っているだけあって、ブランは理路整然とこの三時間で手に入れた持論を展開してみせた。

　その言葉を聞いたアンジェは、期待以上の解答に、満足げにほほえむ。

「そう……そのとおりだよ。私はまず、自分の意識や人格を喜き怒ど哀あい楽らくの四つの感情にしたがって裂さき、怒いかりしか感じない私や、哀かなしみしか感じない私といった具合に、大魔術詠唱に必要な多重人格を深層心理に用意しているんだ……」

　彼女は淡たん々たんと言葉を続けた。

「まあ、これに関しては……私が千年生きてきたイレギュラーな存在で、人間が正常な人間性を保っていられる生命活動時間の超ちよう過かに耐たえきれず……精神分裂を起こしているようなものだからね。私以外に大魔術師がいないのはそういう理由だよ……」

　その言葉に、ブランは──

　自じ滅めつ願望に囚とらわれていた、かつてのアンジェの姿を思い出した。

「なあ師匠、喜怒哀楽って言ったよな。お前の感じている怒りや哀しみの、その矛ほこ先さきは大体見当がつく」

　おそらく、自らの未来も想像できずに『不老不死』に手を出した、愚おろかな過去の自分への怒り。そして、家族や友人や恋こい人びとが全て死に絶えた世界で死ぬことも出来ずに孤こ独どくに生きている哀しみ。

「なら、楽ってのは？」

「フフッ……長生きのしすぎでなにもかもが億おつ劫くうになったから植物のようになにも考えずだらだらと楽していたい……みたいな、そんな感情かな……」

　予想以上にぐうたらな意見が返ってきた。

「じゃあ、喜びは？　こんなこと言いたくはないが、デュセルやステラ先せん輩ぱいを巻き込んでアルテナごと自滅しようとしていたお前に、人生に対する喜びの感情なんてものが残っているとは思えないんだ」

　ブランは決して、アンジェに対する危険視を止やめたわけではない。

　だからこそ彼女の真意を探さぐる機会を逃のがすつもりはなかった。

「あるよ。千年かけてキミと出で逢あえた。実に喜ばしいね」

　だというのに、アンジェは可か憐れんな少女のような笑えみを浮うかべ、目を細めた。

「ぐっ……」

　不意打ちだった。そして予想外の反はん撃げきだった。

　思わぬ言葉にブランは顔を真っ赤にし、アンジェの笑顔から目を逸そらす。

「……で、おれは精神分裂なんて起こしてないし、そんな魔術を実じつ践せんしたくもないんだが、どうやって大魔術を唱えろと？」

「フフッ、そんなもの……キミには不要だろう？」

　ようやく不出来なところを見せた弟で子しを前に、アンジェは愉ゆ快かいそうに語りかける。

「私の見立てではね……大魔術詠唱の役割分担に関してキミはすでにクリアしているのさ。なにせ、精神的な分身に頼たよらずとも、物質的な分身シヤドウがいるんだからね……」

　──師の指し摘てきに、ブランは感心した様子でポンと手を叩たたいた。
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　盛り上がる文化祭に反し、デュセルはとってもご機き嫌げん斜ななめだった。

　眉まゆを吊つり上げ、ドスドスとした足取りで廊ろう下かを歩き、ポニーテールを乱暴に振ふり乱し、頰ほおを膨ふくらませ、少しばかり涙なみだ目めになっている彼女の視線の先。

　そこには、今も腕うでを組んだままのステラとスケアクロウの姿があった。

「ふーんだ。ふーんだ。ふーんだ」

　カップル歩きしているふたりの後ろを、まるで背はい後ご霊れいのようについて歩くデュセル。そんな彼女の殺気立った姿に、客引きの学生たちも思わず掛かけ声を止めて押し黙だまる。

「ブランさん、あそこのお化け屋や敷しきに行きませんか？」

「あいよ」

「はーい、犠ぎ牲せい者しや二名……いや三名様ご入場ー！」

　死霊術ネクロマンシー研究会の、超ちよう本格お化け屋敷ホラーハウスに入る一行。

　しかし来場客を驚おどろかせるために死霊術ネクロマンシーを操るはずの術者たちが、デュセルの顔を見るなり逆にビビらされ、中には恐きよう怖ふのあまり失禁しそうになる者も。

「怖こわかったですね。ブランさん、次はメイド喫きつ茶さなんていかがかしら？」

「あいよ」

「お帰りなさいませお嬢じよう様さま、ご主人様……じょ、女王様……？」

　錬金術アルケミー研究会の、人造生命体ホムンクルスロリメイドたちに出で迎むかえられる一行。

　しかしデュセルのあまりの眼力に、人造生命体ホムンクルスたちはなぜか女王様などという教えられてもいないワードを口走り、全員フラスコの中へと逃にげ帰ってしまった。

「見てくださいブランさん。パンダさんですね」

「あいよ」

「…………（ぷるぷる）」

　一行の視線が向けられた学舎の外のふれあいコーナー。白と黒の体毛に覆おおわれたずんぐりむっくりとした巨きよ軀くを持つ、気だるげな魔ま獣じゆう──愛らしい大ジヤイアント熊ベア猫キヤツトは、デュセルに睨にらまれた途と端たん、怯おびえた様子で震ふるえあがってしまった。

「あら？　ブランさん、あちらに占星術アストロロギア研究会の恋こい占うらないが──」

「──それはダメ」

　しまいには、占いの館やかたへと入ろうとしたふたりを実力行使で止めるデュセル。彼女が放つあまりの負のオーラに、羽は交がい締じめにされたステラもひとしずくの汗あせを浮かべた。

（まったく……いつまでデートしてるのよ、ステラのやつ……）

　楽しみにしていた文化祭が、ちっとも楽しくない。別に、スケアクロウをステラに奪うばわれたことに嫉しつ妬としている、というわけではない。デュセルがいっしょに文化祭を回りたかったのは、分身シヤドウではなくあくまでブラン本人なのだから。

　しかし学園の人気者であるステラが常にスケアクロウといっしょに行動しているとなると、ブラン本人を学園に呼ぶわけにはいかなくなる。
















　スケアクロウがステラと、そしてブランがデュセルとデートしていては、同じ時間帯に同一人物がそれぞれ別の場所で目撃されることになるからだ。

　それではまるで、そっくり悪魔の異名を持つドッペルゲンガーではないか。

　となるとデュセルとしては、早くステラにデートを終わらせてもらい、解放されたスケアクロウをブラン本人と取り換かえる必要がある。が、その機会がまるで来ない。

「ふんだ」

　ちっともデートが終わりそうになく、いちゃつき続けるステラとスケアクロウの姿に、デュセルから滲にじみ出る負のオーラが増していく。

（なによへらへらしちゃって。ブランはそんな顔しないもん！）

　とうとう内心でスケアクロウに八つ当たりを始めるデュセル。

　断っておくが、メガネをかけたスケアクロウの顔つきは常に朴ぼく念ねん仁じんめいたボーっとしたもので、ステラと腕を組んでいるからといって挙動不ふ審しんなところはまったくない。むしろブラン本人のほうがへらへらと相好を崩くずすことだろう。

「……ん？」

　と、そんな中。

　目の前のふたりから目を背そむけていたデュセルの視界に、大きな人だかりが映る。

　どうやら、身を屈かがめた女子生徒たちが、来場客の子どもを取り囲んでいる様子だ。

「だいじょうぶー、ぼく？」

「お姉さんとはぐれちゃったの？」

「うん……ゲートまではいっしょだったんだけど」

　少女たちに心配されているのは、七歳児くらいの小さな少年だ。

「泣かないで。ほら、うちの焼きそば食べてって」

「でも、お金もってないよ……？」

「いいのいいのそんなの！　このアイスも食べていいんだから！」

「ありがとう、おねえちゃんたち。みんな美人で優やさしいね」

「きゃー！　かわいい！　弟にしちゃう！」

「ほっぺぷにぷにのすっべすべー！」

　女子生徒たちは、食べ物からオモチャから次々にプレゼントしたり、抜ぬけ駆がけして抱だきついたりと、迷子の少年にすっかりメロメロのご様子。

　その少年に、デュセルは見覚えがあった。

「──あたしが、おねーちゃんさんの代理よ」

　そんな姦かしましい女子たちの人ひと垣がきに、突とつ然ぜんぬっと顔を出したデュセル。

　あまりの形相に、黄色い声を上げていた女子たちは途端に冷や汗を浮かべて押し黙り、すごすごと退散していく。

「ちぇ。チョロいおねえちゃんたちにもっと甘えようと思ってたのに……」

　あてが外れたアルケミストは途端に天使から悪童へと戻もどった。口元をソースと青のりでべとべとにしたまま、アイスとオモチャを手に背後のデュセルへと振り返る。

「げ」

　そして、およそ美少女がすべきではない目つきで見下ろしてくるデュセルを前に、びくりと身をすくめた。まるで魔獣かなにかに遭そう遇ぐうしたかのような反応だ。

「や、やっほー、デュセルおねえちゃん。かなり機嫌悪そうだね……」

「ふんだ！」

　指摘されたくないところを指摘され、再びそっぽを向くデュセル。

　その視線の先に、今度は男子生徒たちの人垣ができていた。

「そこのカノジョ、どこから来たの？　メイド服可愛かわいいねー」

「あんまり可愛いから、模も擬ぎ店てん全店で使える無料優待券あげちゃおっかなー」

　男たちの人だかりの中央には、小悪魔フェイスの銀ぎん髪ぱつツインテールメイド、ウィッチの姿があった。

「えー、もしかしてみなさん、ナンパしてるんですかー？」

　男たちに囲まれチヤホヤされるウィッチ。無論、無料優待券とやらは話を聞いてやっているサービス代とばかりに、ちゃっかりせしめていた。

「──うちのメイドに尻尾しつぽ振ふるのやめてくれない？　調子乗るから」

　再び人だかりに顔を突つっ込むデュセル。今までにも増して鬼おにの形相を浮かべる彼女の迫はく力りよくに、男子生徒たちは悲鳴を上げて逃げて行った。

「あーあ。チャラい野や郎ろうどもにもっと貢みつがせようと思ってたんですけどねえ……」

　肩かたをすくめたウィッチ。直後、デュセルの顔を見て腰こしを抜かすこととなる。

「あーもーっ！　どーしてあたしがひとりでこんなに鬱うつ憤ぷんためてるのに、どいつもこいつも浮かれ気分なのよーっ！　ブランのばーか！　ステラのばぁーか！」

　両腕をぶんぶんと振りながら、頭上の青空へと怒ど鳴なり声を上げるデュセル。怒いかりのあまり、こそこそと逃げ出すアルケミストやウィッチの姿も目に入らない様子だ。

「…………って、あれ？」

　そしてデュセルは、ステラたちの姿を見失っていることに今さらながら気づいた。







　一方そのころ。魔術王の正体を探さぐるスティーヴン・スティングレイも、ワイズマン教授を問い質ただすべく、ウエノ学園の魔術文化祭を訪おとずれていた。

　場所は屋外エリア。監かん視しと脅きよう迫はくを兼かねているつもりなのか、大統領と同行する、ＣＩＡの国家魔術師のローブを纏まとった神獣教団の神徒たちの姿もあった。

「閣下。このような人目につく場所で、ご息女の秘密が漏もれるようなことがあればパニックになりましょう。我われ々われとの約束をゆめゆめお忘れなきよう願います」

　そのうちのひとりが念押しするも、スティーヴンからの返事はない。

　というのも、大統領は完全なうわの空で、ある一点を凝ぎよう視ししていたからだ。

「はいブランさん。アイスクリームです」

「あいよ」

　その眼まな差ざしの先には、冴さえない少年と腕を組み、ひとつのアイスをふたりで分けながら食べ歩く、愛まな娘むすめステラの姿があった。

「おいしいですか？」

「おうよ」

　誰だれの目にもバカップルにしか見えない。周囲の学生魔術師たちからは、男女問わず羨せん望ぼうと嫉妬の視線がスケアクロウへと注がれていた。当然、スティーヴンからもだ。

（うふふ。これでパパの誤解も解けるはずです）

　父が見ていることを百も承知で、ステラはおっとりとほほえむ。

（作戦は大成功ですね。この仲なか睦むつまじげな光景を見れば、昨夜わたくしがブランさんを招待した理由が、親密な間あいだ柄がらだからだと分かっていただけるに違ちがいありません！）

　そんな愛娘を見る、スティーヴン。

（おかしい）

　ポーカーフェイスを保ったまま、彼は内心首を傾かしげていた。

（つい悪魔に魂たましいを売り渡わたしそうになった。あの男が娘に相応ふさわしいか確かめるという名目で半殺しにしそうになった。だが。きのうステラはあの男とはそんな仲ではないと言っていたはず。俺の娘は俺に噓うそなどつかない。なにか別の意図がある）

　昨夜のステラの言葉をスティーヴンは勘かん違ちがいしたままだ。

　ステラは、ブランは魔術王ではないと言ったつもり。しかし父は、娘がブランは恋こい人びとではないと言ったのだと、そう受け取ってしまっている。

（恋人でもない男と腕を組む理由か。なにか俺が勘違いしていて……その誤解を解こうとしているのか？）

　スティーヴンの読みは正解だった。

（そうか。てっきりボーイフレンド候補かと思っていた。だがステラは別の理由であの男を呼びつけたのだ。大切なことなのでもう一度強調するが恋人でもない男を俺の前に連れて来た理由。まさか……あの男が七詠唱セブンキヤストの一員なのか？）

　そして──ステラの計画は大失敗に終わった。

（ならばどうしてあのとき言わなかった。他ほかにも七詠唱セブンキヤストのメンバーがあそこにいたのか。だから言えなかったのか。そう考えれば全すべて辻つじ褄つまが合う）

　父娘おやこして無む駄だに速い頭の回転が、互たがいに壮そう大だいな勘違いとすれ違いを繰くり広げた結果、スティーヴンを正解に導いてしまったのだ。

（つまり俺のおス星テ様ラはこう言いたいわけだ。七詠唱セブンキヤストのひとりを確保しているうちに他のメンバーを炙あぶり出せと）

　一連の思考を表情ひとつ動かすことなく終えたスティーヴンは、ふと目があったステラに対し、小さく頷うなずいてみせた。

（パパ、分かってくださったんですね！）

（娘よ。全て分かった。あとは俺に任せておけ）

　ステラは瞳ひとみを輝かがやかせ、嬉うれしげにほほえむ。そして父娘は固く頷き合った。本当は、まったく意い思し疎そ通つうできていないのだが。

「お付き合いいただきありがとうございました、ブランさん」

「もういいのか？」

「はい。うまくいったはずです。……個人的にはですね、その、えっと、うふふ、またこういう機会があれば嬉しいのですが……」

　名残なごり惜おしそうにスケアクロウの腕うでを組んだまま、恥はずかしげに頰ほおを赤らめるステラ。

　と、彼女は自分が甘あま酸ずっぱい空想に耽ふけっていたことに気づき、慌あわてて咳せき払ばらい。

「こほん。そうでした。早くブランさんをデュセルさんに返してあげないと……」

「あれ？　デュセルがいないぞ？」

　ようやく同行者とはぐれたことに気づき、周囲をきょろきょろし始めるステラとスケアクロウ。

　スティーヴンはすでにそんなふたりに背を向け、目的に向かって歩き始めていた。

（きのう俺の知らない招待客は全部で五人いた。そしてその全員がワイズマン教授と面識がある様子だった）

　ステラが確保しているスケアクロウ、ワイズマン、船上で返り討うちにしたウォーロック、これにモリガン、ウィッチ、アルケミスト、そして副会長を加えれば、総勢七人。

「面おも白しろくなってきた」

　スティーヴンは猛もう禽きん類るいの如ごとき鋭するどさを誇ほこる己おのれの闇やみ色の瞳に、昂たかぶる戦意とともに星の輝きを宿らせる。

「貴様らは失うせろ。戦いになれば邪じや魔までしかない。どさくさで死なれても困る」

　教団の神徒たちを魔力で威い圧あつし、立ち去らせるスティーヴン。

　獲え物ものを求める『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳に真っ先に映った人物は、当初の標的でもあった、長身の老教授。トレードマークの大きな黒いサングラスをかけたロマンスグレーの姿は、野外に設置された魔導式ジェットコースターの行列付近にあった。

「これは閣下。昨夜は楽しい勝負をありがとう」

　ワイズマンは、スティーヴンの接近にすぐに気づいた様子で、好こう々こう爺やじみた微び笑しようとともに口くち髭ひげや顎あご鬚ひげをさすっていた。とはいえ、ウォーロックが敗れたことはすでに知っている。警けい戒かいは怠おこたらない。

「礼には及およばん。だが教授。ひとつ聞きたいことがある。娘のステラと一いつ緒しよにいたあの少年のことだが──」

「ああ。学園でも落ちこぼれで有名な生徒だ。しかし、魔術の成績はともかくフィギュアの出来がたいしたもので……そうそう、展示室があるので一緒にどうかな？」

「名前は？」

「さて……なんだったかな。確か、そうブランドン・ブラックバーンという名だ」

　わざとらしくすっとぼけつつも、有う無むを言わせぬスティーヴンの気迫を前に、その名を出すワイズマン。

「七詠唱セブンキヤストの一員か？」

「!?」

　だが、まったく予想外だった次なるスティーヴンの言葉に、僅わずか一いつ瞬しゆん、老練にのらりくらりとかわそうとしていた態度にほころびが生まれる。

「……いやはや。閣下はご冗じよう談だんも得意なようだ」

「ああ。今のはブラフだ。しかし確信が持てた」

　スティーヴンの『主人公補正パツシブ・ヒーロー』が相手では、騙だまし合いでさえ勝ち筋は存在しない。

「貴様も七詠唱セブンキヤストだな」

　さらにチェックがかかる。

　追い詰つめられたワイズマンは──あえて不敵に笑ってみせた。

「そう思うのなら、おれの手役にコールをかけてきやがれ！」

　サングラスを外し、ワイズマンは老紳しん士しのロールプレイをかなぐり捨て、ブランの言葉で叫さけんだ。魔力の封ふう印いんを解き、『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳が輝く。

「レイズだ。掛かけ金を吊つり上げる。俺が勝ったら魔術王の名を教えてもらうぞ」

　応じるは、『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の隻せき眼がん。

「我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス」

　スティーヴンは驚おどろくべき早はや業わざで双頭鷲二連銃を抜ぬき、ワイズマンを狙ねらって魔ま弾だんを放つ。

「我が意のままアブラカに消え去りダブラ、我が意のまま・アブラに現れよカラン！」

　対してワイズマンが使用したのは、戦せん闘とう用でもなんでもない、転送魔術の二重起動デユアル・トリガー。

　魔弾は老教授の体に届く前に上空へと転移させられ、爆ばく発はつ。文化祭日和びよりの青空に特大の祝しゆく砲ほうを添そえた。しかし、二重起動デユアル・トリガーを使用した以上、もうひとつ転送魔術が発動した対象物があるはず。大統領は注意深く眼前の老教授を睨にらみつけた。

　答えはすぐに分かった。が、さすがのスティーヴンも我が目を疑う。

　ひとの悪い笑えみを浮うかべたワイズマンは、老体とは思えない軽かろやかなジャンプで、真横から突とつ如じよとして現れた物体に乗り移った。

「閣下、こいつを喰くらっていただこう！」

　そしてその物体──高速で迫せまるジェットコースターが、スティーヴンへと襲おそい掛かる。

「クソジジイめ」

　間近に押し寄せる轟ごう音おん。さしもの大統領も苦々しげに呻うめいた。

　──ワイズマンが自身の真横に転送させたのは、レーンであった。

　ジェットコースターはレーンの上を走るもの。結果、加速するコースターは横よこ殴なぐりにスティーヴンを撥はね飛ばすべく、大質量を伴ともなって激突。その間ま際ぎわに放たれた大統領の悪態の声は、コースターの搭とう乗じよう客たちの叫び声に巻き込まれて搔かき消えた。

「魔術師が物理攻こう撃げきを軽視するのはいかんな」

　コースターの先頭車両に飛び乗ったワイズマンが、レーン上を爆走する車両の上に仁に王おう立ちになったまま、憎にくたらしい笑みを浮かべてサングラスをかけ直す。

　その背後では、運悪くコースターに乗り合わせた生徒たちが、安全バーを必死に握にぎり締しめながら突然の珍ちん客きやくを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「あの、教授……。今なんか、一瞬レーンが途と切ぎれませんでしたか？　それになんか、人らしきものを撥ねたような……」

「おそらくスリリングさをアップさせるための魔術映像の類たぐいだろう。今年の魔導科学サイエンスマギカ研究会は気合の入りようが違うな」

「──とんだ絶ぜつ叫きよう系だ。心臓に悪い」

　うそぶくワイズマン。しかし、後部車両の最さい後こう尾びにしがみついていたスティーヴンが、突風に毛皮のコートをなびかせながら現れる。

「俺のコートは『神しん獣じゆう』のドロップアイテムから作った特注品。天然『完全物理耐たい性せい』と『即そく死し呪じゆ文もん無効』附ふ与よの職人仕立てだ」

「さすがは大統領閣下、タフガイでなければ務まらないか」

　場所を変えての仕切り直し。疾しつ走そうするジェットコースターの前後両りよう端はしに陣じん取どったまま、ワイズマンとスティーヴンが睨み合った。

「きょ、教授！　前、前を見てください！　立ったままじゃ落ちます！」

「んなもん見ている余よ裕ゆうはねえ！」

　スティーヴンからは一瞬たりとも目が離はなせない。生徒の悲鳴を無視せざるを得ない状じよう況きようだが、背後には一回転レーンが待ち構えていた。

　足場が傾かたむき始めるのはワイズマンが先。まずい状況だ。

「アルケミスト！　コース変更だ！」

　逃にげ場のないコースター上で二に連れん銃じゆうの照準を向けられたワイズマンが、咄とつ嗟さに叫ぶ。

　その瞬間、学園敷しき地ち内のそこかしこにチョークで描えがかれていた錬れん成せい陣じんが起動し、ジェットコースターのレーンを即座に分解、再構築する。

　迫っていた一回転レーンは超ちよう傾けい斜しや角の下り坂へと早変わり。搭乗客の怒ど涛とうの悲鳴を乗せたまま、一気に地上スレスレへと急降下する。

「他の七詠唱セブンキヤストの仕業か！」

　突然のコース変更──分身シヤドウ同士の意識共有で事前に知っていたワイズマンはともかく、回転レーンの上り坂に備えていたスティーヴンは対処のしようがなかった。

　結果、彼の体は宙に浮き、コースターとともに真っ逆さまに急落下。

　先頭車両にしがみついて難を逃のがれたワイズマンはジェットコースターに乗ったまま逃げおおせ、スティーヴンは地上のテントへと落ちていく。

　テントがクッション代わりにならずとも『神獣』の毛皮の恩おん恵けいで無傷で済んだだろうが、大統領は天てん井じようを突つき破って屋内へと落下した。

「ここは……」

　テントの内部は、鏡の迷めい路ろであった。

　突然のアクシデントに、中にいた利用客たちが慌てて外へと逃げていく。

　スティーヴンもワイズマンを追うべく彼らに続こうとして──しかし、迷路を抜けられずに鏡の壁かべに頭を打ちつけてしまう。それも、何度も、何度も。

「おかしい」

　他の利用客はいとも容易たやすく退たい避ひを終えている。いくら学生魔術師たちのやりすぎた制作物とはいえ、遭そう難なん者しやを出すような代物は条件的にも面積的にも作れはしないはず。

　なのに、どうしてスティーヴンだけが迷路を踏とう破はできずにいるのか。

「この妖あやしげな魔力……幻げん術じゆつの類か？」

　スティーヴンがそう呟つぶやいた瞬間。視界一面に存在する無数の鏡、その全すべてに、チェシャ猫ねこめいた笑みを浮かべるメイドの姿が映し出された。

『ご明察です閣下。でも、逃がしてあげませんよ？』

　鏡に映る全てのウィッチの頭とお尻しりから、キツネの耳と尻尾しつぽがピョコンと生えた。

『鏡よ鏡。この世で最も美しい者はだあれ？　なぁんちゃってー』

　ウィッチの声が周囲のそこかしこから響ひびく。幻げん惑わくの霧きりを漂ただよわせた鏡の迷路は、スティーヴンにのみ意地悪で性しよう悪わるかつ攻略困難な大迷宮と化していた。

「正解は妻と娘むすめの同率一位だ」

『あ、ご丁てい寧ねいに回答どうもです。ですがどちらかひとりに絞しぼってください。奥さんなら右の道へ。お嬢じよう様さまなら左の道へ。ちなみに銀ぎん髪ぱつツインテールが可愛かわいいメイドさんを選びたい場合は、ぜひぜひ来た道をお戻もどりくださーい』

　鏡に塞ふさがれていたはずの壁が枝分かれの道となり、左右それぞれへと分かれる。

　鏡に映るウィッチたちは、一糸乱れぬ見事な動きで──鏡像なので当然だが──妙みように愛あい嬌きようのあるダンスに興じている。揺ゆれる尻尾とスカートが実にチャーミングだ。

（やはり七詠唱セブンキヤストか。秘書にスカウトしたかったのに。残念だ。とても残念だ）

　迷路に迷えば迷うほど──つまり迷路の攻略に時間をかければかけるほど、ウィッチの魅み了りようの魔術が効果を発揮し、正常な判断力を奪うばっていく。

　スティーヴンは二連銃を手に鏡の迷路そのものを壊こわしてしまおうと試みたが、鏡に映るウィッチに対し、どうにも攻撃できなかった。すでに魅惑の毒が回り始めているのだ。

　鏡を割らないのなら、真ま面じ目めに迷路を進むしかない。

　しかし、この迷路を悪夢のような大迷宮へと変えた魔女は、スティーヴンが迷路の出口に近づくことを絶対に許さないだろう。どの道を進んでも徒労でしかない。

『閣下は勝負事には無敵でいらっしゃいます。なら、永遠に決着がつかないゲームを用意すればいいんです』

　鏡像のウィッチたちは、揃そろってスカートの端はしを手に、恭うやうやしく一礼してみせる。

（かわゆい。それに頭もいい。どうにか秘書にしたい）

　ポーカーフェイスこそ無事だが、スティーヴンの思考はすでに大部分がウィッチの魅了魔術に毒され、その虜とりこにされていた。

　だが──

「やはり妻と娘の同率一位。俺には選べない。となると先へは進めんな」

　先ほどの三つの選せん択たく肢しを未いまだに選べていなかったスティーヴンは、その場に立ち止まったまま、はっきりと言い放った。

　と、そのとき。

　鏡の迷路は、そこに映る無数のウィッチの姿ともども、見るも無残に砕くだけ散った。頭上から、先ほど錬金術でコースを捻ねじ曲げたレーンの一部が、負ふ荷かに耐たえかねて破損し真下のテントへと落下してきたのだ。

　鋼鉄製のレーンを真上から振ふり下ろされては、脆ぜい弱じやくな鏡は割れるしかない。鏡の迷宮はテントごと押し潰つぶされ、半はん壊かいしてしまう。

『あ、ありえません──』

　ウィッチの絶句に近い呻き声が、遠ざかっていた文化祭来場客のざわめきや迷路の責任者の悲鳴とともに、テントの下から這はい出してきたスティーヴンの耳を打つ。

「決着はつく。この世の事象の大半は──時が解決してくれる」

　なんという強運か。

　スティーヴンは、ただ立っているだけで迷路を攻略してしまった。

　勝利のためなら不条理な幸運をも味方につけてしまうとは、まさに『主人公補正パツシブ・ヒーロー』としか言いようがない。運命の神がその肉体に住んでいるかのよう。

　その光景は、分身シヤドウを通じて目にしたブラン本人も言葉を失うほどのものだった。

（ヤバいヤバいとは思っていたが、ここまで規格外の術式なのかよ……）

　──大魔術。やはりそれしかスティーヴンに勝つ術すべはないのだろうか。

（だけどアンジェの言葉どおりなら、分身シヤドウを使っての大魔術詠えい唱しようはおれが生身でやらなきゃならない。生身で戦うとしたら、もう後はない。理由は知らないが向こうは確実におれを狙ってる。一発勝負で果たして勝てるのか……この、世界最強の国家魔術師に）

　分身シヤドウのひとりに他ほかの分身シヤドウをサポートでつけて大魔術を行使できれば良かったのだが、複雑な術式工程を必要とする大魔術の使用となると、ブランが分身シヤドウたちに与あたえた機能では不可能だった。だから、使うにはブラン自身が生身で敵と対たい峙じしなければならない。

　遠く離れた自宅でブランが悩なやんでいる合間にも、スティーヴンは再び動き出す。

　狙ねらいをつけたのは、勝敗がつく前に姿をくらませたワイズマンでも、未だ実体は見せないウィッチでもない。

　それは、レーンに錬金術で細工を施ほどこしたアルケミストだった。迷路のテントの裏に隠かくれていたらしく、鏡の迷路が半壊した今となってはスティーヴンからも丸見えだ。

　アルケミストの機能はあくまで他の分身シヤドウたちの補助。単独での戦せん闘とう能力は低く、スティーヴンが相手では時間稼かせぎさえ難しい。錬成陣を描く暇ひまさえ与えてくれないだろう。

「ウィッチ！　透とう明めい化の魔ま術じゆつで隠れてないで助けて！」

『ムリですー。自力でなんとかしやがれー』

　迫るスティーヴンを前に、アルケミストは尻もちをつきつつも距きよ離りを取ろうとする。が、その助けを求める声に、姿を消していると思おぼしきウィッチは冷たかった。

「先ほど錬金術を使った魔術師か。どうやら、幼い貴様から聞き出すのが一番楽そうだ」

「あわわわわ……」

　見た目に騙だまされず、スティーヴンは七詠唱セブンキヤストのひとりへと手を伸のばし──

「アルくんをいじめちゃ、だめだよ？」

　不意に聞こえた、冷たくもあどけない童女の声を最後に、彼の姿は影かげの中へと吞のまれて搔かき消えた。
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　スティーヴンが咄嗟に察知できたのは、自らの影に引きずり込まれたところまで。

　視界が完全な暗くら闇やみに覆おおわれ、ようやく太陽の眩まぶしさを感じてまぶたを開けてみれば、そこは変わらぬウエノ学園の一風景だった。

　だが、決定的に違ちがう点がある。

　魔術文化祭の来場客の姿はなく、賑にぎわう学生たちの姿もなく、そもそも文化祭が行われている形けい跡せきさえない。

　おそらくこれがウエノ学園の平常時の学園風景なのだろう──そうスティーヴンは思った。見み渡わたす限り無人の空間で、静せい寂じやくに満たされていることを除けばの話だが。

「あれは……」

　戸と惑まどいながらも冷静さを失わないスティーヴンの目の前にそびえる、巨きよ大だいな門。

　その門に彼は見覚えがあった。

「地じ獄ごくの門か」

　先の不老不死の大魔術師が起こした騒そう動どうが原因で封ふう印いんされた、ウエノ学園の一区画。

　高位聖遺物と同等の魔力を有する『地獄の門』の封印結界内に、スティーヴンは引きずり込まれていたのだ。

「我が国の門はすでに取り壊した。それをまた見ることになろうとは」

　本来メトロポリタン合衆国にも、ウエノ学園と同様の『門』が旧きゆう暦れきより残っていた。

　世界中に点在していた七つの地獄の門のうち、カリフォルニアとフィラデルフィアのふたつ。それぞれ、スティーヴンと『神しん獣じゆう』の実験に用いられた門だ。

「──ここなら、おねえちゃんが暴れても誰だれもまきこまないよね？」

　忌いま々いましい過去の記き憶おくを思い出していたスティーヴンは、声のしたほうへと目を向ける。

　見れば、巨大な門の上に腰こし掛かけ、小さな両足をぷらぷらとさせた、ゴスロリ姿の黒くろ髪かみの幼女の姿があった。見た目は九歳児くらい。リボンの似合う、可愛らしい女の子。

　しかし対峙した瞬しゆん間かん、言いようのない威い圧あつ感かんがスティーヴンを襲おそった。

　大魔術師アンジェラ・アンブロシアと戦ったときや、あの恐おそるべき『神獣』と命のやり取りをしたときとも似た感覚。

「ステラちゃんのパパさん、七詠唱セブンキヤストを狙ってるんだってね？」

　底冷えするほど冷たい目で、幼い少女──モリガンはスティーヴンを見下ろした。

「魔術王に用がある。だが殺すつもりはない」

「あ、そうなんだ」

「しかし人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやろうと考えている」

「──おねえちゃんが、それを許すと思う？」

　愛まな娘むすめを救うためには、魔術王を狂きよう信しん者しやどもの生いけ贄にえにしなければならない。そう非情に徹てつするスティーヴンの言葉を聞き届けぬうちに、モリガンの柔やわらかな笑え顔がおが凍こおりついたような冷れい笑しようへと変わった。

「ちちんぷいぷい」

　モリガンが口にしたのは、古めかしいおまじない。

　瞬間──門の影が、建物の影が、木の影が、そしてスティーヴン自身の影が、蠢うごめいた。スティーヴンは即そく座ざに大きく跳ちよう躍やくし、地面に縫ぬいつけられた黒い影の群れから飛び退のく。

「いたいのいたいの、とんでっちゃえ！」

　しかし。眼下の影の中から、一いつ切さいの光を吸収するおぞましい黒色が──濃のう縮しゆくされた影そのものが、レーザーのようにスティーヴン目掛けて放たれた。

　その数、十と四つ。避よけ切れたのは、最初の十発だけ。残る四発の影のレーザーが、それぞれスティーヴンの手足を射い貫ぬく。

　途と端たん、傷はつけられていないはずなのに、激痛だけが彼の四し肢しを襲った。

　食いしばった歯が欠けるのではと思うほどの、鋭するどく、重々しい痛み。なのに怪け我がはなく出血もない。

「ほら。当たるとね、とってもいたいでしょ？」

　スティーヴンはポーカーフェイスを崩くずさなかったが、痛みが顔に出ていたのだろうか。少なくともモリガンは見て取ったようだ。

「これがおねえちゃんの我流術式『影絵シヤドウアート』──ほかにも色々できちゃうよ？」

　モリガンは門の上から飛び降りた。着地点には地獄の門の影が黒々と広がっている。

「いない、いなーい」

　モリガンが新たなおまじないを口にした瞬間、その足元の影が立体的に膨ぼう張ちようし、彼女の体を吞み込んで覆い隠すと、すぐまた平面の影に戻もどる。

　敵を見失いつつも、スティーヴンは激痛に耐えて着地。背後に伸びるは、彼自身の影。

「ばぁっ！」

　その中から、まるで影と影の間をワープでもしたかのように、急にモリガンが姿を現した。狙いはスティーヴンの無防備な背中──

　しかしスティーヴンは敵の行動を予測していた。すぐさま二に連れん銃じゆうを抜き放ち、背後を確かく認にんすることなく背中越ごしに魔ま弾だんを放つ。

「あははっ、パパさんは背中に目があるのかな？」

　魔弾を受けたモリガンの体は、童女の笑い声だけを残して影に溶とけた。最初から本体ではなく、『影絵シヤドウアート』で作った瓜うり二ふたつの影分身だったのだ。

（ああ。これはマズい）

　スティーヴンは静かに戦せん慄りつした。足元に広がるあらゆるものの影が、互たがいに互いを食い合い、地面を覆い尽つくさんばかりに広がり始めたからだ。
















　モリガンの『影絵シヤドウアート』は可視光さえも完全吸収する。光の反射による凹おう凸とつの有う無むを視認することが出来なくなれば、立体として存在するあらゆる物質が、濃密な黒一色にコーティングされ、虚きよ無むの平面としか目視できなくなる。

　戦場の立体感を認識できなければ、距離感は狂くるい、戦闘にも支障をきたすはず。媒ばい介かいは万ばん物ぶつの影、無差別広域タイプ、攻こう撃げき・回かい避ひ・移動手段にも転用可能、おまけにダミーの生成も可能となれば、国家魔術師の戦闘特化術式すら裸足はだしで逃にげ出す我流術式だ。

　モリガンが弟から譲ゆずり受けた『青生生魂ブルーオリハルコン』の左目。そして、彼女自身が持って生まれた『瑠璃ラピスラズリ』の右目。得体の知れないオッドアイの魔術師位階を前に、長期戦を試みるのはスティーヴンの望むところではなかった。

「ほら、キツネさん。かわいいよね？　こゃーん」

　水たまりのように地面一面を覆った影から、再度モリガンが姿を現す。その手と指は、影あそびの獣けもののかたちを真ま似ねていた。

「可愛かわいくはない」

　影そのものが大口を開けた巨大な獣となって迫せまる光景に、スティーヴンはつい本音を吐はいた。その直後、鋭い牙きばに片足を嚙かみ砕くだかれて粉ふん砕さい骨折する痛みだけを感じながらも、無む理り矢や理りその場から後ずさる。

「ちちんぷいぷい！」

　が、着地した影が底なし沼ぬまと化し、瞬時に足が取られる。

「ざんねんでした。あはは、もうおしまい？」

　逃げることも出来ないスティーヴンに向けて、周囲の影が鎌かま首くびをもたげた。

　そうして一本の影が足元からスティーヴンの服の下へと潜もぐり込む。突つき上げてくる嫌けん悪お感かん。やがて触しよく手しゆめいたその影は、彼の懐ふところから『八ヤ咫タノ鏡カガミ』を取り出した。

「ウォーロックくんは返してもらうね」

　奪うばわれる神鏡。その間、強きよう烈れつな光を当てれば影は消えるのでは──そう期待してスティーヴンも光源を生み出す魔術を使ってはみた。が、『影絵シヤドウアート』の闇は雲うん散さん霧む消しようするどころか魔力光をも吞み込んで、ますます強大になるばかり。

「おねえちゃんね、弟の前だと怖こわいところ見せたくないから、めったに本気は出さないんだよ？」

　にっこり笑ってそう口にしたモリガンだが、スティーヴンの胸中に可愛らしいなどという感想は到とう底てい湧わいてこなかった。

（万にひとつどころの話ではない。一億回か。あるいは一兆回。それだけ戦ったとしても、このままでは勝てる気がしない──）

　スティーヴンは悲観した。それは、かつて『神獣』と死し闘とうを繰くり広げたときでさえ彼の脳のう裏りをよぎらなかった、弱音であった。

　彼の『主人公補正パツシブ・ヒーロー』は、あくまで勝率がゼロではない戦闘において、万にひとつの勝利を初戦で摑つかむ術式。もしも彼ほどの魔術師が何度戦おうと勝てない相手がいるとすれば、その相手との戦闘では『主人公補正パツシブ・ヒーロー』は発動しない。確実に敗北が運命づけられた戦いであるなら、勝利の加護はなんの役にも立たないのだ。

　そのうえ第三者の干かん渉しよう及およばぬ封印結界内となれば、鏡の迷めい路ろのときのような桁けた外はずれの幸運や偶ぐう然ぜんも望めない。

（どうする。どうする。勝つにはどうする？）

　モリガンの我流術式の唯ゆい一いつのデメリット、それは無差別であることだ。だが、魔術的に封ふう鎖さされた封印結界には誰も足を踏ふみ入れることなど出来ない。

　モリガンはおそらく、『影絵シヤドウアート』による影から影へのワープでもってスティーヴンをこの空間に引きずり込んだはず。ここを戦いの場に選んだのは、彼女自身が誰も巻き込みたくなかったからだ。つまりこの結界内において、彼女は無敵。

（この『地獄の門』一帯の無人の封印結界。複雑な術式から推察するに間違いなく大魔術。そして彼女が発動を維い持じさせている気配はない）

　スティーヴンの思考が回転する。

（ステラの報告にあったな。数週間前の魔力暴走事件の原因となったことでウエノの門は封印されたと。やはりあの少女がこの結界を維持しているわけではない）

　そもそも、『影絵シヤドウアート』のような強力な術式を行使しながら、大魔術の結界を維持することなど不可能だ。記憶の片かた隅すみに残っていた程度の些さ細さいな報告が、瞬またたく間にスティーヴンの脳内で窮きゆう地ちを脱だつする秘策に繫つながる。

（この結界を維持している魔力源──）

　不気味な影を引き連れてゆっくりと近寄ってくるモリガン。

　しかしスティーヴンは彼女の存在を思考から除外し、鋭い隻せき眼がんの眼まな差ざしを、結界区画内のある一点へと注いだ。

　これほど厳重な封印結界の大魔術、永続維持しようと思うなら大量の魔力が必要となるはず──ならば発動体はどこにあるのか。

　考えられる可能性はひとつ。スティーヴンの視線の先にあった。

「我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス！」

　双頭鷲二連銃から放たれる、苦し紛まぎれの魔弾の一撃。

　モリガンはその攻撃を涼すずしい顔で避けた。

「ハズレだよー…………あれれ？」

　すぐに彼女も気づく。魔弾の標的は、最初から自分ではなかったことに。

　視線が向けられていたのは、彼女の背後。

　そこにそびえ立つ、巨きよ大だいな『地獄の門』だ。

　スティーヴンの推理は当たっていた。この、地獄の門を隔かく離りするための封印結界は、門そのものが持つ莫ばく大だいな魔力でもって維持されていたのだ。

　そして──魔弾が、門を砕いた。







「盛せい況きよう、盛況。これも受付嬢じようのわたしが美人だからだな。困ってしまうな！」

　一方そのころ。結界の外では相変わらず文化祭が賑にぎわいを見せており、ブランのフィギュア展示室にて、副会長が得意げに満面の笑みを浮うかべていた。

　別に副会長のおかげで展示室に長ちよう蛇だの列ができているわけもなく、人気の秘ひ訣けつはあくまで神造形師ブラブラのフィギュア作品の数々なのだが、彼女は一向に気にしていなかった。

　最初は乗り気でなかったくせに、客が途切れることなく次々入ってくる光景に、なぜか気が大きくなっているらしい。

「そうだ、いい考えが閃ひらめいたぞ！　ここにある美少女フィギュアを来場客たちに売りつけるというのはどうだろうか。そうすればブランドンのやつも一ひと儲もうけできるし、高値で取引できればこのわたしにリベート料が発生してしかるべき！　客も喜ぶ！　わたしも貧びん乏ぼうとさよならできて嬉うれしい！」

　ぺかーと顔を輝かがやかせ、副会長はブランに無断でフィギュアを使った商売を計画する。

「お断り申す。我われ々われごときがブラブラ氏のフィギュアに手を出すなど恐おそれ多い」

「左様。この傑けつ作さくの数々はどれも一級美術品。多くの目に触ふれることに価値がある」

　が、来場客のオタク魔術師たちは、皆みな一様に買い取りを拒きよ否ひした。副会長が取引を申し込んでも、誰だれもが丁重な態度で首を横に振ふる。

「予想外にモラルの高い連中め。おのれ、うまい儲け話だと思ったのに！」

　行列は守っているものの、開場前に規則違い反はんの不法侵しん入にゆうをしていたあたり、客のモラルが高いわけでは決してない。むしろ副会長のモラルが低すぎる。

　と、その瞬しゆん間かん。

　外からの騒さわがしい声が副会長の耳に飛び込んでくると同時に──

　解除された封印結界から抜ぬけ出したモリガンとスティーヴンが、戦闘を続行しながら窓を割って飛び込んできた。

「わーっ!?　なんだなんだどうしたことだ!?」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやにパニックを起こす副会長。

　そんな彼女を尻しり目めに、来場客のオタク魔術師たちはフィギュアを窓ガラスの破片から守るべく果か敢かんに身を挺ていした。

「わわっ、どうしよ、ひとがいっぱいいる……」

　一方、戦場が通常の空間に移ったことで、モリガンの『影絵シヤドウアート』は明らかに動きが鈍にぶっている。他人に被ひ害がいを出すことを術者が恐れているのだ。

（それが彼女の弱点だな）

　スティーヴンは、ためらいを見せるモリガンの姿を冷静に分ぶん析せきしていた。

　モリガンは予想外の事態を前に、咄とつ嗟さに物事の優先順位をつけられずにいた。彼女の魂は十年前からずっと九歳児のまま。判断基準はやはり子どもなのだ。心に迷いや戸と惑まどいが芽生えれば、魔術の冴さえも鈍くなる。

（強い。確実に俺よりも強い。だが──心が勝負事に向いていない）

　──モリガンは今まで、勝ち負けにこだわったことなど一度としてなかった。愛する弟とケンカをしたことがないのもその証しよう拠こ。ゲームなどで勝負することはあっても、彼女にとって勝利はなんの価値もなく、楽しげな弟の笑え顔がおさえあればそれでよかった。

　ゆえに、差し迫った状況でも彼女は貪どん欲よくに勝利を欲ほつしはしない。最善手を選べず、自らの優先事じ項こうのために誰かを犠ぎ牲せいにすることも出来ない。

　だが、スティーヴンは違ちがう。

「ひ、ひえええええええええっ!?」

　副会長の悲鳴が展示室に響ひびき渡わたる。スティーヴンが、迫る『影絵シヤドウアート』のレーザーを前に、躊ちゆう躇ちよなく彼女を盾たてとして使ったからだ。

「うわあああああん!?　もうダメだよおおおブランドンんんんんんっ!?」

　襟えり首くびを摑まえられてレーザーの矢や面おもてに突き出された副会長は、八や重え歯ばを剝むき出しにして号ごう泣きゆうしている──そんな弟の幼おさな馴な染じみの痛々しい姿に、ほんの一瞬、モリガンは影かげを操あやつる手を止めてしまった。

　小さくも恐るべき女王が見せた、致ち命めい的てきな一瞬の隙すき。

　スティーヴンはためらうことなく副会長を盾にしたまま二に連れん銃じゆうのトリガーを引いた。

　起死回生の魔ま弾だんは、判断を迷ってしまったモリガンを無む慈じ悲ひに撃うち抜く。

「ざんねん……おねえちゃん負けちゃったー……」

　胸を撃ち抜かれたモリガンが、無念そうに──しかし明らかにまだ余よ裕ゆうのある様子ながらも、敗北を受け入れた。

　致命傷を与あたえられた瞬間、分身シヤドウとしての肉体は自動的にキャストオフされ、鋳い型がたである聖遺物『八尺瓊勾玉ヤサカニノマガタマ』の状態へと戻もどってしまう。

「俺の勝ちだ。薄はく氷ひようの勝利だったがな」

　相手が普ふ通つうの人間でなかったことを薄うす々うす感づいていたのだろう。スティーヴンはさしたる驚おどろきも見せず、平然とその光景を見届けた。

　が、しかし。

　規格外の怪かい物ぶつを相手取り、魔力が底をついてしまった。

　勝利を確かく認にんすると同時に限界を迎むかえ、力ちから尽つきてその場に倒たおれ伏ふしてしまう。

「ぐすっ、ぐしゅっ、あれぇ……わたしまだいきてる……？」

　解放された副会長が、泣きべそをかきながらも周囲を見回す。そんな彼女の背後では、フィギュアを守り切ったオタク魔術師たちが誇ほこらしげにサムズアップしていた。

「これは……なにがいったいどうしたことなのだ……？」

　気絶したスティーヴンの傍かたわらに転がる勾玉と、そして消えたモリガンの懐ふところからこぼれ落ちた『八咫鏡』。副会長は腰こしを抜かしてへたりこみながらも、ふたつの神器を拾い上げ、その場で大きく首を傾かしげる。

　彼女の手のひらの中で、勾玉はなにかを訴うつたえかけるように小さく明めい滅めつしていた。




　　　　[image: くぎり]




　ステラはスケアクロウを連れたまま、デュセルを捜さがして文化祭巡めぐりを続けていた。

「デュセルさん、どこにいったのかしら？　どうしましょう、早くブランさんを返してあげないといけないのに」

　道行く生徒たちに声をかけて回っているステラ。学園でも人気の生徒会長のためならばと、忙いそがしいにもかかわらず誰もがステラに協力してくれている。

「学園全体でなにやら騒ぎが起こっているようですし、生徒会室に戻らないといけません。でも……全校放送なんてしたらデュセルさんは拗すねてしまいますよね」

　今ではステラとスケアクロウの他ほかに同行者が十数人も増えており、皆して群ぐん青じよう色のポニーテールを捜してくれていた。たいした人徳だ。

　スケアクロウはというと、名前どおりの案か山か子しのように、ステラたちの後ろでボーっと突つっ立っているのみ。

「参ったな……おれも戦闘に参加しないといけないんだが……」

　と、ぼやくスケアクロウのメガネに、慌あわただしく移動している魔術師たちの姿が映った。

　彼らはなぜか、今まで羽織っていたと思おぼしきＣＩＡの国家魔術師ローブを脱ぬいで来場客に紛まぎれ、学館の放送室へと急いでいる様子だ。

　無論、放送室は文化祭中も部外者は立入禁止である。

「まさか『神しん獣じゆう殺し』が一時的とはいえ戦闘不能になるとは……」

「やつの意識がいつ目覚めるかも知れぬ以上、我々だけで対処しなければ」

「せめて実験体のひとつでも手に入れなければ。手ぶらでは本国に戻れん」

　彼らのひそひそ話を聞き拾い、スケアクロウは眉まゆをひそめる。

「あいつら何者だ？　ＣＩＡか？」

　ステラたち一行のもとを離はなれ、スケアクロウは教団の神徒たちを追って放送室へ。

「ブランさん？　デュセルさんを見つけたのかしら」

　ステラも、おっとりと小首を傾げながらその背中を追う。

　ところが次の瞬間には、ふたりの目に放送室から力ずくで追い出される生徒たちの姿が映った。

　穏おだやかではない事態だ。スケアクロウもステラも途と端たんに走り出して放送室へと急ぎ、慌てて待機スタッフが追い出されたばかりの室内へ。

「──ステラ・スティングレイか？」

　放送室に飛び込んできたスケアクロウとステラの顔を見、神徒たちは驚きを見せた。

　彼らは室内の機材を使い、魔術映像通信のモニターに細工を施ほどこしている様子だった。

「あなたたちは……確かパパの……」

「我が身は加速する！」

　ステラが戸惑いを見せる中、スケアクロウの行動は迅じん速そくだった。

　今までの役立たずな案山子ぶりからは想像もできない超ちよう高速の加速呪じゆ文もんでもって、室内にいた神徒たちに牙きばを剝く。他の分身シヤドウたちとの意識共有により、大統領との戦闘が始まっていることは百も承知。彼らも七詠唱セブンキヤストの敵だろうと踏ふんでの行動だ。

　だが、間かん一いつ髪ぱつのところで間に合わなかった。

　教団の神徒たちは機材の操作を終え、放送室内、ウエノ学園の全学舎、全施し設せつ、そして文化祭用に取りつけられた目立つ場所に至るまで、設置された全すべてのモニターがある映像を映し出す。彼らが故意に流したのは、昨夜スティーヴンへと突きつけた、赤い瞳ひとみのステラの姿を映した映像だった。

「これは……どういう……」

　身に覚えのないステラは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。アンジェの魔術により『星条紅玉スタールビー』へと堕おとされていた間の記き憶おくは、彼女にはない。

　だからこそ、初めて目にする自分の悪あしき姿に、ステラは絶句するしかなかった。

　瞳を魔獣のように赤く輝かせたステラの映像は、ウエノ学園のいたるところで公開された。学園の生徒たちだけでなく、文化祭に参加しているあらゆる来場客の目にも留まり、もはやゴシップやスキャンダルどころの騒ぎではない。

『ウエノ学園、ひいてはアルテナの魔都の全住民に告げる！　ステラ・スティングレイは緋眼堕ちレツドの魔術犯罪者、この映像がその証あかしである！　諸君も青い瞳の魔術師ならば、彼女の捕ほ縛ばくに協力せよ！』

　放送室を占せん拠きよした神徒の声が、全校放送による魔術通信でもって学園中に響き渡る。

　──彼らの狙ねらいは単純明快。スティーヴンが倒れた以上、律りち儀ぎに約束を守る必要はない。オリハルコン位階の魔術王は諦あきらめ、確実に手に入るステラで妥だ協きようすればいい。情報を公開してしまえば、緋眼堕ちレツドの魔術師をかばうような者が現れることもないのだから。

「か、会長ぉ……なにがどうなっているのですか!?」

　今しがた大統領を保健室へと運び込んだばかりの副会長が、モニターを前に狼ろう狽ばいする。おそらく学園のいたるところで、ステラの人望に惚ほれ込んでいた学生たちの全てが、彼女と同じ思いを抱いだいていることだろう。他の来場客たちの間でも、恐きよう怖ふを含ふくんだどよめきが起こっていた。

　ワイズマン、ウィッチ、アルケミストといったブランの分身シヤドウたちも、各おの々おの近くに存在するモニターを目にし、そこに映るステラの姿に焦しよう燥そうの面おも持もちを浮うかべる。

　そしてその光景は──ひと気のない体育館の裏で、いじけて頰ほおを膨ふくらませて涙なみだぐみ、日ひ陰かげでひっそりと三角座りしていた、デュセルの目にも留まっていた。

「ステラ……？　この映像は、あたしがブランに助けてもらったアンブロシアとの戦いのときの？　いったい誰がこんなことを？」

　デュセルは混乱する頭を振ふりながら、スカートについた土つち埃ぼこりを払はらい落とす余裕もなく、すぐに駆かけだす。

（お人ひと好よしで、誰だれにでも優やさしくて、誰とでも親しく付き合える、そんな自分とは別世界の存在のような女の子──眩まぶしすぎてあたしは友だちだなんて認められないけど──）

　こんな映像が流れてしまえば、最悪、ステラの命さえ危あやうい。

　彼女の身を案じる気持ちが、頭の中の言い訳に反して、デュセルを急せかしていた。

　そして、焦あせったのは彼女だけではない。

　遠く離れた場所にいるブランもそのひとり。

　背後には依い然ぜんとして油断のできない宿敵であるアンジェがいる。それを百も承知で──ブランはスケアクロウへと憑ひよう依いした。

　無防備な本体を彼女の前に晒さらすなど命知らずの愚ぐ行こうだ。しかしステラの窮きゆう地ちを前に、じっとしてはいられなかった。

　ブランの意識は自宅の自室から、静せい寂じやくに包まれる放送室へ。

　ステラは今も瞳を見開いて立ち尽くしている。持ち前の機転の良さや頭の回転の良さも、なんの役にも立っていない。

　彼女の無力化もまた、周囲の煽せん動どうとともに教団の神徒が映像を流した狙いのひとつだ。

　廊ろう下かから彼女へと注がれる、他の生徒たちからの恐怖と疑ぎ惑わくの眼まな差ざし。そして、彼女へと伸のばされる狂きよう信しん者しやたちの魔の手。

　このままではいけない。ここに留とどまることは、少女にとってあまりに危険だ。

「ステラ先せん輩ぱい、こっちだ！」

　メガネを外したブランは、今度は自分からステラの手を引いて、加速魔術を用いたまま追手を振り切って、急ぎその場を脱だつしたのだった。








第五章　ファイティングキッズ・ファイナルラウンド









　ブランは、呆然自失のステラを連れ、ひと気のない体育館倉庫へとやって来た。

　薄暗い倉庫内は照明もついておらず、ブランとステラのふたりを照らすのは、小窓から入る外の光のみ。このあと館内では魔ま力りよく縫ほう製せい研究会のファッションショーが予定されているが、体育館倉庫は今のところ誰もやって来そうな気配はない。

　もっとも──緋眼堕ちレツドとなったステラの姿の暴ばく露ろなどというハプニングが起きた以上、ファッションショーはおろか魔術文化祭の続行さえ怪あやしいだろう。

「ステラ先輩、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ともかくブランは、ふらふらと足取りのおぼつかないステラを積み上げられたマットの上に座らせ、落ち着かせようとする。

「いったい、わたくしの身に、なにが……？」

　しかしステラは真っ青な顔つきで、ブランの声もろくに耳に入っていない様子だ。

　魔術犯罪者として裁かれる恐おそろしい未来を想像してしまったのだろう。

　いくら聡そう明めいとはいえ、まだ十代の少女なのだ。自分の人生が足元から音を立てて崩くずれていく経験など、一度としてなかったはず。

「……ブランさん。誰かに見つかる前にわたくしを置いて出て行ってください。緋眼堕ちレツドと関かかわってはいけません。あなたが不幸になってしまいますから……」

　それでも、彼女は気丈だった。自分のことより、危険を承知で自分をかばっている後こう輩はいのことのほうが気がかりなのだ。

「おれの心配なんてするんじゃねえよ！」

　だが、今はそんな少女の優しさがどうしようもなく、もどかしかった。

「ブランさんは……わたくしのあの赤い瞳……恐ろしくはないのですか？」

「ステラ先輩のほうがよっぽど大変だろうが！」

　ステラの小さな肩かたに手を当て、ブランはいつになく強い語勢でそう言い聞かせる。

「それに──おれはステラ先輩の瞳が赤く染まっていた理由を知ってる」

「え……？」

　ブランの言葉に、ステラはすがるような上うわ目め遣づかいで後輩の顔を見た。

「数週間前、ウエノ学園に留学していたエルミタージュのエージェントのせいだ」

「アンジェラさんが……？」

　言われ、ステラは思い出す。相手が緋眼堕ちレツドであると承知の上で、傷ついたアンジェを客船で保護した。が、そこから先の記憶はない。次に意識を取り戻もどしたときには、ブランによって病院に運ばれたあとだった。

「アンジェラ・アンブロシア。あの女が心を操あやつる禁呪で、ステラ先輩を傀かい儡らいに仕立て上げた。だからあいつの魔力に汚お染せんされて、一時的に緋眼堕ちレツドになったんだ」

「で、ですが……どうしてブランさんがそんな話をご存じなの……？」

「おれが、当事者だからだ」

　ステラの問いかけに対し、ブランは言い淀よどむことなく、はっきりとそう口にした。

　彼女は、こんな状じよう況きようでさえ自分のことよりブランの身を案じてくれている。

　ならばブランもまた、自分の秘密を守ることよりもステラを救うことを優先しなければならないはず。少なくとも、彼はそういう男だ。

「──おれが、セブンキャストの魔術王だからだ」

　だからこそ。

　ブランは、ステラの青い瞳を真正面から見み据すえたまま、そう告白した。

「つまり、あのときアンジェラ・アンブロシアと戦っていたのはおれだ。ステラ先輩は巻き込まれただけなんだよ。謝らなきゃならないのはむしろおれのほうだ」

　それに、スティーヴンに知られた以上、いつかはステラにもバレる秘密だ。なら──彼女には自分の口から正体を明かしておきたい。それがブランの本音でもあった。

「ほ、ほんとうなのですか……」

「でなきゃ、クズ石って評判の落ちこぼれ魔術師がステラ先輩を倒たおせるかよ」

　肩を抱だかれたまま、ステラはじっとブランの瞳を見つめる。

　すでに、ブランは分身シヤドウに施ほどこしてある位階隠いん蔽ぺいの封ふう印いんを解き、『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳を露あらわにしている。ステラにもその正体は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ゆ……ゆ……」

「ゆ？」

「ゆ、許せませんっ！」

「え、なんで!?」

　予想外のステラの反応に、目を丸くするブラン。

「やっぱ、今までステラ先輩を騙だましていたから？」

「そんなことはどうでもいいんです！　わたくしだってブランさんや学園のみなさんを騙して、メトロポリタンのエージェントとしてアルテナにやって来たんですから、それに関してはブランさんが全面的に正しくてわたくしのほうが悪いに決まっています！　でも、デュセルさんはブランさんを親友だと思っているんですよ!?　確かにデュセルさんだって国は違ちがえどわたくしと同じ立場、七詠唱セブンキヤストからすれば敵です。ですが、彼女は本当にあなたのことを親友だと思っています……なのに今まで騙していたなんて！」
















　ステラは珍めずらしく憤ふん慨がいしていた。その垂れ目気味の瞳ひとみは、大おお粒つぶの涙で濡ぬれている。

　それは、絶体絶命の窮地に追い込まれた彼女が、この場で初めて見せた涙。もちろん、自分のためではなくデュセルのために流した涙だ。

　──こんな状況でさえ、自分ではなく、誰かのために怒おこれるのか。

　怒られたブランは、いっそ感動すら覚えていた。

「いや、デュセルはもうおれの正体を知ってるんだ」

「…………あら？」

「その、ステラ先輩が操られていたときの戦いで。でもっておれが七詠唱セブンキヤストを率いてルーヴルに攻せめ込んだのも、親友のためっていうかなんていうか……」

　気き恥はずかしいのか、ごにょごにょと言い淀よどむブラン。

　一方のステラも、顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「……まあ、どうしましょう。わたくしったらなんて恥ずかしい勘かん違ちがいを……申し訳ありませんでしたブランさん。おふたりの友情に口を出すような真ま似ねをしてしまって」

　彼女はマットの上でそそくさと正座し、ブランに対して深々と頭を下げた。土下座というわけではないが、体勢はそれに近い。

「や、やめてくれ！　ステラ先輩を騙していたのは確かだし、おれも悪いって！　だからそんなに謝られるとこっちが申し訳ないっての！」

　ステラに頭を上げてもらうべく、ブランは困り顔でまくしたてた。

「で、ですが……、その、ブランさん。どうしてわたくしにそんな大切な秘密を打ち明けてくれたのですか？」

　ようやく顔を上げたステラ。体育館倉庫に呆ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで連れ込まれたときより、いくらか判断力が戻っている様子だった。

「それは、おれにステラ先輩を救う秘策があるからだ」

「ええっ!?」

「おそらく、学園のやつらの誤解も解ける。その自信がある。ただ、ステラ先輩の協力が不可欠なんだ。信用してもらうには、おれも正体を明かすしかない」

「わたくしはブランさんを信用しています。わたくしにできることならなんでもします」

　──なんでも。

　その言葉に、ブランは大きく頷うなずく。

「ステラ先輩にその覚かく悟ごがあって良かった。断られたらどうしようかと思ったよ」

「断るわけがありません。わたくしのためを思ってくれているのですから」

「じゃあ、今まで保留になっていた約束だけど、フィギュアモデルになってくれってあれ、憶おぼえてる？」

「え？　それはその、ちゃんと憶えておりますけど……」

　突とつ然ぜんの場違いな話に、ステラは戸と惑まどいを見せる。

　だが、それは話題転てん換かんではなかった。

「じゃあ脱ぬいでくれ」

「…………はい？」

「服を全部、脱いでくれ」

　ブランの言葉に、ステラは目を丸くしたまま硬こう直ちよくする。

「おれは本気だ。言っとくが、おれはステラ先輩を救えるならなんでもやる。その本人から抵てい抗こうされようがどう思われようが、先輩が脱がないのなら腕うでずくでも脱がす」

「ど、どうしましょう……」

　言葉どおり、ブランの目は本気だ。

　覚悟を決めた者の瞳だ。誇ほこり高い『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳だ。

　ステラが本気で抵抗しても、魔術師としての位階は向こうが格上。敵かなうはずがない。

「脱いでくれたら、ステラ先せん輩ぱいを救える。しかも、魔術文化祭が中止されることもない」

「そ、それは本当ですか？」

　思わぬ一言に、ステラは目を丸くした。

　こんな不ふ祥しよう事じが起きてしまった以上、文化祭の続行は不可能だとステラは考えていた。むしろ、それも彼女の心を苦しめていた原因のひとつだ。

　七日間の文化祭に向け、学園の誰だれもがその日を楽しみに心待ちにし、準備に明け暮れてきた。ステラは生徒会長の立場から、そんな学友たちの姿を見守ってきた。自分のせいで彼らから文化祭を取り上げるなど、お人ひと好よしの彼女にとっては耐たえ難がたい苦しみだ。

　なのにブランは、ステラの無事だけでなく、魔術文化祭の続行も約束するという。

　裸はだかになって自分の未来と文化祭が両方守れるなら、ステラにも裸になる覚悟はある。だが、本当にそんなことが可能なのだろうか。

「あ、下着までは脱げとは言わないから」

　逡しゆん巡じゆんするステラを前に、自分が無む茶ちやな注文をつけているのは自覚しているのか、ブランはほとんど譲じよう歩ほになっていないが一応条件を譲歩した。

「え、ええと……ええと……どうして全ぜん裸らが必要なのかしら……？」

　ステラの頭がぐるぐるぐると高速回転する。が、どれだけ回転力を増しても答えが弾はじき出されることはなく、混乱と羞しゆう恥ちだけが加速していく。

　しかし、ブランの目に不ふ埒らちな輝かがやきは一いつ切さいない。その面おも持もちは今も真しん剣けんそのものだ。

「でも、ブランさんを……信じます」

　言って、ステラは赤面したまま自分の服に手を伸のばす。

　だが、震ふるえる指先でブラウスやスカートのボタンを外そうとするだけで、恥ずかしさのあまり卒そつ倒とうしそうになってしまう。すでにのどはからからで、ブランの眼まな差ざしが熱を帯びているようにさえ感じるほど、体が熱い。汗あせばんですらいた。

「あ、あの……ひとつだけ、お願いが」

　唇くちびるを軽く嚙かむと、ステラは、スカートの裾すそを両手で強く握にぎり締しめながら、乞こう。

「わたくしのことも、名前で……名前だけで、呼んでくださいませんか？　そしたら、きっと、ゆ、勇気が、出せます……」

　そんなステラの言葉に、

「あいよ、ステラ」

　と、ブランは真剣な面持ちで応じた。

　そうして、ふたりきりの薄うす暗ぐらい体育館倉庫で、ステラは意を決し、服に手をかける。

　ぎこちなさは決して晴れはしなかったものの、ステラはスカートを落とした。ブラウスを開はだき、白い肩かたを見せた。その豊満なバストも、くびれた細いウエストも、安産型のヒップラインも、ブランの前にさらけ出した。

（しまった──）

　下着を除けば一糸まとわぬ姿になったステラ。

　そんな彼女の姿に、ブランは真剣な面持ちのまま完全に硬直してしまっていた。

（誤算だった……ステラほどの魔ま術じゆつ師しなら、当然着けているはずがなかったのに！）

　──高位の女性魔術師は、ブラをしない。

　当然、ステラの下着は下だけ。上半身に限ればまったくの裸身だ。まるで大ぶりの果実のように実り、魔力の加護で重力にも負けない見事な爆ばく乳にゆうが、完全に露わなのだ。

　やましい気持ちは一切なかったブランだが、さすがにこれは思春期の少年として悶もん々もんとせざるを得ない。ステラを不安がらせないよう表向きはステラパパを真似てポーカーフェイスを取り繕つくろっているが、内心では冷や汗だらだらである。

　本当は慌あわてて目を覆おおいたかったのだが──「女の子に恥はじをかかせちゃだめ」なんて感じの姉モリガンの顔や、「童どう貞ていボーヤ」などと嘲あざける感じの師アンジェの顔が脳のう裏りをチラつき、必死で耐えた。ちなみに親友デュセルの顔は魔ま獣じゆうも裸足はだしで逃にげ出す形相だった。

「わたくしの……その、胸……、みっともない大きさですか……？」

「そんなことない」

　今のブランではそう口にするのが精いっぱい。

　本当はせめて「綺き麗れいだよ」とか、「その大きな胸くらい大きく自信を持っていい」とか、「なにがエロイムエッサイムだよエロいのはステラだよ」だとか言いたかったブランだが、緊きん張ちようでどれも口に出来なかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。おれがステラを救ってみせる」

　代わりに出たのは、そんな言葉だった。
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　必要な情報を得たことでステラのことは一いつ旦たんスケアクロウに任せ、ブランは憑ひよう依いを解除。その意識は自宅へと戻もどった。

「……ん？」

　まぶたを開く。が、視界がなぜか横に傾かたむいている。

　ブラン本人の頭が、やわらかい枕まくらのようなものの上で、横になっていたのだ。

「おや……やっと目覚めたのかい？」

　戸惑うブランの顔を、アンジェが上から覗のぞき込む。互たがいの顔がやけに近い。

　そしてすぐにもブランは悟さとった。自分が今、アンジェに膝ひざ枕まくらされていることに。やわらかい枕のようなものの正体は、ずばり彼女の太ふと股ももだ。

「この状じよう況きようはどういうことだ」

「なるほどね……分身シヤドウに意識を憑依することもできるのか……」

「ひとの意識がないのをいいことに、なに勝手なことしてるんだよ！」

「なにって……フフッ、師し弟ていのスキンシップじゃないか」

　弟で子しの頭を太股に乗せたまま、アンジェがミステリアスにほほえむ。

「それより、ステラ君のことはどうするつもりなんだい……？」

「どうするはないだろ。ステラがこんな目にあってるのは完全にお前のせいじゃないか。むしろアンジェもステラを助けるために協力しろ」

　膝枕されたままのブランに睨にらまれ、アンジェは面めん食くらった様子ながらも頷く。

「まあ、弟子の頼たのみだし……私が元げん凶きようだ。やぶさかではないよ……」

　アンジェの承しよう諾だくを得ると、ブランは膝枕から身を起こし、手元の文化祭パンフレットを開いた。確かく認にんするのは、各施し設せつの配置と、そしてタイムスケジュールだ。

「ところでアンジェ。ステラを貶おとしめようとしている連中の正体に、心当たりはあるか？」

　ページをめくりながら、顔も上げずにブランが疑問を口にした。

「ＣＩＡのローブを着ていたみたいなんだが」

「メトロポリタンは、他ほかの二国と違ちがって選挙でトップを選んでいる。なら……大統領の座を独どく占せんし続けているスティーヴンを、好ましく思わない者がいても不思議じゃない」

　アンジェにそう言われ、素す直なおにブランも納なつ得とくする。

「よし。とりあえずアンジェは学園に行ってくれ。おれはここでステラの疑ぎ惑わくを晴らす段取りのために、分身シヤドウたちを操作しなきゃならない」

　本当は、今すぐにでも生身でステラのもとへと行ってやりたい。

　しかしそんな自分の気持ちに蓋ふたをして、ブランはアンジェに頭を下げた。

「ひきこもったまま、彼女を救ってみせると……？」

「ああ。おれなら可能だ」

「フフッ。確かに……キミにしか出来ないことだろうね」

　観念したように肩をすくめると、アンジェはブランの自室から出て行った。

「学園に行くからには、ウエノの女子制服を借りていくよ？」

「あいよ」

　部屋の外から投げかけられた言葉に、ブランは軽く頷く。

　そして気づいた。

「……って、女子制服だって？」

　そんなもの我が家にはないぞ──とは言えなかった。

　なぜなら、あるからだ。ウィッチ用の秘密のクローゼットに。

「それにしても、まさか弟子が女の子の分身シヤドウに憑依して着き替がえを楽しむ女装野や郎ろうだったとはね……こじらせた童貞ボーヤはタイヘンだね……」

「待て！　違う！　いやその前にどうしてそのクローゼットの存在を！」

「キミの意識がなかった間に見つけておいただけだよ……。サイズ的に、お姉さんの服じゃないことは明白だからね……」

　女子服の主な購こう入にゆう目的は、美少女フィギュアの衣い装しよう資料だ。たまにウィッチにコスプレさせることもあるが、断じてブラン自身が生身で着用したことはない。

　そんなブランの葛かつ藤とうも知らず、アンジェはワイシャツを無造作に脱ぎ捨てると、学園の女子制服を着、長い髪かみを三つ編みにし、瞳ひとみの位階を隠かくすための魔眼封ふうじのメガネをかける。素す性じようを隠してウエノ学園に通っていたころの変装ルックだ。

「それで、私は学園でなにをすればいいんだい……？」

「副会長に会って、ねえちゃんたち──『八尺瓊勾玉ヤサカニノマガタマ』と『八ヤ咫タノ鏡カガミ』を取り戻してくれ。それと、あのポンコツにこのメモを渡わたしておいてくれ。おれも後から駆かけつける」

　パンフレットの裏に数行のメモを殴なぐり書きし、ブランはそれをアンジェへと手渡した。

「承知したよ。では……また後で落ち合おう」

　アンジェは編み上げのブーツを履はいた状態でＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラと唱え、一いつ瞬しゆんのうちにウエノ学園へ。彼女の魔力をもってすれば、実に容易たやすいことだった。







　学園は、今も不ふ穏おんな空気に包まれていた。

　モニターの映像は、神徒たちが放送機材に細工を施ほどこしたせいか、中止することも出来ず流れ続けている。デュセルは、騒そう然ぜんとする学生や来場客を不安げに見つめながらも、必死でステラの姿を捜さがしていた。

「デュセル！」

　そんな彼女を呼び止めたのは、学園のイベントにさえ豪ごう奢しやなドレスでやって来た、姉のエトワールとエスポワール。どうやら二日酔よいはもう治まったらしい。

「悪いけど、今はお姉さまたちに構っているヒマはないの！」

「分かっていますわ。メトロポリタンの大統領令れい嬢じようのことですわね」

　言って、エトワールは周囲のモニターへと視線を向けた。

「デュセル。彼女を見つけてどうするつもりですの？」

「どうするって……決まってるじゃない！　助けるのよ！」

「──ルーヴルの王女が、他国の魔術犯罪者を救うと？」

　エトワールに指し摘てきされ、デュセルは言葉を詰つまらせる。

　禁きん呪じゆの習得及およびそれに伴ともなう緋眼堕ちレツドは、当然ルーヴルでも大罪だ。さらに王女が他国の犯罪に加担したとなれば、王族の威い信しんは地に堕おちる。

「自分の立場が分かっていないようですわね。もしもの場合、あなたの故郷であるアルビオンの復興さえ危あやうくなるかもしれませんのよ」

「そんな……」

　故国アルビオンの復興──それはデュセルが幽ゆう閉へいされていたころから望み続け、ほんの数週間前、ブランのおかげでようやく叶かないそうになったばかりの願いだ。

　だが、ステラに手を差し伸べてしまえば、その願いは果たされぬまま終わってしまう。それどころか魔術犯罪者の仲間として、処しよ刑けいや封印まではいかないものの、再びロンドン塔とうに幽閉せざるを得なくなるかもしれない。王女姉妹しまいの危き惧ぐはそこにあった。

「でも、あたし……ステラのこと放ほうっておけない……」

「──今のは、ルーヴルの王女としての忠告ですわ。姉としての忠告は、また別」

　あくまでステラの身を案じるデュセルを前に、エトワールはため息をこぼした。背後のエスポワールが一歩進み出て、手にしていた簡素な小箱をデュセルへと差し出す。

「これは──？」

　姉たちに促うながされ、デュセルは小箱を開く。

　中身は、何十通もの手紙の束だった。

　古いものの日付は十年前に遡さかのぼるが、新しいものは、ごく最近まで届けられていたようだ。十年に及ぶ文字の上達による差異はあるものの、筆ひつ跡せきから察するに手紙の送り主は全すべて同一人物。そして、その全てがデュセル宛あてに届けられていた。

「あたし、こんなの知らない……」

「ごめんなさい、デュセル。あなたが幽閉されてから毎年のように届けられていましたけれど、お父様の命令でロンドン塔に行く前に止めていたのですわ。これらは──本当は破り捨てろと命じられていたものですの」

　デュセルは手紙の中で最も古い一通を手に取り、封を切った。

　差出人の名は、ステラ・スティングレイ。

「え──？　どうして、ステラが？」

　デュセルの顔に色いろ濃こい困惑が浮うかぶ。だが、彼女は食い入るように手紙へと目を落とし、つたないながらも丁てい寧ねいに書かれた文面を黙もく読どくする。

　綴つづられていたのは、幼いデュセルの身を案じる、幼いステラの一いち途ずな気持ちだ。

「あなたは覚えていないかもしれませんけれど、十年前の記念式典の日、アルビオン女王暗殺のショックで心神喪そう失しつしていたあなたに付き添そっていたのは、大統領閣下に連れられて式典に参加していた、幼き日のステラ・スティングレイですわ」

「そのとおりですわ。彼女はずっと、口もきけぬまま離はなれ離れになってしまったデュセルのことを、気にかけていたのですわ」

　そんな姉たちの言葉も、今のデュセルの耳には入らなかった。

　十年だ。

　たった一度、子ども時代に式典の場で会っただけ。ろくに交友もなかった間あいだ柄がらなのに、母を失って泣き崩くずれていたデュセルのことを、以後十年ステラは忘れなかった。

　そして、幽閉されてしまったデュセルのために、十年間、ずっと手紙を出し続けてくれていた。

　ただの一度も手紙を読まれることはなく、返事さえ届かなかったというのに。

　一通読んだだけで、そして後に控ひかえた何十通もの手紙の束を見るだけで、ステラの気き遣づかいがデュセルに伝わってきた。

『ごきげんよう、デュセルさん。ごいっしょにランチはいかがかしら？』

『……朝に追い返されたばかりなのに、また来たの？』

『はい。来てしまいました』

　思い出されたのは、まだデュセルがアルテナにやって来たばかりのころの、学園の先せん輩ぱいとして接してきたステラとの会話。彼女はどれだけデュセルに邪じや険けんにされようとも、常におっとりとほほえみ、決してめげることはなかった。

『こういう機会でもなければ留学生同士の親交も深められませんから』

　互いに初対面、馴なれ馴れしい相手だと思っていたが、そうではなかった。

　互いに敵同士、どんな裏があるのかと思っていたが、そうではなかった。

　どうして親切にしてくれるのか。どうしてああもお人ひと好よしなのか。

　どうして──友だちのように振ふる舞まってくれるのか。

　友だちのいない自分に対する、友だちが大勢いるリア充じゆうの嫌いやみなあてこすりなのか。と、いっそそう思っていたいくらいだった。だが、違った。

「なによ……こんな大事なこと、もっと早く言いなさいよ……」

　十年間、ブランと出で逢あうまで、自分には友だちなんてひとりもいないと思っていた。

　だが、ステラはずっとデュセルのことを忘れず、この新天地アルテナで再会したあの日も、今度こそと、彼女から一歩を踏ふみ出してくれたに違いない。

「ステラのばか、きのうのパジャマパーティとか、絶好の機会だったじゃない……。あたしと父上やお姉さまたちとの関係が悪化しないよう、気を回したっていうの？」

　デュセルの青い瞳から、涙なみだがこぼれ出していた。

　いつの間にか視界はぐしゃぐしゃで、これ一通で充分と思っていた一通目の手紙さえ、最後まで読み進めることが出来なくなっていた。

　母を失ったあの日を境に、もう泣かないと決めたのに。

　ブランに助けられたあの日を最後に、今度こそもう泣かないと決めたはずなのに。

「デュセル、お行きなさい。友ひとり救えない者に国を救うことは出来ませんわ」

「そうそうそのとおりですわ。妹の尻しり拭ぬぐいなら大だい歓かん迎げいですわ」

　ルーヴルの王女としての忠告とはまるで逆の、姉としての忠告。

「──うん！」

　デュセルは涙を拭って頷うなずくと、エトワールたちに背を向け、走り出した。

　ずっと友だちでいてくれた少女を──ステラを助けるために。







　走り去っていくデュセルの姿を、アンジェが物もの陰かげから見つめていた。

　相手は魔ま力りよく暴走の生いけ贄にえにしようとした少女だ。そしてアンジェのことを大悪人の魔女と思っている。見つかってこれ以上揉もめ事を起こすわけにもいかない。

「まあ……私がブラン君を弟で子しにしたことを教えて、ふーんとか、ふーんだとか……言わせてみたいという気持ちがあることを否定はしないけどね……」

　アンジェはメガネのズレを直し、副会長とスティーヴンがいると思おぼしき保健室へと急ぐ。ついこの間まで年とし甲が斐いもなく通っていた学園だ。場所は分かっている。

　しかし、到とう着ちやくした保健室のベッドに、すでにスティーヴンの姿はなかった。

「意識を取り戻もどして……行き違ちがいになってしまったのか……」

　もっとも、学園の敷しき地ち内から離れたわけではないだろう。スティーヴンも今の学園の騒さわぎは目にしているはず。となれば、娘むすめのために動き始めたに違いない。

「会長ぉ……」

　アンジェの目的はむしろ、無人のベッドの隣となりで呆ぼう然ぜんと座り込み、虚うつろな目つきで今もモニターを見つめ続けている副会長にあった。

「やあ、そこの……名前はなんていうんだっけ？」

　声をかけようとして、途と端たんにアンジェは困った。そういえば、誰だれも彼女の名前を口にしていなかった気がする。教えてもらった記き憶おくも当然ない。

「まあいいか……副会長君、少し話があるんだけど……」

「会長が緋眼堕ちレツドだなんて、もうダメだよぉ」

「キミの言う会長……ステラ君を助けるために、ひとつ提案があるんだが……」

　しかし、アンジェがいくら語りかけても、ショックのあまり完全に放心してしまっている副会長からはなんの反応も返ってこない。

　彼女が敬愛するステラの名前を出したにもかかわらずだ。

「……ええと、副会長君？　ステラ君を助けるために、キミの幼おさな馴な染じみであるブラン君からメモを預かっているんだけど」

「おしゃななじみ？」

「そうだよ。ブランドン・ブラックバーンだ」

　その名前を聞いた瞬間、なぜか副会長の瞳ひとみに生気が戻る。

「──そこの貴様！　い、今、ブランドンと言ったか!?　ブランドンなら会長を助けられると言ったか!?　わたしにもなにか手伝えることがあるのか!?」

「う、うん……」

「分かった、任されたぞ！　会長をお救いするためならなんでもしてやるとあの男に伝えるがいい！　店番でもフィギュアモデルでもどんとこいだ！　で、わたしはなにをすればいいのだ？　それがブランドンのメモだな、ふむふむ、これならわたしにも出来そうだ！　貴様はわたしの代わりに落とし物を生徒会室の遺失物係まで届けておいてくれ。なんだか貴重そうな聖遺物のようだが、わたしには物の価値がよく分からんからな！」

　副会長はアンジェからブランのメモが記されたパンフレットをひったくり、早口になってまくしたてる。さらに三種の神器であるはずの『八咫鏡』と『八尺瓊勾玉』をアンジェに押しつけてしまった。

　ふたつともアルテナ最高位の玉璽レガリア級聖遺物だ。学園に研究材料として持ち込んでいれば、副会長も貧びん乏ぼう生活からの脱だつ却きやくどころか、一生羽は振ぶり良く遊んで暮らせただろうに。

　そうとも知らず、彼女はパンフレットを握にぎり締しめたまま保健室を飛び出していく。

　完全に気け圧おされたアンジェは、その場に独り残されたまま、遅おそまきながら自分が呆然としていたことを悟さとり、数百年ぶりの感覚に戸と惑まどってしまう。

「千年生きてきた私にも……苦手なタイプくらい、あるよね……」

　神器たる神鏡と勾玉を手に、ただ立ち尽つくすアンジェ。

　と、彼女の手のひらの中で、急に勾玉の明めい滅めつが激しくなる。まるで、そこに宿るモリガンの魂たましいが、アンジェとの遭そう遇ぐうに驚おどろいているかのように。

「安心してくれていいよ、ブラン君のお姉さん。今回のところは……私はまあ、味方とまでは言わないけれど、手を貸している立場だからね……」

　アンジェはふたつの聖遺物へと、その緋ひ色いろの眼まな差ざしを向けた。

　今朝の樫かしの木の杖つえのときとは違い、残留するブランの魔力を嗅かぎ取ることは容易だった。彼女は、施ほどこされた術式の完成度に目を細め──満足げにその場を立ち去る。

「フフッ……」

　そのときアンジェの口元に浮かんでいたのは、不ふ吉きつな悪女の笑えみだった。
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　ステラとスケアクロウは、こっそりと体育館倉庫を後にしていた。

　先に扉とびらを出、周囲を警けい戒かいするスケアクロウ。そしてその後ろに付き従う、いそいそと制服のボタンを留め終えたステラ。

「責任、取っていただけるのかしら……」

　彼女は先ほどまで自分が全ぜん裸らだったことを思い返し、火ほ照てった両りよう頰ほほを両手で覆おおい隠かくす。

　しかし、もじもじとしたその呟つぶやきは、スケアクロウの耳には届かなかった。ふたりが倉庫を出たと同時に、サイレンとともに全校放送による呼びかけが始まったからだ。

『来場者の皆みな様さまならびに生徒諸君！　傾けい聴ちよういただきたい！　これよりウエノ学園は緊きん急きゆう避ひ難なん警報を発令する！　敷地内の全来場者、全生徒、全職員は、即そつ刻こく学園内から退去し、敷地横のシノバズ池へと避難されたし！　繰くり返す──』

　スピーカーから聞こえる、副会長の魔術通信。

　その声を聞いたステラが悲しげに顔を曇くもらせる。緋眼堕ちレツドや魔ま獣じゆうが学園近辺に出現した際の緊急警報を、まさか自分がその原因となって耳にするとは思ってもみなかった。

「ステラ。これも計画のうちだ、安心しろよ」

　と、分身シヤドウに憑ひよう依いしメガネを外したブランが、不安げなステラへと頼たのもしげに声をかける。

「えっ？　では副会長さんは……」

「善意の協力者だ。全すべてが終わったらお礼にトウモロコシでも届けてやってくれ。あいつ貧乏で飢うえてるから」

　こんな状じよう況きようでさえ余よ裕ゆうの笑みを浮うかべてみせるブラン。そんな後こう輩はいを前に、ステラも気持ちに余裕が出てきたのか、おっとりとした面おも持もちを凜り々りしく引き締める。

「それでブランさん、わたくしはどうすればいいのかしら？」

「まだ副会長が避難勧かん告こくしている段階だから、とりあえずもう少し時間稼かせぎを──」

　と、ブランは唐とう突とつに台詞せりふを切った。

　ステラはその背後から、きょとんと小首を傾かしげ、ブランが睨にらみつけている前方へと視線を送る。

「見つけたぞ。ステラ」

　ふたりの前に立ちはだかっていたのは、スティーヴン・スティングレイだった。

　モリガンとの戦せん闘とうでの疲ひ労ろうを感じさせないポーカーフェイスで、ブランとステラのふたりを静かに見み据すえている。

「その男も七詠唱セブンキヤスト──そうだな？」

　有う無むを言わせぬ父の問いかけに、ステラはブランの手を強く握ったまま、小さく頷いた。

「ですが、ブランさんはわたくしを助けようとしてくれています」

「ほう。緋眼堕ちレツドの疑いがかかった者を助けるだと？」

　スティーヴンは、未いまだ敵意の消えぬ『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の隻せき眼がんをブランへと向けた。

「そのつもりだ。なにせステラはおれの大切な先輩で、大切な友だちだからな」

「もうそれ以上の関係です！」

「……と、友だち以上の関係ってのは、つまり親友ってことだな」

　スティーヴンの無言の圧力に、ブランは無意識のうちにそう口走っていた。

「親友というなら教えておいてやる。ステラを狙ねらっているのは神獣教団の神徒どもだ。もっともやつらの最初の狙いはアルテナの魔術王だったがな」

　スティーヴンにとっても現状は望ましくない。モリガンとの戦いで気絶してしまい、神徒たちとの約束は反ほ故ごとなり、手段を選ばず守り抜ぬこうとしたステラの秘密が暴あばかれてしまった。ここまでアルテナの住人に知れ渡わたった以上、もう後戻りはできない。

「それでおれたちにケンカをふっかけてきたわけか」

「そうだ。俺はやつらの実験体だった。絶対勝利の加護と引き換かえに……考え得る限りの痛みと屈くつ辱じよくを与あたえられた。他ほかにも実験体は何百人といたが生き残ったのは俺だけだ。その結果が人間不信でな。人類と相あい容いれぬ存在であった『神獣』のほうが──俺にはよほど兄弟きようだいのように思えたほどだ。だから引導もこの手で下した」

　大魔術附ふ与よが施された自分の肉体を忌いま々いましげに見下ろし、スティーヴンは続ける。

「俺の人生は滅め茶ちや苦く茶ちやにされた。娘が同じ目にあうことだけは決して許さん。しかもステラは女の身だ。俺よりもっと酷ひどい未来が待っているのは目に見えている」

　脅おどしでもなんでもないその言葉に、ステラは身を震ふるわせた。

　人権を奪うばわれた緋眼堕ちレツド相手なら、どんな非道な人体実験が繰り返されようと、どんな卑いやしい境きよう遇ぐうに突つき落とされようと、誰も気が咎とがめない。

「それに比べれば見ず知らずの魔術王とやらがどうなろうと知ったことではない。そう思って神徒どもの口車に乗ったのだが……結果はこの有様だ。もうどうにもならん」

　スティーヴンは、今も放映が続けられている赤い瞳のステラの映像へと目を向けた。

　次いで、ホルスターの二に連れん銃じゆうへと手を伸のばす。

「やつらの手に落ちるくらいなら──死んだほうが娘にとってもまだ幸せだ」

　瞬しゆん間かん、ブランとステラの間に緊張がはしった。

「だからって、自分の娘を殺すつもりか!?」

「妻と娘だけが俺の人生の救いだ。殺すなどあってたまるものか」

　ブランの早とちりに、表情こそ変わらないものの明らかな怒ど気きが大統領から放たれた。

「だが──手放すことは出来る」

　しかし、その怒いかりはすぐにも哀かなしみへと変わる。

「三大国では与よ太た話として扱あつかわれているが……エルミタージュの女じよ帝ていは緋眼堕ちレツドだ。あの不老不死の女ならば俺の娘にマシな待たい遇ぐうを用意してくれるかもしれん。人知れず独りきりで暮らしていける場所とともにな。だから娘にはここで表向き死んでもらう」

　スティーヴンが娘むすめの命を救うために活路を見み出いだした、一筋の光明。メトロポリタンやアルテナの人々の目を誤ご魔ま化かすことさえできれば、それも可能だろう。

「わたくしが、帝国へ……？」

　だが、そんな父の決意を聞き、ステラは息を吞のむ。

「そりゃ、確かにアンジェなら保護してくれるかもしれねえが……っていうかステラの疑ぎ惑わくに関してはあいつに責任があるから当然なんだが。……でもな、そうなると、あんたはもう二度と自分の娘に会えなくなるぞ」

　犯罪者となった娘を社会的に抹まつ殺さつし、敵国に差し出す。その場合、父娘の離り別べつは避さけて通れない。ブランに言われずともスティーヴンは承知の上のことだろう。

「それどころか、もう誰だれもステラに会えなくなる。この学園じゃ誰もが生徒会長にぞっこんだ。ひきこもりで友だちがほとんどいないおれと違ちがって、ステラは友だちが大勢いる。なのに、エルミタージュへ行ったらもう二度とステラは誰にも会えない。おれにも、そしてデュセルにもだ。んなもん、おれはイヤだね！」

「だろうな。しかし知ったことではない」

　怒いかるブランとは逆に、スティーヴンの冷めた面持ちは崩くずれない。

「おれならなんとか出来る。その作戦もある」

「俺に出来ないことを──俺に勝てない男が出来るとは思えん。もしも可能だというのなら証明してみせろ。この俺に勝つことで」

　ブランの目の前に立ちはだかる、常勝無敗の最強の国家魔術師。

「それも不可能だがな」

　人類の英えい雄ゆうとさえ呼ばれたこの男の打だ倒とうは、大魔術師さえ不可能だと匙さじを投げた。

　だが、ブランが目指すのは、大魔術師のその先。あらゆる不可能の可能を目指す、七つの奇き跡せきを自在に操あやつる魔法使いの領域──

「だったら、その不可能を覆くつがえす!!」

　今ブランの意識が憑依しているのは、近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』。その鋳い型がたには、アンジェとの戦い以降、三種の神器の『草クサ薙ナギノ剣ツルギ』が用いられている。

　神しん剣けんが宿す全ての魔力を加速魔術に使用することで、かつて最弱のクズ石として扱われていたスケアクロウも、今や近接戦においては最強最速の駒こまとなる。

「我が身は加速する！　誰よりも速く、光さえ超こえて！」

　瞬時に三重起動トリプル・トリガーを詠唱。相手が二連銃を抜くよりも早く、そして速く、間合いを一気に詰つめて駆かけ抜ける。魔力の全てを速度に変へん換かんし、高速で繰り出されるブランの一いち撃げき。

　一方、まだスティーヴンは構えたばかりで銃に触ふれてさえいない。

「我が身は蝶のフロート・ライクように舞い・ア・バタフライ──」

　が、しかし。

　ブランの渾こん身しんの一撃は、スティーヴンのバックステップにより空を切る。

「──我が拳はステイング蜂のように刺す・ライク・ア・ビー!!」

　そしてカウンターで放たれたのは、銃による一撃ではなく、拳。

　速度上じよう昇しよう及および肉体強化の呪じゆ文もん詠えい唱しようによるヒット＆アウェイ。高速のステップから繰り出された鋭するどい一撃が、ブランの攻こう撃げきを搔かい潜くぐり、その鳩みぞ尾おちに文字どおり突き刺さった。

「格闘術……だと？　んなバカな……今までずっと銃ばっか使ってたくせに……」

　分身シヤドウの痛みがブランの意識を襲おそう中、それでも悪態だけはついた。

「そうだな。しかし俺は一度も自分のことを銃使いとは称しようしていない」

　聖遺物は、あくまで魔術の発動体。

　それが銃であっても、必ずしも銃として使う必要はない。あくまで、銃口を向けて引き金を引くという行こう為いが、攻撃魔術の指向性を高めるだけに過ぎないのだから。

　二連銃は今もスティーヴンのホルスターに収まったままだが、聖遺物は身につけてさえいれば魔術の発動体たりうる。現に今、物理法則を捻ねじ曲げるような回避と反撃を見せた、スティーヴンの格闘戦用の魔術効果が完かん璧ぺきに発現したように。

「この期ごに及んで、ブラフだったのかよ……」

　ウォーロックとの早はや撃うち勝負に応じ、圧勝したことさえ、近接戦という奥の手を隠かくすためのカムフラージュでしかなかった。ブランの胸中を驚きよう愕がくが支配する。

　鳩尾に一撃を喰くらったブランは、そのまま拳の勢い任せに殴なぐり飛ばされた。

「ブランさん大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　放心していたステラはようやく正気を取り戻もどし、痛々しい姿で床ゆかを転がるブランのもとへと駆け寄る。

「軽々しく不可能を覆すなどと口にするな。貴様に立ちはだかっている壁かべは──貴様が考えているよりずっと圧倒的だ」

「軽々しくなんかねえよ……勝手に決めんな」

　スティーヴンに対して口答えするブランだが、ダメージを負った『案山子スケアクロウ』の体は、すでにブランの思うように動かなくなっている。

「ステラ。来なさい」

　ブランのことなど最初から眼中になかったかのごとく、スティーヴンは淡たん々たんとステラへと声をかけた。

　が、ステラは倒たおれたブランの手のひらを握にぎり、優やさしく指を絡からめる。

「──いやです。ここが、わたくしのいる場所です」

　そして、毅き然ぜんとした面おも持もちでそう言った。

「ブランさんを信じます。一度そう決めたからには最後まで寄り添そい、信じ抜きます」

　父の命令をきっぱりと拒きよ否ひしたステラの姿に、ブランが驚おどろきの眼まな差ざしを向ける。対してスティーヴンは、その返事を予想していたかのようなポーカーフェイス。

「だってわたくしはまだ、ブランさんに想おもいを伝えてもいませんし、デュセルさんとも、ちゃんと友だちとしてやり直せていません。彼女が一番苦しいとき、なにも出来なかった──それを謝ることすらも」

　ブランの手を強く握りながら、ステラはまるで、少年の代わりに自ら父と戦わんとするかのように、その『星条青玉スターサフアイア』の瞳ひとみの、六条の星の輝かがやきを、眩まばゆく煌きらめかせていた。

「それにパパの案では、魔術文化祭が中止になってしまいますから!!」

　この期に及んで彼女は、デュセルを含ふくめた学園の全すべての学友たちのために、自分の未来を左右する決断を下した。お人ひと好よしも、ここまでくれば誰にも真ま似ねできない。

「お前が聞き分けの良い娘ではないように……俺も聞き分けの良い父親ではない」

　だが、スティーヴンは表情を一いつ切さい変えることなく、実力行使でステラを連れ去らんと、ふたりのもとへと近づいてくる。

　──と、その瞬間。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　突とつ如じよとして通路に凄すさまじい光こう弾だんが炸さく裂れつし、スティーヴンの足を止めた。

　聞こえた呪文は、他の誰にも真似できない『万能詠唱オールマイテイー』。

　その使い手は、ブランやステラの知る限り、このウエノ学園でもただひとり。

「事情はよく吞み込めないけど──娘の話を聞いてやらない父親って、あたし世界で一番キライなの！」

　勝ち気な『青金剛石ブルーダイヤモンド』の吊つり目を輝かせ、群ぐん青じよう色のポニーテールを振ふり乱した、その少女──デュセル・デュランダル。

　手にした黄金の王おう笏しやくはアルビオンの玉璽レガリア級聖遺物『カリナンの王笏』。そして身に纏まとう衣い装しようは、清せい楚そな純白の魔術ローブ。戦せん闘とう態勢を整えたデュセルが、ブランたちとスティーヴンの間に割って入り、加勢に現れたのだ。

「ルーヴルの王女か。首を突っ込むな。国際問題になりかねんぞ」

「ふーんだ！　国際問題なんかより、世の中にはもっと大切なことがあるのよ！　あなただってメトロポリタンの大統領なんだったら、娘のために世界征せい服ふくでもして、逆らうやつ全員黙だまらせるくらいの気き概がいを見せなさいよ！」

　一国の王女のものとは思えぬ、とんでもない暴言が炸裂した。

　思わずブランも、ステラも、そしてスティーヴンさえも押し黙ってしまう。

「え……なんでみんな黙っちゃうの？　ステラの瞳が緋眼堕ちレツドだってみんなもめてるんでしょ？　だったら、緋眼堕ちレツドを許さない全世界のルールを変えちゃえばいいんじゃない……？　なら、世界征服するしかないじゃない……？」

　周囲の反応が予想外だったのか、デュセルは両手で王笏を摑つかんだまま、しどろもどろに台詞せりふを取り繕つくろう。

「あれ……？　ねー、ブラン。あたしおかしなこと言っちゃった……？」

「まあな」

　自信なさそうに尋たずねてくるデュセルに対し、ブランは呆あきれた様子で小さく頷うなずく。

「だけど大統領閣下の案に比べれば、よっぽど素す敵てきだと思うぜ」

　しかしその直後、口元に不敵な笑えみを浮うかべてみせた。

「そ。良かった」

　親友のお墨すみ付つきを得られ、満足げにデュセルはブランたちへと背を向け、スティーヴンへと向き直る。

「ステラ！　ごめん、今さらだけど手紙ちゃんと受け取ったから！」

　そして、背中を向けたまま、デュセルはステラへと声を張り上げた。

「まだ全部読めてないの！　でも、ちゃんと全部読むから！　それで、ちゃんと全部に返事書くから！　だから、それが終わったら──今度こそ、友だちになってくれる？」

　デュセルが背を向けていたのは、臨戦態勢だからではない。

　単に、恥はずかしかった。今の台詞を、ステラを前に面と向かって口にするのが。

「はい！　でも、わたくしたち、ずっと前から友だちですから！」

　デュセルの分かりやすい反応に、聡そう明めいなステラはすぐに気づいたことだろう。このときばかりは垂れ目気味の瞳に、嬉うれしげに大おお粒つぶの涙なみだを浮かべていた。

「そこを退どいてもらう」

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　容よう赦しやなく二に連れん銃じゆうを抜ぬいたスティーヴンに対し、デュセルは素早く防ぼう御ぎよ結界を展開。

「ステラ。デュセルが時間稼かせぎをしているうちに、ひとりでシノバズ池へ行ってくれ」

　そんな中、ブランがステラへと小声で話しかける。

「ええっ？　そこは、文化祭の方々の避ひ難なん場所では……？」

　副会長の全校放送を思い出し、ステラは怪け訝げんな顔をする。

「大丈夫。手て筈はずは整えてある」

「それに、デュセルさんおひとりではこの場は……」

　デュセルも国家魔ま術じゆつ師しとしては一流だが、超ちよう一いち流りゆうを相手取るとなると話は別だ。ステラの懸け念ねんどおり、このままでは多少の時間稼ぎにもならないだろう。

「デュセル！　こいつを使え！」

　すると、ブランが渾身の力を振り絞しぼって右みぎ腕うでを振り上げ──そして自らの胸部へと叩たたきつけた。

　正しくは、『案山子スケアクロウ』の心臓を粉ふん砕さいした。

　突然の蛮ばん行こうにステラとスティーヴンが驚きとともに絶句する中、あまりの痛みに喋しやべることも出来なかったブランは、その意識がスケアクロウから強制的に離はなれる寸前──デュセルへと不敵な眼差しを向けた。

　──お前なら出来る。

　振り向いたデュセルの目に映ったブランの瞳は、そう物語っていた。

　同時に、スケアクロウの体は鋳型である草薙剣へと変へん貌ぼうを遂とげる。

「ブランさんの姿が剣に!?」

　ブランが消え、代わりに三種の神器の神剣が現れたことで、ステラもスティーヴンも、さらなる驚愕に我が目を疑う。

「あたしになら出来るってどーいうことよ!?」

　そんな二人を尻しり目めに、突然の無む茶ちやぶりに狼ろう狽ばいするデュセル。

　その瞳にふと映った、床に転がったままの草薙剣。

「あ！　そーいうことね！」

　デュセルはすぐにブランの意図を察し、防御結界を解除すると、素早く草薙剣を拾い上げた。古びた神しん剣けんを手に、思い描えがくは親友ブランの姿。

　──世にも珍めずらしい『青金剛石ブルーダイヤモンド』のみが持つ魔術特性『万能詠唱オールマイテイー』。その名のとおり、適当に口ずさんだどんな呪文にも様々な意味を与あたえられる、いわば天然の我流術式だ。

　だから彼女は、その術式の構造さえ把は握あくすることが出来れば、単体の術者で制せい御ぎよ可能な魔術である限り、精度の差こそあれ、模も倣ほうすることが出来る。

　当然だが複雑な術式であればあるほど、ぶっつけ本番で成功できるとは限らないが──ことブランの姿を再現するのは、彼女にとって得意中の得意分野だ。

　なにせこの数週間、一時たりとも彼の姿を脳のう裏りに思い描かなかったときはなかった。

　山に海に、東に西に、どこへ行くのも一いつ緒しよだった、親友の姿なのだから──

「キャストオン、『案山子スケアクロウ』!!」

　デュセルが叫さけぶ。

　草薙剣に宿るブランの残留魔力をもとに、術式を解かい析せき、把握。そして神剣を鋳い型がたとし、彼女自身が思い描いたブランの姿を纏わせる。

　──デュセルが再現したのは、ブランだけが持つはずの我流の魔術『分身鋳造シヤドウキヤスト』。

　カリナンの王笏にあしらわれた大ダイヤが眩まばゆい魔力光を放ち、草薙剣を包み、聖遺物を人型へと変えていく。

　呆ぼう然ぜんとその光景を見守るステラ。しかし、娘むすめとは対照的に、スティーヴンは冷静に聖遺物の変貌を見届けていた。

「これで合点がいった。どうして今まで倒した七詠唱セブンキヤストのメンバーが聖遺物だけを残して消えていたのか」

　彼らは、魔術で造られた分身シヤドウだったのだ──そうスティーヴンは確信する。

　ならば今まで倒したふたりに限らず、術者たる魔術王を除いたその他全てが、おそらく分身シヤドウ。先ほどまでステラを守っていた口だけは達者な冴さえない少年も、間ま違ちがいなく。

「面白い」

　スティーヴンの口元に、初めて小さな笑みが浮かぶ。

　同時に、デュセルの放つ魔力光の輝きが集束し、代わりに、その場にひとりの少年の姿が出現していた。

　それは、紛まぎれもなくブランドン・ブラックバーンと瓜うり二ふたつの分身シヤドウ。

　しかしその姿は、今まさに『万能詠唱オールマイテイー』による『分身鋳造シヤドウキヤスト』の再現を成功させた少女と同じ、群青色の髪かみと『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳をたたえていた。

「改めて名乗っておく。近接格闘型分身シヤドウ、草薙剣の『案山子スケアクロウ』だ」

　デュセルの魔力を補ほ充じゆうして復活した青い髪のスケアクロウは、懐ふところからメガネを取り出し、それを装着しながらデュセルの傍かたわらに並び立つ。

「さ、行ってステラ！　ブラン本人は、あいつのことだからどーせ自宅にひきこもってるんでしょうけど、それでも、最後はきっとなんとかしてくれる。だから、ここはあたしとあたしのスケアクロウに任せておいて！」

　前衛として身構えるスケアクロウと、後方支し援えんに回るデュセル。ふたりは、スティーヴンの前進を阻はばむように、ステラを背にして立ちはだかる。

「ブランさん本人……？　──分かりました。お願いします。ただし、デュセルさんのかどうかは、事情も含ふくめてあとでちゃんと問い質ただしますからね！」

「ふふーんだ！」

　ふたりの少女は、まるで昔から気心の知れた間あいだ柄がらだったかのように、随ずい分ぶんとくだけた調子でそう言いあった。
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　ＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラ。

　ステラはデュセルにその場を任せ、転移魔術で目的地まで跳とんだ。目指す先は、ブランが言ったとおり、避難場所であるシノバズ池。

　文化祭で水上アトラクションショーが予定されており、大人数の観客を収容できる臨時の特設会場が用意されていたため、皮肉な話ではあるが避難先としては適所であった。

　とはいえ、この状じよう況きようで衆目を集めるのは、ステラにとっても大きな不安だ。彼女はブランの言葉を信じ、それだけを頼たよりに移動先の座標を固定する。

「きゃっ──」

　それでも、度たび重かさなる不安から集中力が乱れていたのだろう。

　本当はシノバズ池の特設会場でも目立たない物もの陰かげを移動先として思い描いていたステラだったが、つい、最も印象に残っていたショー会場の壇だん上じようを想像してしまった。

　結果、彼女が尻もちとともに現れたのは、巨きよ大だい池の水上に造られた特設会場の中央。四方を観客席で取り囲まれた、逃にげ場のないステージ上だ。

　避難した学生や来場客は観客席に並んでいる。その視線は、突然現れたステラへと向けられ、彼らの顔にはすぐにも驚おどろきと恐きよう怖ふが浮かんだ。

　観客席のひとりが、緋眼堕ちレツドの疑ぎ惑わくをかけられた少女を前に、金切り声の悲鳴を上げようとした──その寸前。

『会場にお集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさま！　お待たせいたしました！　これよりウエノ学園生徒会による、アトラクションショーを開かい催さいさせていただきます！』

　突とつ如じよとして、副会長の声がマイクに乗って会場全体に響ひびき渡わたった。

「えっ……？」

　思わぬ事態に、実況席へと目を向けるステラ。

　そこには、ちらちらとカンペに目を落としながらマイクを摑んでいる副会長と、その隣となりの解説席にふてぶてしく腰こし掛かけた、ワイリー・ワイズマン教授の姿があった。

　そして、ステージ上にもうひとり。

「どちらがこの世で最も美しいか、世界一の美少女の座をかけて勝負です！」

　新たに現れた、謎なぞの美少女。

　長い金髪ブロンドの巻き毛を後頭部で束ね髪シニヨンにまとめ、身に纏まとうは耐たい性せい附ふ与よが施ほどこされた紺こん碧ぺきの魔術ローブ──そこまでは、戦せん闘とう時におけるステラの出いで立ちと瓜二つだ。

　違うのは、上品でたおやかな面おも持もちに似合わぬ、小悪魔めいた微び笑しよう。頭の上やお尻からピョコンと顔を覗のぞかせている、キツネの耳と尻尾しつぽ。そしてなにより、邪じや悪あくな輝かがやきを宿した『星条紅玉スタールビー』の瞳ひとみ。

　その姿はまるでドッペルゲンガー。濃のう紺こんと真しん紅く、それぞれ二色の瞳を持つ、ふたりのステラが、水上の特設ステージで対たい峙じしている。

　観客席から悲鳴は上がらず、代わりに戸と惑まどいのどよめきで満たされた。

　ステラの目の前に立つもうひとりのステラは、表情や瞳の色といった些さ細さいな差異を除けば、なにからなにまでそっくりだった。バスト、ウエスト、ヒップといったスリーサイズやボディラインはもちろん、手足の長さや、爪つめのかたちに至るまで。近寄ってまじまじと見比べてみれば、きっと肌はだのきめ細かさやほくろの数さえ符ふ合ごうすることだろう。

「バカウィッチ！　耳と尻尾が隠かくせてない！」

　ステージの舞ぶ台たい裏うらにまるで裏方のように潜ひそむ、七歳児くらいの少年──アルケミストが、赤い瞳のステラへと、観客に届かないギリギリの声量で怒ど鳴なる。

「てへぺろ。いけないいけない」

　それを聞いた赤い瞳のステラは、前まえ屈かがみでくいっとお尻を揺ゆらし、見えていたキツネの尻尾と、ついでにキツネ耳を隠した。

　これでその姿は、意地悪そうな表情さえ除けば、今も学園中のモニターに映し出されている緋眼堕ちレツドのステラと完かん璧ぺきに一いつ致ちする。

　隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』──その鋳型に用いられているのは、九きゆう尾び狐ぎつねの魔力が封ふうじられているとされる聖遺物『殺セツ生シヨウ石セキ』だ。得意とするのは、姿隠しの透とう明めい化か魔術や、魅み了りよう、幻げん惑わくだけではない。かつて九尾狐は、どんな絶世の美女にも化けることが出来たという。ゆえに殺生石の力を操あやつるウィッチもまた、変へん化げの魔術を可能とする。

　ただし、化ける対象の姿を完全にコピーするには、相手の肉体を隅すみから隅まで観察しなければならない。ブランがステラに裸ら身しんを晒さらしてもらったのは、そのためだ。

　ブランの計画はこうだ。ウィッチを緋眼堕ちレツドのステラに仕立て上げ、なおかつ偽にせ者ものをステラ自身に倒たおさせ──その茶番を、魔術文化祭のショーとして演出する。それも、文化祭初日のビッグイベントを飾かざるゲリラ開催のショーとして。

『果たしてステラ会長は、赤い瞳を持つ偽者を倒すことができるのでしょうか！』

　副会長が、観客席のどよめきを搔かき消すような大声で、高らかにそう宣言した。

「エロイムエッサイムです！」

　偽ステラに化けたウィッチが、幻術で赤く見せている瞳を輝かせ、呪じゆ文もん詠えい唱しようでもなんでもなく台詞せりふだけをなぞりつつ見よう見まねの召しよう喚かん術を行う。

　もちろんウィッチに召喚術は搭とう載さいされていない。その代わりに、舞台裏に潜んでいたアルケミストが、あらかじめステージの各所に配置しておいた錬れん成せい陣じんを起動させ、ステラが操る『虚構悪魔デジタルデヴイル』そっくりのモンスターを錬成した。

「さあ！　やぁっておしまい！」

　ノリノリで叫ぶウィッチ。

　その声を合図に、ステラを取り囲むハリボテの悪魔デヴイルたち。

「ステラおねえちゃん！　構わず全部倒しちゃって！　ウィッチごとでいいから！」

　そんな中、再びアルケミストが観客に聞こえないようステラにだけ密ひそかに声援を送った。

「あら、いいのかしら？」

　そのころには、ステラも全すべての事情を把は握あくしていた。

　頭の回転の速さは、父譲ゆずりの彼女の長所。すでに、目の前の偽ステラや舞台裏の少年もブランの仲間であり──七詠唱セブンキヤストに違いないと、そう確信できていた。

　だからこそ。

「うふふ。でしたらわたくし、容よう赦しやはしませんからね」

　ステラは自身の聖遺物である『電子魔導書ｅ‐グリモワール』を手に、魔ま術じゆつを行使する。

　まずは学生服から、紺碧のローブ姿へ。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　さらにそこから先。我流術式でもって、新たな姿へと。

「悪魔憑きＤ‐インストール、『大悪魔メフイストフエレス』!!」

　人工聖遺物の水晶板タブレツトから現れたのは、美しくもおどろおどろしい異形を持つ、紳士にして道どう化けたる悪魔デヴイル。瞬またたく間にその姿は魔力光となって、ステラの体を包んだ。

　闇やみの色を映した夜会のドレスのような、新たな濃紺の魔術ローブ。背中は大だい胆たんに露ろ出しゆつしており、白い肌の上に黒い翼つばさの紋もん様ようが描えがかれていた。他ほかにも、ヒップから覗く尻尾、そして手には紺色のシルクハット。

　大悪魔メフイストフエレス──ステラが召喚可能な悪魔デヴイルたちの中でも最も高位たる、魔界の気まぐれなジョーカー。その力と姿の一部を身に纏った、ステラの新しい戦闘形態だ。

「それでは、参ります」

　ステラの『星条青玉スターサフアイア』の瞳のスターエンブレムが、さらなる魔力を増し、神こう々ごうしいほどに輝く。次の瞬しゆん間かんには彼女の姿は搔き消え、襲おそい掛かかって来た悪魔デヴイルもどきの大半を、あろうことか肉にく弾だん戦で瞬時に一いつ掃そうしてしまった。

　高速移動からの、美しい美び脚きやくを披ひ露ろうする、見事な回し蹴げり。おっとりとしたステラには似合わない戦闘方法だ。

　──彼女は、数週間前の決闘でスケアクロウに敗れたことで、自分の弱点を自覚した。

　それは即すなわち、近接戦の弱さだ。召喚術師はいくら強力な召しよう喚かん獣じゆうを使し役えきしていようとも、隙すきを突つかれて術者本人に肉にく薄はくされれば、どうすることも出来ずに有利を覆くつがえされてしまう。

　ならば、召喚獣だけでなく、召喚術師自らも強くなればいい。

　その考えをもとに編み出されたのが、悪魔デヴイルの強きよう靭じん的な身体能力を魔力や特とく殊しゆ能力とともに術者にフィードバックさせる我流術式『悪魔憑きＤ‐インストール』。

　その術式完成度の高さは、魔術の研究に明け暮れている学生魔術師たちはもちろん、来場客としてこの場にやって来た魔都の住人たちにも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

『さすがはステラ君。格闘術に召喚術と見事なパフォーマンスだ。今年のアトラクションはひと味違う。まさか、始める前からあんなドッキリ映像まで仕込んでいたとはな』

　ワイズマンの白々しい感想をマイクが拾った。

『あの赤い瞳も、我われ々われがどちらのステラ君を応援すべきか見分けがつくように考こう慮りよしたのだろう。しかしいやはや、まったくもって紛らわしい。おれも最初は驚いた』

　老教授は悠ゆう然ぜんと解説席に座っているだけだが、学園はおろか魔都でも随ずい一いちの有名人が騒さわぐことなく落ち着いて観劇しているというだけで、このショーが事前に計画されたものだという説得力が生まれる。

　学園中に流されたステラの映像さえも、まるでこのアトラクションショーのための仕込みであり、ドッキリであったと、そう観客たちに勘かん違ちがいさせてしまうほどに。

　ウィッチが偽者役、アルケミストが裏方役、ワイズマンが観客の心理誘ゆう導どう役。その配役で行われる、ブラン自作自演のステラの活かつ躍やく劇。それが、ステラを救うために、そして魔術文化祭の中止を阻そ止しするために立てた、ブランの脚本の筋書きだ。

「ごめんあそばせ」

　大悪魔メフイストフエレスのドレスを纏うステラは全モンスターを倒し終え、ついに偽ステラへと迫せまる。

「こなくそー！」

　ウィッチもわざとらしく応戦する──もしかすると世界一の美少女の座を競きそうからには本気なのかもしれない──が、悪魔デヴイルの能力を有する今のステラにはまるで歯が立たない。

　ステラは、父の格闘術を真ま似ねたかのような見事なヒット＆アウェイでウィッチの攻こう撃げきを搔い潜くぐり、魔力を込めた拳こぶしで華か麗れいなカウンターを見み舞まう。それで決着。

「やーらーれーたー！」

　ノリノリで爆ばく発はつ四散するウィッチ。

　偽ステラの姿が跡あと形かたもなく消え、代わりに殺生石が転がり落ちたころには、もうすでにステラの瞳の色を疑う者は誰だれひとりとしていなかった。

　──そそくさと観客席から逃げ出した、数名の男たちを除けば。

「さてと。ダニ退治の時間だ」

　ワイズマンは、アルケミストが殺生石を回収するのを見届けると、観客席からの大だい歓かん声せいや拍はく手しゆに紛れるように、彼らの後を追ってこっそりと席を立つ。

　全員、見覚えがあった。スケアクロウが放送室で遭そう遇ぐうした神獣教団の神徒たちだ。その数も人相も、共有している記き憶おく情報と完全に合致している。

　広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』の魔力探知機能をもってすれば、追つい跡せきは容易たやすい。さらに言えば、この学園はワイズマンにとって庭のようなもの。転移魔術など使わなくても、先回りして彼らの退路を塞ふさぐことは簡単だ。

「まさかこんな馬ば鹿かげた茶番で誤ご魔ま化かされるなど！」

「これだから平和ボケのアルテナの連中は、能天気が過ぎる！」

　神徒たちは悪態をつきながら、無人となっていた学園の一角を逃にげるように進む。

　これで計画は失敗。

　たとえ本国の同どう胞ほうたちがメトロポリタン国内で同様にステラの映像を公開しても、こんな茶番めいたショーがアルテナで行われてしまった以上、スキャンダルとしては扱あつかえない。笑いものにされるのが関の山──いや、笑われるくらいなら問題にはならない。

　切り札を失った以上、ステラを盾たてに服従を迫った『神獣殺し』の大統領が自分たちを見み逃のがすはずがない。そもそも仲間のひとりはすでに容赦なく殺されているのだから。

「本国の同胞たちと合流し、我らは再び地に潜もぐり、研究を守りながら時機を待つ。全ては、我らが悲願たる魔法『神の召喚』の成じよう就じゆのために──」

　神徒たちにはすでに逃げるしか手は残されていなかった。が、それすらもとうに遅おそい。

　満を持して神徒たちの前に立ち塞がる、サングラスの老教授。

「ようお前ら。まったくお前らのせいでせっかくの文化祭がおじゃんになるところだった。それに、美人で優やさしい生徒会長があやうく退学になるところだった」

　現れたワイズマンは、たじろぐ神徒たちを前に、このときばかりは好こう々こう爺やじみた雰ふん囲い気きを消し、ゆっくりとサングラスを取る。

「落とし前はつけさせる。おれの可愛かわいい教え子たちを不安がらせたことの。おれの学園に手を出したことの。なにより、七詠唱おれたちの大事な友人たちを傷つけたことの。その、全部。──そう全部だ」

　その下に隠されていた、怒いかれる『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳ひとみ。

　遠くの特設会場からは、今もステラに向けられた大だい声せい援えんが続いている。ゆえに、ここで哀あわれな神徒たちがどれだけ惨むごい悲鳴で泣き叫さけぶことになっても、誰の耳にも届かない。
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　デュセルとスケアクロウ、そしてスティーヴンの戦いは、体育館内部へと場所を移していた。

　奮戦したものの、二対一にもかかわらず、デュセルの魔力はほぼ底をつき、青い髪かみのスケアクロウもすでに満まん身しん創そう痍い。対してスティーヴンは魔力体力ともに衰おとろえる気配がない。

「相手は隻せき眼がんなのに、どーしてあたしのほうが先に限界が来るのよ！」

　逆境に立たされたデュセルが強がり混じりの憎にくまれ口を叩たたいた、その直後。

　今も近接戦の攻防を続けていたスケアクロウとスティーヴンが、互たがいに拳を収めた。

　両者の視線が向けられた先──

　体育館のモニターでは、いつの間にか特設ステージのアトラクションショーの模様が放映され、見事な魔術パフォーマンスを披露したステラが拍手喝かつ采さいを浴びている光景が映し出されていた。おそらくここのモニターだけでなく、学園の全モニターが同様の映像を流していることだろう。避ひ難なん勧かん告こくを全校放送で流した際、副会長がショーの実じつ況きよう中ちゆう継けいの準備を済ませておいたに違いない。

　もうすでに、誰もステラを緋眼堕ちレツドと疑う者はいない。

　これで戦う理由はなくなった。

「さっすがブラン！　さっすがあたしの親友！」

　そう言って、デュセルはその場に力ちから尽つきてへたり込む。

　対してスティーヴンは沈ちん黙もくを保ったまま、モニターに映る嬉うれしげな愛まな娘むすめの姿を、直立不動で見つめ続けていた。

「これで解決したぜ、大統領。ステラに手を出した連中もワイズマンが残らず捕つかまえた」

　──と。

　体育館の壇だん上じよう、その舞ぶ台たい袖そでを隠かくす脇わき幕まくの裏側から、ひとりの少年が姿を現す。

　その姿は、スティーヴンの目の前にいるスケアクロウと、髪の色を除けば瓜うり二ふたつだった。

　聖遺物たる草薙剣が変身した眼前の分身シヤドウと、今しがた姿を現したばかりの少年を見比べ、そしてスティーヴンは確信する。

「そうか。お前が魔術王か」

　即ち、大おお鴉がらすのような漆しつ黒こくの魔術ローブをその身に纏ったこのブランという少年本人が、いくつもの分身シヤドウを陰かげから操あやつっていた、七詠唱セブンキヤストのリーダーなのだと。

「おうよ」

　ブランも否定はしなかった。分身シヤドウを通じて何度も戦ってきた相手だ。ハッタリや誤魔化しが通じないのは身に染しみて痛感している。

「認めよう。俺の考えは愚ぐ策さくだった。だが貴様の考えが最善とも思えない」

　スティーヴンは藪やぶから棒にそう言った。手にした二に連れん銃じゆうをホルスターに収めもせずに。

「確かに娘は救われた。だがそれは一時的なものに過ぎん。もしも誰かが再び疑念を抱いだいたら──貴様の茶番が暴あばかれないという保証はない。茶番が暴かれずともステラを狙ねらう邪じや悪あくがまた現れないとは限らない」

「まだやる気ってことか」

　その様子に、ブランも壇上から飛び降り、己おのれの聖遺物である七シチ支シ刀トウを構える。

「で、じゃあ他にどんな解決策があるんだ？」

「デュセル王女が先ほど口にしていただろう。世界征せい服ふくと」

「…………は？」

「そうだ。俺が三大国を統一する。ルーヴルもエルミタージュも滅ほろぼしメトロポリタンをも望むままに作り変える。そして全世界の人類全すべてを支配する。未み来らい永えい劫ごうステラを傷つける者が現れないように」

　ブランとスティーヴンの視線が、同時にデュセルへと注がれる。

「……え？　あたしのせい？」

　彼女は、居い心地ごこち悪そうに自分を指差し、困こん惑わく顔で小首を傾かしげていた。

　だが、スティーヴンは問いかけに返事をすることなく、静かにブランへと向き直る。

「娘のためならば──俺は喜んで魔王になろう」

　かつての『神獣』の如ごとく、人類の脅きよう威いの具現となるべく。スティーヴンは空いた手で、左目を封ふうじていた眼帯をむしり取る。

　現れたのは、もうひとつの『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳。

　隻眼でもなんでもない。最初から、星の光を宿した闇やみ色の瞳は両目ともに揃そろっていた。

「て、てめえ……今までずっと手加減していたのか!!」

「切り札は最後まで取っておくもの。そしてブラフは切り札を最後まで残しておくために使うものだ」

　露あらわになった『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の両目が、凄すさまじい魔力とともに輝かがやきを増していく。

「おれが昔読んだ本じゃ、『神獣』に左目を潰つぶされたって話だったのに！」

「あれは脚きやく色しよくの多い本だった。昨夜そう誰かに言った記憶がある」

「デュセル！　悪いがスケアクロウを返してくれ！」

「えー……」

「えーじゃない！」

　ブランに言われ、デュセルはしぶしぶ分身シヤドウをキャストオフした。そうして現れた草薙剣を手に、ブランは鋭するどくスティーヴンを睨にらみつける。

「あんたが世界征服を夢見るのは勝手だが、それこそ不可能ってやつだぜ。いくらあんたが最強で常勝で無敗だろうと、独りでなんでも出来はしない」

「出来るとも。貴様の我流術式をいただく」

「なに？」

「魔術的な分身を造る呪じゆ文もんだと推察している。戦争に必要な数だけ俺の分身を造ればいい。そうすれば誰にも負けない最強の軍隊の完成だ」

　淡たん々たんとしたその言葉に、ブランは戦せん慄りつした。なぜならば彼自身、つい数週間前に六体の分身シヤドウを引きつれルーヴル王国を強きよう襲しゆうし、たった一夜で一国を落としたのだから。

　スティーヴンが『分身鋳造シヤドウキヤスト』を会え得とくし、その戦せん闘とう力りよくと同等の分身シヤドウの軍隊が造られるようになっては──さらには、彼の『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の効果が分身シヤドウたちにも及およぶようなことになれば──世界征服は夢物語ではなくなる。

「デュセル王女の意見を聞いた。そして貴様の魔術を見た。だからこそ思いついたのだ。自ら世界を統すべる魔王になろうと」

　少なくとも、スティーヴンを相手に一億回、一兆回戦って全勝できる可能性に比べれば、世界征服は幾いく分ぶん現実的だ。決して不可能ではない。

「いや。おれが、させない」

　が、しかし。右手に七支刀、左手に草薙剣を構え、ブランはそう言い放った。

「フフッ……それでこそ男の子だね」

　同時に、先ほどブランが姿を現した脇幕の反対側から、舞台袖を通って新たな人ひと影かげが姿を現す。蠍さそりの尾おを思わせる緋ひ色いろの三つ編みと、魔眼封じのメガネ、そしてその奥に隠された切れ長の『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳を持つ少女。

「アンジェラ・アンブロシア!?」

　その姿を目にし、デュセルは度ど肝ぎもを抜ぬかれた様子で驚おどろいた。

「エルミタージュの女じよ帝ていか。どうしてこのアルテナに？」

　スティーヴンも、十年ぶりに目にする敵国の女帝の姿を、怪け訝げんそうに見やる。

「まったく老いていないのはともかく女学生の制服姿はどうかと思うぞ」

「だよな！　とんだ若作りババアだよな！」

「そーじゃなくて！　驚くのはそこじゃないでしょ、どーしてその若作りババアがまた学園に姿を現したのかが問題なのよ！　っていうか帝国の女帝ってどういうこと!?」

　ブランたちの物言いに、アンジェの頰ほおがひくひくと引きつる。

「……そんな意地悪を言うのなら、これは返してあげないよ？」

　そうしてアンジェが掲かかげてみせたのは、両手に手にした『八咫鏡』と『八尺瓊勾玉』。そのふたつにブランの持つ草薙剣を加えれば、アルテナの玉璽レガリア級聖遺物たる剣・鏡・玉を兼かね備えた『三種の神器』となる。

「キャストオン、七詠唱セブンキヤスト!!」

　瞬しゆん間かん、ブランの左手の神剣が、そしてアンジェの手にしていた神鏡と勾玉が、眩まばゆい青ブルーの魔ま力りよく光とともに人型へと変身する。

　ブランの横に並び立つ、『案山子スケアクロウ』、『黒魔導師ウオーロツク』、『女王クイーン』のモリガン。七詠唱セブンキヤストの中でも最も戦闘力と魔力の高い、三種の神器を鋳い型がたとした分身シヤドウたち。

　奇くしくもその全てが一度はスティーヴンに敗れ、魔術戦で撃げき破はされた分身シヤドウばかりだ。

「今度こそ、おねえちゃんは負けないからね！」

　他ほかの分身シヤドウたちを代表するかのように、モリガンがふくれっ面つらのまま腰こしに手を当て、ぷんぷんと怒ってみせる。長く聖遺物の状態で放置され、ご機き嫌げん斜ななめなのだろう。

「七人揃うまで待っても構わんぞ。俺はひとりで充じゆう分ぶんだ」

「おれも四人で充分だ。あんたが相手なら少数精せい鋭えい、必要なカードは全て揃った」

　その大だい胆たん不ふ敵てきなブランの言葉に、スティーヴンは僅わずかにまぶたを閉じる。

　──世界征服だの、娘のためだの、そんなものはすでに建前だ。

　魔王なんて、それこそ相手を勝負の鉄火場に引きずり出すためのブラフ。良識ある大人なら、ブランの案が上う手まくいった時点でひとまず手を打っておくべき話だ。

　だが、彼は決して大人などではなかった。今まで誰だれにも負けることなく、誰が相手でもずっと勝利を手にしてきた男が──敗北という挫ざ折せつを味わったことのない男が──まさか大人であるはずがない。

　この歳としになり、そして憂うれいを断たって、ようやくスティーヴンは生まれて初めて自覚した。自分が、どうしようもないケンカフアイテイング小僧キツズだということを。

　だから戦う理由は単純明快。

「俺に勝つのは不可能だ。だがその不可能を覆くつがえすというのなら……俺に敗北を教えてくれるというのなら……貴様の全てを賭かけて挑いどんで来い!!」

　──この憎たらしい若造に、娘を救ってくれた礼と、父親にも出来なかったことをやってのけられた腹いせを兼ねて、全力をぶつけたくなったのだ。

　ブランとスティーヴン、互いに手のうちの全てを明かした全額賭けオールイン。

　そして、世界最強の座をかけた、ふたりの魔お術と師この戦いが始まる。

　真っ先に動いたのは、静かに二丁魔銃を引き抜いたウォーロック。

　同時に、スティーヴンも『双頭鷲二連銃』を引き抜く。

「あらかじめ軽量化の呪文は使ったか？」

　大統領の挑ちよう発はつに、ウォーロックの緋色の瞳ひとみが静かに燃え上がる。

「我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス」

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　呪文詠えい唱しようはほぼ同時。しかしウォーロックが唱えたのは、禁きん忌きとされる即そく死しの呪のろいを帯びた雷らい撃げきを放つ禁呪。かつての戦いで、アンジェからラーニングしたものだ。

「驚いたね……、あの八咫鏡の分身シヤドウは敵の呪文を習得することが出来るのか……」

　──八咫鏡は、あらゆる魔術を鏡面で吸収・反射する能力を持つ。その神鏡をもとにして造られた分身シヤドウにも、同様の性能が付ふ随ずいしている。

「って、ステラのおとーさんを殺す気!?」

　デュセルは大おお慌あわてだったが、ブランはスティーヴンのコートに『即死呪文無効』が附ふ与よされていることを知っている。ゆえに最も威力が高く、即効性に優すぐれた呪文を使ったのだ。

　だが、両目を解放し魔力を極限まで高めたスティーヴンの魔ま弾だんと激しくぶつかり合い、双そう方ほうの呪文は互たがいに相そう殺さいされる。

「我が雷のままアブラに死は訪れるクサス！」

　間かん髪はつ容いれず、ウォーロックはもう一丁の魔銃で禁呪の二重起動デユアル・トリガーを完成させた。

　再度スティーヴンへと襲おそい掛かかる雷撃。

　彼の持つ二に連れん銃じゆうは、あくまで旧きゆう暦れき時代においても古い銃。二連式とはいえ、連射には時間がかかる。稲いな光びかりと同じ速度で迫せまる雷いかずちの禁呪を迎げい撃げきするには間に合わない。

　早はや撃うちで勝てないのなら、一発目で相手の呪文を粉ふん砕さいし、二発目で確実に仕留める。ウォーロックの瞳に宿った焰ほのおは、その狙ねらいを完かん遂すいせんとする意志の強さの表れだ。

　しかし。

「我が声に応じ雷を纏まとえ」

　スティーヴンは──二連銃に装そう塡てんする前の魔弾そのものを手に、短く呪文詠唱。魔力を宿した弾丸を、襲い来る雷に向けて放ほうり投げる。

　魔術により物理法則を歪ゆがめられた弾丸は、避ひ雷らい針しんの如く術者の代わりに雷撃をその身で受け止め、黒くろ焦こげとなった。

「我が声に応じ爆はぜろ」

　さらに、続けてスーツのポケットから無造作に取り出した、合計四発の魔弾の弾丸を、ブランたち目掛けて投げつける。

　直後、魔ま力りよく爆ばく発はつがブランたちの頭上で炸さく裂れつした。銃じゆう弾だんを銃に装塡することなく、そのまま投とう擲てきすることで手軽な爆弾に仕立て上げたのだ。

「煙えん幕まくだ！」

　ブランが叫さけんだ。敵の狙いは爆発そのものではなく、爆発が起こす黒煙のほう──

「蝶のようフロート・ライクに舞い・ア・バタフライ、蜂のようステイング・ライクに刺す・ア・ビー！」

　視界一面に立ち込める煙けむりに乗じ、二丁魔銃を手に標的を見失ったウォーロックへと、スティーヴンが接近戦で奇き襲しゆうをかける。

「我が身は加速する！」

　すかさずスケアクロウが加速魔術でもって駆かけつけ、両者の間に割って入った。

　ウォーロックに迫るスティーヴンの拳こぶしを狙い、伸のびきった敵の右みぎ腕うでを肘ひじと膝ひざで上下から挟はさみ、ガードする。蹴けり足ハサミ殺し──スケアクロウに搭とう載さいされた、アルテナ古来の武術における高度な防ぼう御ぎよ法だ。

　が、『完全物理耐たい性せい』の附与が働き、その右腕を破は壊かいするまでには至らない。

　スティーヴンは顔色ひとつ変えず、格闘に移る直前に左手に持ち替かえていた二連銃の銃口を、すぐさまスケアクロウの頭ず蓋がいへと向けて発射。

「ちちんぷいぷい！」

　急に割り込んできたモリガンの詠唱とともに、スケアクロウの影かげが底なし沼ぬまと化し、その足を取る。体が沈しずみ、頭の位置が下がる。モリガンがわざと体勢を崩くずさせたのだ。

　結果、魔弾はスケアクロウの頭頂部を撃うち抜ぬくことなく、狙いは逸それた。

「いたいのいたいの、とんでっちゃえ！」

　次いで、モリガンが操あやつる『影絵シヤドウアート』のレーザーが、スティーヴンへと襲い掛かる。

「貴女あなたは──守るもののない戦いのほうが遥はるかに強い。一対一に限れば未いまだに勝てる気がしないくらいだ」

　しかしスティーヴンは、迫るモリガンの影を無視し、銃口をブランへと向けた。このままでは、モリガンがスティーヴンを仕留めたとしても同時に魔弾がブランを貫つらぬく。

　誰もがそう悟さとった瞬間には、誰よりも速く、モリガンは攻こう撃げきの手を止めて自ら敵の射線上に身を挺ていしてしまっていた。

「クイーンを取るにはキングを狙う。チェスの定石だ」

　射線に飛び込んできたモリガンの小さな体は、魔弾の直撃を受け、軽々と吹ふっ飛ぶ。

「四対一だってのに、まるで怯ひるむ様子がねえ！」

　姉の体を抱だき留め、ブランは悪態をつく。が、その口元にはまだ笑えみが浮うかんでいる。

「やっぱり、大魔術しかないか」

　ぶっつけ本番の大勝負。危険な博ばく打ちだ。

　しかし思い立った瞬間には、ブランはすでに行動に移していた。

　──大魔術詠唱。複数の術者を集め、複雑な魔術効果の発動を役割分担し、各自組み上げた術式を、連文詠唱によって繫つなげて完成させる儀ぎ式しきタイプの術式だ。

　本来ユニゾンで行われるべき大魔術を、単身でこなさなければならない。固かた唾ずを吞のんで戦いを見守るデュセルの傍かたわらに立ち、ミステリアスな笑みを浮かべて弟で子しの一挙一動を見つめている、師アンジェのように。

　それが、大魔術師、ひいてはその先に存在する魔法使いの領域へと足を踏ふみ出すための、あらゆる不可能を可能とするための、最初の第一歩。

「戒いましめよ──」

　詠唱の口火を切ったのはウォーロックだ。普ふ段だんは寡か黙もくで感情を表に出さないこの分身シヤドウにしては珍めずらしく、スティーヴンへと向けられた彼の緋ひ眼がんは、激しい敵対心に彩いろどられていた。

「我が瞳が深しん淵えんを覗のぞき込むとき──」

　ありったけの魔力を術式起動に注ぎ、ウォーロックが連文詠唱の一文目を紡つむぎだす。その『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳が、魔力を帯びて真しん紅くに輝かがやき始めた。

「深淵の眼まなこもまた我われを覗き込む──」

　詠唱を引き継ついだのは、ブランの腕うでに抱かれたモリガン。『青生生魂ブルーオリハルコン』と『瑠璃ラピスラズリ』のオッドアイが、ウォーロックに共鳴するかのように輝き出す。

「させるものか！」

　分身シヤドウを使っての大魔術詠唱。これはさすがにスティーヴンにとっても予想外だった。

　連文詠唱を阻そ止しすべく、ブランたちへと襲い掛かる。

「それはこっちの台詞せりふだ！」

　が、スケアクロウがその攻撃を阻はばんだ。

　スケアクロウは初めから、詠唱の役割分担の頭数には入っていない。連文詠唱という性質上、どうしても長引いてしまう呪じゆ文もん発動までの、いわば時間稼かせぎ要員だ。

　拳と拳がぶつかり合い、スティーヴンが後方へと押し戻もどされた、その瞬間。

「キャストオフ、『三種の神器』!!」

　ウォーロックとモリガンの魔力が最大限まで高まったと同時に、ブランは唐とう突とつに『分身鋳造シヤドウキヤスト』を解除した。魔力を宿したまま現れる八咫鏡と八尺瓊勾玉。そして草薙剣。

　ブランは、あろうことか七支刀を自ら手放し、『三種の神器』をその身に纏う。

　右手に草薙剣、左手に八咫鏡、そして胸に八尺瓊勾玉を抱いて。

「我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス！」

　すかさずスティーヴンが呪文を唱えた。標的がブランひとりとなったことで、他ほかに注意を払はらう必要が消えたのだ。だからこそ容よう赦しやなくその牙きばを剝むく。

　しかしブランはあろうことか、神しん剣けんを構えたまま、真正面からスティーヴンを迎むかえ撃つべく駆け出した。

　その『青生生魂ブルーオリハルコン』の隻せき眼がんを強く眩まばゆく輝かせ、大魔術の連文詠唱を締しめくくる、最後の一文とともに──




「──即すなわち、我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス!!」




　それは、狂きよう信しん者しやたちにより天文学的な確率の偶ぐう然ぜんでスティーヴンの肉体に体現された、神の領域に近づく大魔術附与。

　八咫鏡の能力によりスティーヴンからラーニングした絶対勝利の加護を、大魔術詠唱によりブラン自身の肉体に一時的に限定再現せしめたのだ。

　ゆえに、この場には『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を持つ者がふたり。

　互いの加護は、勝率がゼロではない限り必ず勝つという呪いじみた魔術効果を、互いに発揮し合い、そして相殺し合う。どちらが勝つかは、すでに運命に委ゆだねられた。

「いくぜ、スティーヴン・スティングレイ!!」

　草薙剣を手に、ブランが吠ほえた。

「面おも白しろい!!　面白いぞ!!」

　スティーヴンの口元に、初めて、確かな笑みが浮かんだ。

　──呪われた勝利を常に約束されてきたスティーヴンの人生において、心の底から勝利を望み、心の底から敗北を恐おそれた経験は、たったの二度。その感情は『神しん獣じゆう』との戦いでさえ芽生えなかった。

　一度目は、妻にプロポーズしたとき。

　そして二度目は、彼が初めて『主人公補正パツシブ・ヒーロー』関係なく勝負に挑いどめる、この瞬しゆん間かん。

「──考えてみれば、そもそも今まであんたに負けてきたのは分身シヤドウであって、おれじゃない！　だから全部ノーカンだ！」

　神剣を手に、迫るスティーヴンの懐ふところへと駆けながら、ブランは叫ぶ。

　オリハルコンの輝きを放つブランの草薙剣が、そしてスターエンブレムの煌きらめきを宿すスティーヴンの拳が、全身全ぜん霊れいの魔力を乗せて互たがいに繰くり出される。

「これが最初で最後の勝負で、おれが勝って、戦績一勝〇敗で勝ち誇ほこる!!」

　決着の瞬間を見届けるのは三人の少女。

　つまりは、ハラハラとした面持ちのデュセルと、弟子の戦いぶりに瞳ひとみを細めるアンジェ。そして──今まさに、息を切らして体育館へと駆け込んできたステラ。

　初めて目にする父の好戦的な笑い顔と、そんな父へと挑みかかる年下の少年の顔を見、不意に、子どものころの思い出がステラの脳のう裏りによみがえった。

　トランプはおろかどんなゲームで勝負を挑んでも、反則じみた父には勝てなかった。特に最悪だったのがベースボール。打席に立たせたらどんなコースも見み極きわめる。子どもの投げた球であろうと、ストライクゾーンでなければバットを振ふってもくれやしない。

　一度くらい、父の悔くやしがる顔を見たかった。

　だから──

「ブランさん!!　勝っちゃってください!!」




「あいよ」




　体育館に響ひびくステラの声せい援えん。そして交こう錯さくするブランの剣と、スティーヴンの拳。

　勝ったのは──勝利の女め神がみが、おっとりとした微び笑しようを向けたほうだった。

















終章　脱だつひとりぼっち大だい魔ま術じゆつ師し









　ウエノ学園の魔術文化祭は、その初日を終えようとしていた。

　一時は七日間にわたる開かい催さいを危あやぶまれる事態にもなったが、人知れず波は乱らん万ばん丈じように全すべての厄やつ介かい事は解決し、すでに陽ひは落ちて、今は夜。

　夕食を文化祭の模も擬ぎ店てんで済ませようと考えている者は多いらしく、昼にも増して大量の来場客が押し寄せてきている。そんな彼らの今年一番の目当てであり、学生たちも特に注目している夜間限定の出し物がある。

　満天の星とともに夜空を飾かざる、スターライトパレードだ。

　考案者は生徒会長のステラ。大勢の生徒たちが操る蛍けい光こう空飛ぶ箒スカイ・スウイープの群れが、白、青、緑、黄色と魔力光を灯ともしながら、空中で列を為なして学園敷しき地ち上を飛行するという催もよおしだ。想定以上の人気を博したので、間ま違ちがいなく毎年の風物詩になるだろう。

　他の観客同様にブランもまた、野外ライブ会場の客席に腰こし掛かけ、隣となりですやすやと眠ねむるモリガンを尻しり目めに、幻げん想そう的な光のパレードに見入っていた。

「これでまだ初日が終わっただけっていうんだから、なんともはや」

　そんな独り言を呟つぶやきながら、先ほど模擬店で購こう入にゆうしてきたジャイアントベアキャット印のパンダ饅まん頭じゆうをがぶりとひと口。

「もう外を出歩けるようになったのか。貴様もタフだな」

　と、ブランの傍らに歩み寄る大おお柄がらな人ひと影かげ。

　左目に眼帯、そして右手をギプスで固めて包帯で吊つっているその人物は、数時間前まで死し闘とうを繰り広げていたはずのスティーヴン・スティングレイだった。空いた左手で模擬店のハンバーガーを摑つかみ、相変わらず無表情に頰ほお張ばっている。

「なんでそっちのほうが回復早いんだよ。勝ったのはおれなのに」

　辛しん勝しようしながらも初めての大魔術により大量の魔力を失ったブランは、今の今まで保健室に隔かく離りされていた。対してスティーヴンは夕刻にはもう出歩けるようになり、文化祭のあちこちを見て回っていたらしい。

「負けてなどいない。勝負の途と中ちゆうで俺のおス星テ様ラが飛び込んできたから気が逸それただけだ」

「噓うそつけ。決着の瞬間まで完全に眼中に入ってなかったじゃねえか」

　歳は離はなれていても、世界最強の魔術師と国家魔術師、そしてアルテナの魔術王とメトロポリタンのトップとして、肩かたを並べるように対等にいがみ合う負けず嫌ぎらいのふたり。

「次に勝負するときは白黒はっきりさせてやろう。だが俺は今夜のうちにすぐにも本国へ帰き還かんしなければならん。来週の三者面談は妻に代わってもらうことにした。妻は後日到とう着ちやくする予定だとワイズマン教授に伝えてくれ」

「もう帰るなんて勿もつ体たいない。最終日の花火は、夜空が真っ白になるまで打ち上げるのに」

「名残なごり惜おしいが用事がある。教授が半殺しにした神徒どもは引き取った。急ぎ本国へ戻って仲間の居場所を全て吐はかせなければならん。あとは全員まとめて電気イスだ」

「なんつー物ぶつ騒そうな。それもハッタリ……だよな？」

「……そのため本国の掃そう除じに少し時間がかかる。かなりの大仕事にもなるだろう。その間は妻やステラをメトロポリタンに置いておきたくない」

　真顔で続けるスティーヴン。その言葉に、ブランは驚おどろきの目で大統領を見やる。

「聖遺物奪だつ取しゆの命は解く。しかしステラには当分アルテナ留学を続けてもらう。あの子はこの学園に必要な存在のようだからな」

「そうか、父親からすると少し寂さびしいよな」

「なに。会いたくなればいつでも会いに来られる場所だ」

　そう口にしたスティーヴンの表情は、普段どおりのポーカーフェイスのはずなのに、どこか心安らいでいるようにブランの目には映った。

「ときに魔術王。まだ童どう貞ていか？」

　と、急にスティーヴンが直球の質問を投げてきた。

「なっ、なっ、なっ……」

「孫はベースボールチームが作れるくらいには欲しい」

　不意打ちに面めん食くらうブランの返答を待たず、スティーヴンはそう続けた。

「そんなに!?　正気かよ!?」

「──本気にしたな。いいか。俺のおス星テ様ラと交際するなら一生童貞のままでいろ」

　当然ブラフだった。スティーヴンはすぐにも先ほどの意見を撤てつ回かいする。

「ど、童貞だとかどうだとか、そういう誤解を招く言い方はよせ！」

「おはよ、ブランくん。ドーテーってなあに？」

「ほらみろ！　うちのねえちゃんが悪あく影えい響きようを受けてるじゃねえか！」

　ふたりの騒さわぎ声に起こされたのか、モリガンがあくびとともに目を覚ました。起き抜ぬけの姉の問いかけに、ブランの顔はさらに真っ赤になってしまう。

「それより、みんなの出番もうすぐだよね？」

　と、モリガンはライトアップされた大時計へと目を向け、わくわくとした面持ちでそう言った。

　日暮れ直後から一時間程度の行進飛行で、そろそろパレードはお開き。

　今からは、次の出し物が始まる。

　魔力光で夜空を飾りつけながら飛び回っていた全ての空飛ぶ箒スカイ・スウイープの群れが、突とつ如じよとして一いつ斉せいに光を消し、その場からパッと解散する。

　彼らの華か麗れいな退場に、学園中から驚きよう嘆たんの歓かん声せいや拍はく手しゆが起こった。

　その直後。

　ブランたちのいる野外ライブ会場の照明が、次々に灯されていく。ステージのライトアップ準備が終われば、初日の最終イベントとなるナイトライブが今から始まるのだ。

　すぐにもパレードの客がライブ会場へと流れ、あっという間に満員御おん礼れいとなる。

　客席を埋うめ尽つくす学生魔術師たちは、その大半が変わった格好をしていた。ぐるりと周囲を見回してみれば、同じ格好をしている二人組がやけに目につく。

　実はアトラクションショーのふたりのステラが話題になり、文化祭初日にして、にわかにドッペルゲンガーブームなるものが流は行やり出していた。

　二人一組ツーマンセルで共きよう謀ぼうして、片方がもう片方の仮装をするのだ。コスプレ止まりから、魔術を使った瓜うり二ふたつに近いレベルまで、すでに学園敷地内は大量のそっくりさん同士で溢あふれかえっている。

　今まさにステージ上にも、お揃そろいの髪かみ型がたと服装の少女たちが姿を現した。

　スポットライトのふたりの少女はともにポニーテールで、学園の女子制服姿。片方の髪は群青色ウルトラマリンで、もう片方は金髪ブロンド。言うまでもなくデュセルとステラだった。

『みなさんこんばんは。楽しんでいますか？　ステラ・スティングレイです』

『……でぅ、デュセル・デュランダルよ……』

　マイクを手にして、大人数の観客の前でステージに立った少女たち。

　公おおやけの場に慣れたステラははきはきと喋しやべっているが、デュセルは顔を真っ赤にして俯うつむき、マイクに口を近づけてぼそぼそと喋っている。

『きょうはお集まりいただき、ありがとうございます！　ほら、デュセルさんも』

『……む、むり。恥はずかしくて、その、これ以上は喋れないもん……』

『うふふ、だいじょうぶです』

　衆しゆう人じん環かん視しに晒さらされ、緊きん張ちようと不安でいつになくもじもじと恥じらっているデュセル。

　そんな彼女の肩に手を伸のばしたステラは、楽しげなにこにこ顔だ。

『ふっ、ふーんだ！　なんであたしが仕切らなきゃいけないのよ！　そ、そりゃ、友だちとしてイチからやり直すスタート記念に、なにかいっしょに文化祭で出し物したいなってワガママ言ったけど、ライブに飛び入り参加なんて聞いてないわよ！』

『あら、ごめんあそばせ。ですが教室も野外スペースも全て埋まっていますし、当日になっていきなり始められるとしたら、これはもうふたりで歌って踊おどるしかありません』

　そこで観客から口笛や歓声が届いた。

　ステラはそんな観客たちへとほほえみ返す。

『では、恥ずかしがり屋のわたくしの親友さんに代わって、今回わたくしたちの飛び入りライブを手伝っていただくバンドメンバーのみなさんを紹しよう介かいしますね』

　と、そのステラの言葉を合図に、ふたりだけを照らしていたスポットライトが消え、ステージ全体がライトアップされる。

　そこには、様々な楽器を手にしてスタンバイしていた、五人の人影があった。

『まずはギター、流しのバニーガール、ウィッチさん！』

　エレキギター担当は、きのう豪ごう華か客船のカジノルームで披ひ露ろうしていたバニーガール衣い装しようの、銀ぎん髪ぱつツインテールの小悪魔美少女。

『続いてベース、ご存じ学園の有名人、ワイズマン教授！』

　ベース担当は、カラフルなアロハシャツなんぞをラフに着こなしている、能天気ジジイのような風ふう体ていの、サングラスの老紳しん士し。

『サックスは、魔ま獣じゆうジャイアントベアキャットの、ウォーロックさん！』

　もこもことしたパンダの着ぐるみを着込んだ謎なぞの男が、見事な音色でサックスを吹ふき鳴らす。赤い瞳ひとみも魔獣のコスプレと思えば誰だれも気にしない。

『キーボードは、迷子センターからお連れしてきました、アルケミストくん！』

　錬れん金きん術じゆつで超ちよう絶ぜつカスタマイズされたお子さま用キーボードを前に、天使のような美少年がぺこりとお辞じ儀ぎし、観客席から黄色い声の大だい声せい援えんが轟とどろく。

『最後にドラム、わたくしとデュセルさんの大切なおともだち、ブランさん！』

　ドラム担当のメガネの少年が、返事の代わりにドドドドとドラムを叩たたいてみせた。

　その光景に、いつの間にかモリガンを挟はさんでブランの隣に座っていた副会長がポンコツ気味に首を傾かしげる。

「む？　おいブランドン、貴様は今ステージの上でドラムを叩いているのではないのか？　こんなところにいていいのか？　え、あれ？」

「ドッペルゲンガーブーム」

「ああそうか！　なるほど合点がいった」

　副会長はなんの疑いも持たず、ブームの一言で簡単に丸め込まれた。

『うふふ、みなさん騙だまされましたね。実はブランさんのそっくりさんで、スケアクロウさんといいます！』

　ステージ上のステラが、茶目っ気を交えてスケアクロウを紹介し直した。

　というのもスティーヴンとの決着が終わり、スティングレイ父娘おやこにはブランの秘密を明かしている。ブランがステラの秘密を握にぎった代わりに、スティーヴンもブランの秘密を握る。それでアルテナとメトロポリタンの関係はイーブンというわけだ。

　ステラがデュセルとふたりで飛び入りライブを計画した際、その伴ばん奏そうメンバーにブランの分身シヤドウたちを引っ張り出したのは、そういう理由。

「ブランドンのそっくりさんは憎にくたらしいくらいにそっくりさんだな。幼おさな馴な染じみであるわたしにもまったく区別がつかないな！」

　副会長ならどんな偽にせ者ものにも騙されそうだが、とにもかくにも、どうやらこのブームのおかげで明日あしたからのデュセルの機き嫌げんは保たれそうだった。

　今のお祭り気分に浮うかれたウエノ学園なら、ブランがふたりいても──つまりブランとスケアクロウが同時に文化祭の別の場所でそれぞれ目もく撃げきされても──ブームの一言で誤ご魔ま化かせる。となれば、デュセルは残り六日間の文化祭において、いついかなるときでも好きなようにブラン本人を引っ張り出せるということだ。

『それではいきますね、みなさん準備はいいですか？　はいデュセルさん！』

『え、えーっと……、みゅぅ、ミュージックスタート!!』

　デュセルとステラの声を合図に観客たちが再び大歓声を上げ、分身シヤドウたちが演奏を始める。ギターがハイテンションにかき鳴らされ、それをベースが見事にフォローし、サックスの音色とともにキーボードやドラムがリズミカルに躍おどる。

　だが、それ以上に誰もが感心したのが、すぐにも始まったデュセルとステラの歌声。ぴったりと息があっており、急ごしらえのデュエットとは思えない。見事な歌唱力も相まって、あっという間に観客たちは聞き惚ほれた。

　ブランも、ここぞとばかりに青ブルーと金ゴールドのサイリウムを振ふって応援に徹てつする。

　すると不意に、ステージ上で歌っているデュセルとブランの目があった。

　彼女は弾はじけんばかりの笑え顔がおで、ブランへ向けて大きく手を振る。これは明日からの文化祭巡めぐりが大いに忙いそがしくなりそうだと、ブランは苦笑いを浮かべながらも、自らもサイリウムを持った両手を大きく振り返した。

　すると今度は、ステラが控ひかえめにブランたちへと手を振ってきた。歌いながらぶんぶんと手を振っているデュセルとは随ずい分ぶんと対照的だ。

　と、隣となりでスティーヴンが手を振り返しているのがブランの目に映った。

「あれはおれに向けて手を振ってるんだ」

「ぬかせ。父親に向けているに決まっている」

　と、そこでスティーヴンは、副会長が手にしていたハンディのビデオカメラに気づく。彼女はステラを中心に先ほどからずっと撮さつ影えいを続けていたのだ。

「君。よければその映像をあとでＣＩＡにダビングさせたいのだが」

「構いませんとも！」

「助かる。報ほう酬しゆうはこのぐらいが妥だ当とうだろう」

　言って、スティーヴンは懐ふところから取り出した小切手にゼロを連ねて副会長に渡わたす。

　手渡された小切手の額面には、受け渡しの途と中ちゆうに盗ぬすみ見したブランが目を疑うほどの額が記き載さいされていた。

「こんなに!?　本気ですか!?」

　副会長もあまりの額に目を丸くする。

「面おも白しろい話をしておりますわね」

「そうそうそのようですわね」

　さらに、副会長の隣の席から声が上がった。

　ブランたちが揃って視線を向けてみれば、またまたいつの間にか、副会長の隣にルーヴルの王女姉妹しまいが並んで座っていた。ちなみに、妹のエスポワールが姉エトワールの仮装をしており、彼女らもドッペルゲンガーブームに興じている様子だ。

「その録画、うちのデュセルも可愛かわいらしく映っていますわよね？」

「もちろんですが……」

「でしたらこちらも報酬を出しますわ。ルーヴルにもコピーを届けてくださいまし」

　言って、今度はエトワールが小切手を切る。並んだゼロの数はまったく同じだ。

「こ、こ、こんな大金を受け取るわけにはいきません！」

「なんですって？　デュセルにそれだけの価値がないとでも？」

「本当ならステラのほうがゼロをひとつ増やしていいくらいだ。だがデュセル王女より高値をつけると国際問題に発展しかねないからな。同額で手を打っておこう」

「聞き捨てなりませんわね。張り合うのならルーヴルは国家予算を動かしますわよ」

　デュセルとステラの与あずかり知らぬところで、ルーヴルとメトロポリタンの両国は一いつ触しよく即そく発はつ寸前、エトワールたちとスティーヴンが静かに火花を散らし合う。

　その様子に、ブランはため息をつきながら副会長の肩かたを叩く。

「大人しく受け取っとけ。じゃないと世界大戦が勃ぼつ発ぱつするぞ」

「で、でもブランドン、これ大金すぎるよぉ……」

「前向きに考えろ。貧びん乏ぼうとおさらば出来るじゃないか」

「むっ！　そうか、そうだな、やったぞ！　これでさよならだ、貧乏め！」

　副会長は自分の経済状じよう況きようを思い出したのか、大金の誘ゆう惑わくに容易たやすく屈くつした。

　そうこうしているうちに、デュセルとステラのデュエットは一曲目が終しゆう了りよう。そのまま二曲目が始まる。ブランは気を取り直して親友たちの歌に耳を傾かたむけようとして──

　ふと、ライブ会場の壁かべの花に気づいた。

　喧けん騒そうから少し離はなれた壁かべ際ぎわにもたれかかって、じっとこちらを見つめている、師し匠しようであり宿敵でもあるアンジェラ・アンブロシアの姿に。

　今も三つ編みメガネの学生服姿だ。

　ブランはモリガンに断りを入れると、少しばかり席を離れた。そうして、ライブの輪に入ろうとせずひっそりと佇たたずんでいたアンジェのもとへ。

「アンジェ。その、なんだ、きょうは助かった。これからもよろしく頼たのむ、師匠」

　ブランがそう話しかけると、なぜかメガネのアンジェは戸と惑まどい気味に小首を傾げた。

　齢よわい千年の魔女とは思えぬ、見た目どおりの少女のような仕草で。

「フフッ、こっちこっち……」

　そのとき不意に、アンジェ本人の声がブランの背後から聞こえた。

　慌あわてて振り向いたブランの目に映ったのは、大きな三角帽ぼう子しを被かぶり、真しん紅くの衣装を身につけた、もうひとりのアンジェの姿。

「きょうの活かつ躍やくは見事だったよ……さすが私の弟で子しだね……」

　後から現れたアンジェが、ミステリアスにほほえむ。その笑い方は見み間ま違ちがえようがない。何度も目にしてきた不老不死の大魔術師のものだ。

　アンジェがふたり。これもドッペルゲンガーブームだろうか。

　──否いな。そんなはずがない。

「まさか、お前……っ！」

「私が無む償しようで弟子を取ったと思ったのかい……？　最初から、ちゃんと授業料は貰もらうつもりだったんだよ？　そう、キミの我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』をね。これで私も、キミと対等に遊ぶための駒こまを盤ばん上じように揃そろえられるわけだ……」

　術式を解かい析せきされたのは、彼女が『三種の神器』のふたつを手にしたときだろう。万ばん能のう詠えい唱しようがなくとも、大魔術師ならそのくらいのことはやってのけるはず。

　デュセルとステラの歌も耳に入らない様子で絶句するブランを前に、アンジェは自らと瓜うり二ふたつの分身シヤドウと並び、悪女の笑みを浮かべた。

　自分こそが『魔王』と呼ばれるに相応ふさわしい──そう言わんばかりの面持ちで。


了　










あとがき









　お久しぶりです。あるいは初めまして。岬みさきかつみです。

　出ました二巻。読者の皆みなさまのおかげで、めでたく一巻の発売から一週間でシリーズ化が決定し、すぐに続刊のＧＯサインが出ました。ちなみにそこから一週間で二巻プロットのＯＫが出、三週間で『魔ま術じゆつ文化祭』＆『合衆国大統領ステラパパ』を題材にした今回のエピソードの執しつ筆ぴつを終え、五月は韋い駄だ天てんのように過ぎ去っていきましたとさ。楽しかったです。

　一巻の反はん響きようが色々とあったことを担当編集Ａさん（御ご本人のイニシャルと青ジャージのダブルミーニング）から教えてもらい、嬉うれしく思いました。一番驚おどろいたのは、アンケートの好きなキャラクター投票で「その他」を選んでまで副会長に一票投じてくださった方がいたことでしょうか。そう、彼女には名前欄らんさえなかったのです。メインヒロインでもサブヒロインでもないモブヒロインというコンセプトなので名前欄がないのは仕様です。そもそも本名も未決定のままです。なので、名前案をお便りに添そえて出して頂けたりすると採用してしまうかもしれません。

　ところで、今回登場するステラパパことスティーヴン。前回も名前だけはチラッと出てきているのですが、第一巻初版では「ヴ」が「ブ」表記になっております。ごめんなさい。二巻執筆時に「ブ」で統一することも考えたのですが、やはりカッコいいほうにしました。「レイブンズ」より「レイヴンズ」のほうがカッコ良く見える「ヴ」現象というやつです。でもさすがに「セヴンキャスト」や「ヴランドン・ヴラックヴァーン」はダサすぎるので採用できませんでした。

　そんなこんなで謝辞です。担当編集のＡさま、イラスト担当のmmuさま、ファンタジア文庫編集部の皆さま、本シリーズに関わってくださっている皆さま、なにより本書を手に取ってくださっている読者の皆々さま。まことにありがとうございます！




　さて。実は三巻プロットもすでにこのあとがき原げん稿こうと一いつ緒しよに担当さんに提出済みでして、次回は『敵は七詠唱セブンキヤスト』＆『謎なぞの仮面学園長』というエピソードになるようですよ？




　では今回はこのへんで。また近いうちにブランたちともどもお会いできれば幸いです。





二〇一六年父の日　岬かつみ










岬かつみ

●みさきかつみ



第26回夏期ファンタジア大賞にて《金賞》を受賞。改題「オー・ドロボー！」にてデビュー。

文化祭の思い出といえば、ＴＲＰＧ部の出し物として毎年配布していたソードワールドのリプレイ冊子。セッションを録音し、テープ起こしと原稿執筆、表紙と挿絵のイラスト制作、文化祭前夜にはコピー機を占拠し大量印刷からのホチキス製本地獄。今も昔も修羅場やみつき症候群。不治の病です。
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カバーデザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）










セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう２
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